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１　輝夜の水着





「あれ？　なんでオレ、こんな所にいるんだ？」

　気がつくと、錦にしき織おり貴たかしはポツンと一人になっていた。

　キョロキョロと周りを見回す。馴な染じみのある風景。ここは錦織が通う紫し苑おん高こう校こう一階の廊下だ。

「っかしいなあ。さっきまで教室にいたのに……」

　ついさっき一学期最後のホームルームの時間に担たん任にんの先生から成績表をもらったばかり。錦織を紫苑高校の頂点に誘いざなう片道切符・オール「10」。学年トップの成績表を。

（やっぱすげえな、錦織は）

（うちのクラスのエースだ）

　クラスメイトたちから受けた賞しよう賛さんと憧あこがれの眼まな差ざしを思い出し、錦織は「ふふふふっ」と笑いを漏もらす。

「しかもあの状況で学年トップを守ったオレ、すごくない？」

　期末試験直前の記録的な大おお雨あめのために一年Ａ組の生徒は、全員、空くう調ちようのない体育館という悪あく条じよう件けん下かでの受験を余よ儀ぎなくされた。そんな中で予定通り学年トップを獲かく得とくできたのは学校史に残る偉い業ぎよう、と錦にしき織おりは一人で思っている。

（さすがクラス委員だよね）

（来学期も錦織にクラス委員をやってもらうしかないな）

　教室ではそんな声も聞こえた。

「着実にオレのクラス委員としての支し持じ基き盤ばんは確かく立りつできている……」

　夏休みにある剣けん道どうの全国大会で上位に入ることができれば知ち名めい度どはさらに上がり、目標である秋の生徒会役員選挙で最年少当選も狙ねらえるかもしれない。

（いける……いけるぞ！）

　高校生活スタート以来、ここまでは順じゆん調ちように来ている。一部「想定外」のことがあったが、それも野や望ぼうに影えい響きようを与えるほどの問題にはなっていない。……今までのところは。

「それにしても、なんで誰だれもいないんだ？」

　錦織は眉まゆを顰ひそめ、無む人じんの廊下を進んでいく。

　――と。

　女の子が立っていた。

　薄うす桃もも色いろセーラー服に包まれた長身。腰こしまで伸びた長い艶つややかな髪かみ、大きな瞳ひとみ、形のよい鼻び梁りよう、閉じられた花か弁べんのような唇くちびる……。誰が見ても文句なしの可愛かわいい女の子。

「魔王……いや、閣かつ下か！」

　錦織はピタリと足を止める。

　一年Ａ組最大のタブー。現代の高校に舞い降りた魔王。そして、一学期、完かん璧ぺきなはずだった錦織の栄光の歴史に、唯ただ一ひとつの「想定外」の原因を作った相手……。

　輝夜かぐや真ま央お――。通称・魔王。

　その魔王が両手を腰に当てて廊下の真ん中に立っていた。

　桃もも色いろの唇が小さく動いた。一度開けば毒どく舌ぜつと電波トークしか出てこない、憎たらしい口。

「どうしてそんな所で立ち止まっているのだ？　錦織」

「錦織――!?」

　錦織は悲鳴のような声を上げた。

　輝夜が使う錦織の呼び方は、「ハラグロ」または「お前」。酷ひどい時などは「うん」で済ます。普通に苗みよう字じで呼ばれたのは本当に久しぶり。

（魔王の奴、なんかいつもと様子が違う？）

　錦織は恐る恐る輝夜に近づいていった。

「錦織。主しゆ席せき、おめでとうな」

　輝夜はニッコリと桃色の唇を綻ほころばせ、花のように微笑ほほえんだ。

　ドキン。錦にしき織おりは胸を高たか鳴ならせる。輝夜かぐやの笑った顔をモロに見てしまった。

（やばい。なんだか今日の輝夜、……妙みように可愛かわいいぞ）

　もとから性格、言げん動どうに問題はあるが、外見はこの上なく整ととのっているのだ。

「さ、さんきゅー。そ、それよりも、閣かつ下か。なんだか、いつもと雰ふん囲い気きちがくない？」

「その閣下という呼び方はもう止めていい。今日からは……その……、輝夜または真ま央おとよ、呼んでほしい……」

　輝夜が頬ほおを赤らめる。

「か・ぐ・や!?　ま・お!?」

　錦織はポカンと口を開けた。

「どうしたんだ、閣下？　腹はらの具合でも悪いのか？」

　キッと輝夜が睨にらんだ。

「閣下は止めろと言ったばかりじゃないか！」

「じゃあ、輝夜。今すぐ保ほ健けん室しつに行って寝かせてもらってこい。今のお前、絶対変だ」

「変ではない！」

　輝夜は長い髪かみを振り乱して叫ぶと、寂さびしそうな顔になった。

「実は……私は『新世界の構築』は止めることにしたのだ」

「ええっ―――!?　でもなんで？　いきなり？」



    

  
    
      



    

  
    
      「だって『新世界の王』よりフツーの女子高生の方が可愛かわいいじゃないか！」

「可愛いじゃないか！　ってそんな力強く言われても。というか、『新世界の王』と普通の女子高生って、そういう次じ元げんで比ひ較かくしていいものなのか!?」

「とにかく止めたのだ。金こん輪りん際ざい、『新世界』とか『王』とか『構築』とかいう言葉は使わない」

「そこまで徹てつ底ていかよ。というか、それだと日常会話に支し障しようをきたさないか？」

「それに伴ともない、お前の『参さん謀ぼう』の役目も終わりとすることにした」

「えぇっ？」

　錦にしき織おりは自分の顔を指差した。

「ほ、本当か？　本当にオレ、参謀、辞やめていいのか？」

「うむ。その代わり違う役目をやってもらいたいのだ……」

　輝夜かぐやはジッと錦織を見つめた。

「違う役目……というと？」

「私の……恋人だ」

「こ、こいびと―――!?」

　錦織は裏うら返がえった声を上げた。

「駄だ目めか!?　駄目なのか？　私の恋人になんて、なりたくないと？」

「いや駄目じゃない。駄目じゃないが、恋人というのは好きあった者同士がなる関係であって……」

「私はお前のことが好きだぞ！」

　オ・マ・エ・ノ・コ・ト・ガ・ス・キ・ダ。

　直球ストレートな言葉が錦織の脳のう天てんを揺ゆらした。

「お前はその……、私のことが嫌きらいか？」

　輝夜はまっすぐに錦織を見る瞳ひとみを不安そうに細める。

　ワ・タ・シ・ノ・コ・ト・ガ・キ・ラ・イ・カ？

　またまた直球。それもインハイ気味のストレートに錦織は仰のけ反ぞった。

「いや嫌いってことはないが……」

「じゃあどっちなんだ？」

「……嫌いか好きかといわれると……どっちかというと好きな方だと……思うが……」

「ならば恋人、成立だ」

「ちょっ、いや、待てっ！　うわっ、あぷあぷっ」

　輝夜が錦織に抱きついてきた。

　ギュッと腕を首に絡からませ体を錦織に密着させた。柔やわらかいボールのような胸が押しつけられ、ムニュッと潰つぶれた感触が錦織の体を突きぬける。

　さらに輝夜かぐやは頬ほおずりをしてきた。スベスベの頬が錦にしき織おりの唇くちびると鼻の側そばを何度も往おう復ふくする。

（ここは天国!?　ヘ、ヘブン状態!?）

　錦織の心しん臓ぞうがオーバーヒート寸前のエンジンのように超高速で高たか鳴なった。

「か、輝夜。……ちょっと待て。待てって！」

　輝夜は頬ずりを止めて、錦織の目の前でキョトンとした顔になる。

「き、気持ちは嬉うれしいんだけど、学校でこういうのはちょっとまずいって」

「なぜだ？　恋人ならこれぐらい当然だろう？」

「それはそうかもしれないが、こんなことをしているトコを誰だれかに見られでもしたら……」

　学校の廊下で抱ほう擁よう。それも相手はあの輝夜。一学期をかけて培つちかってきた錦織の名めい声せいは音を立てて崩れ落ちてしまう。

「お――い。錦織く――ん」

　言ってるそばから、遠くで誰かが錦織を呼ぶ声がした。よく知っているクラスメイトの女の子の声に似ていた。

「や、やばいっ！」

　錦織は密着した輝夜の肩かたを持って引き離そうとする。だが、ビクとも動かない。錦織に絡からめた腕の力が強すぎる。

「か、輝夜。離せって。人が来ちゃうからさっ！」

「駄だ目めだ！」

　輝夜は離すどころか、首に回した腕にさらに力をこめた。

　ギュ―――。

　さらに体が密着する。しかし、ここまでになるとヘブン状態を通り越して、逆に激げき痛つうの領りよう域いきに達していた。背せ骨ぼねから上がるミシミシと軋む音。

「イタタタ。マジで痛いから。背せ中なかの骨、折れちゃうから！　だから離して！」

「ダメだ。私は離さない！」

「なんで、どうして、ホワーイ？」

「だって……」

　急に輝夜の声のトーンが変わった。

「だっておまえ、私のそばにいると言ったじゃないか！　ハラグロ!!」

　輝夜の悪魔のような声が耳元で響くと同時に、首に回された手にさらなる強い力が加わった。

　メキメキメキ――。

　背骨が砕ける音がして激痛が走る。



　ぐわああああああああ………………………………………………………………………。



　ハッ――。

　錦にしき織おりは覚かく醒せいした。うつ伏せになった上体を起こし、ブルブルと顔を震わせて辺りを見回した。

　静かな一年Ａ組の教室。錦織は自分の席に座っていた。

　パチクリ。

　自席の前で女の子が大きな瞳ひとみを瞬まばたきさせた。

　クラスメイトの六りく道どうかなめ。試験明けにカットに行って、元々ショートだった髪かみがさらに軽めになっていた。教室には今、錦織と六道の二人しかいない。

「どしたの？　うなされていたよ」

「悪夢を……見てしまった……」

　錦織は頭を抱えた。

（オレとしたことが。なんつー夢を見てしまったんだ……）

　あの輝夜かぐや真ま央おに告白されて、あまつさえハグされるような夢を……。

「六道、ワリイ。まだ頭が混乱しているみたいだから、ちょっと確認したいんだが……、今日は一学期最後の日でよかったよな？」

「うん、そだよ。明日からビバ！　夏休み」

「今日はまず終しゆう業ぎよう式しきがあって、それからホームルームがあって……、その中で成績表が渡されたんだよな？」

「うん。六道はショボーンなのを一枚、もらったよ」

「オレは何番だった？」

　六道は憐あわれむような目で錦織を見た。

「錦織くん、大丈夫？　文句なしの学年一位だったじゃない。思わず高笑いしそうになるのを舌を噛かんで我が慢まんして、口から血が溢あふれ出しそうになっていたよね？」

「オッケー、オッケー。だったらいいんだ。だからそんな目でオレを見ないでくれ」

　錦織は喉のどを押さえてゴホゴホと咳きこむ。屈くつ辱じよく的てきな気持ちになった時、喘ぜん息そくが出るのはまだ直っていない。

「じゃあ、輝夜が『新世界の構築』を止めたってのも……、現実だっけ？」

「それは夢。この後、秘ひ密みつ基き地ちで『新世界構築会議』だよ。だから、部活もない一学期の最終日に、教室に残っていたんじゃん」

「そ、そうだよな。あの魔王がそれを止めるわけないもんな。ハハハ」

　錦織は干からびた笑いを上げながら、携けい帯たい電でん話わのメール受信箱の既き読どくメッセージを見た。

『本日、一四：‥〇〇時より、緊きん急きゆう会かい議ぎをするので秘密基地に集合』

　差出人・輝夜真央。

「十四時からってことは、そろそろ行った方がいいか？」

　錦にしき織おりは黒板の上の掛け時計に目をやると、ため息をつきながら立ち上がる。

「そだね。遅ち刻こくしたら、また、閣かつ下かからなにを言われるか分からないもんね」

　二人はやや早足で教室を出て行こうとする。

「ところで錦織くん。悪夢ってどんな夢を見ていたの？」

「口では言えない、おぞましい夢だ」

　錦織は首を振ると、それ以上の一切の説明を拒きよ否ひした。





「言ったっけ？　六りく道どう、『夏休みデビュー』することにしたんだよ！」

　一学期最終日ということで静まりかえった校舎を秘ひ密みつ基き地ちに向かっていると、突然、六道がそんなことを言った。

「へえ」

「わっ。なに、そのどうでもいいような台詞せりふ！」

「実際、あんまし、どうでもいいし」

「それでも『夏休みデビューってなに？』ぐらいのリアクションはあってもいいよね？」

「夏休みデビューってなに？」

「よくぞ訊きいてくれました」

　錦織の棒読み台詞をものともせず、六道は満足そうにフッフッフッと笑う。

「要するに夏は少女が大人の女に変身する季節だってこと」

「ふむ」

「ふむ――!?　なにそれっ。あっさり納得お得？　というか、今の説明で意味、本当に理解できた？」

「できなかったな」

「そうだと思った。やっぱり睨にらんだ通りね」

「どうしてそこで自じ慢まんげなんだよ。分かってんなら、もうちょっと丁てい寧ねいな説明を心がけようよ」

「大事な話は少しばかりぼかして、ミステリアスさ出した方が、男が食いついてきやすいって、ばっちゃが言ってた」

「唐とう突とつに新キャラかよ！　実在するのか、そのばっちゃ!?」

「いるよ！　六道にだってばっちゃの二人や三人！」

「いや、三人いちゃ駄だ目めだろ。って、ええっとなんの話だっけ？」

「だから、六道が夏休みデビューするって話から始まって……」

「で、その夏休みデビューとはなんぞや、という話だったな。お前のばっちゃには悪いが、オレはぼかすより直球のが好みだ」

「つまり、この夏休みに六りく道どうが大人の女に変身するってことだよ」

「大人の女!?」

　錦にしき織おりは裏うら返がえった声を上げながら、六道を足のつま先から頭の天辺まで見つめた。

　短めの丈たけのスカートからのびるカモシカのような細い脚。スレンダーというより、「ちっこい」という表現が似合う体型。胸むな元もとはフラット急降下。可愛かわいい顔立ちで、まだ子供のようなあどけなさが至る所に残っている。

「ふっ」

　失しつ笑しよう。

「わ―――。ひどいんだ。なんなの今の笑い。もしかして六道が大人の女になんかなれるはずがないって思ってる？」

「六道……」

　錦織は目を見開いた。

「最近、オレが考えたことを読めるようになったんだな。それもエスパーか？」

「最近、錦織くんの六道の扱いが日に日に悪くなっている気がするんだけど」

「それだけオレがお前のことを認めたってことだ」

「しかも六道のあしらい方まで日に日に巧うまくなってる！　でも、分かっているのにちょっと……嬉うれしい」

「変へん態たいだな」

「痛っ！　グサリと胸に突き刺さる冷たい台詞せりふ。……でも、どこか快かい感かん」

「重症だな」

「痛いって、どこかケガでもしたのですか？」

　階段の方からそんな台詞が聞こえ、女の子が現れた。

　落ち着いた立ち姿。柔やわらかそうな肌はだの小こ顔がおに、整ととのった目め鼻はな立だち。眼鏡めがねのせいで損そんをしているが、間違いなくかなりの美人。胸ぐらいまでの長さの髪かみを結わえたリボンとグラマラスな体型が、全体の大人しい印いん象しようと相あい反はんしていて、またそれが魅力的だ。

　米よね倉くら愛あい。錦織たちと同じ一年Ａ組の副委員。

　その瞬間、キャシ―――ンと錦織の顔に鉄てつ仮か面めんが装着された。額の部分に“〝ゆーとーせい”〟とマジックペンで書いてある分ぶ厚あついヤツである。

「いや、ケガじゃないんだ。剣けん道どうの籠こ手てって防具越しでも結構、痛いよね？　って話をしていたんだよ」

　キラリンと前まえ歯ばを光らせて、爽さわやかに微笑ほほえんでみせる。隣で六道がやや不満そうな表情を浮かべながらも、うんうんと頷うなずいている。

「米倉もまだ残っていたんだ。部活かなにか？」

「ええ」

「米よね倉くらってなに、入っているんだっけ？」

「ええっと……」

「あいふぉんが入っているのは、郷きよう土ど史し研けん究きゆう会かいだよね」

「郷土史研？」

　錦にしき織おりも名前だけは聞いたことがあった。

「マイナーなので、言うのはちょっと恥ずかしいのですけど」

　米倉がやや頬ほおを赤らめる。

「どんなことやってるの？」

「学校周辺の歴史を縄じよう文もん時じ代だいから辿たどっていって、現代まで残っている遺い跡せきとかを探したり、パネルにまとめたりします」

「へえ。なんとなく、米倉らしい感じがするな」

　適てき当とうではなく、結構、本気でそう錦織は思う。

　米倉はこれから顧問の教師と打ち合わせがある、と言うと、上品に会え釈しやくして去っていく。その後ろ姿を錦織がいつまでも見送っていると、

「もーしーかーしーて――、錦織くんって、あいふぉんのことお気に入りだったりする？」

　六りく道どうがチラリと表情をうかがってきた。

「おう。お気に入りだ。美人だし、性格いいし、学業優秀だし……。いうことないだろ」

　ちなみに成績は錦織に次いで二位。体育こそ人並みだが、それ以外は錦織とほとんど差がない。来学期も希望すれば、間違いなく一年Ａ組の副委員になるに違いない。

（人格的なものを含めると、オレは米倉には及およばない）

　と思うくらい、錦織的に好感度が高いのだ。

「やっぱり……。男の子ってああいう感じが好きだよね。でも、六道も方向性は似たようなものじゃない？」

「えっ？　ああっと、六道の何が米倉と似てるって？」

「まず同じ女の子でしょ」

「そんな生物学的な大おお括くくりかよ」

「身長だって差は十センチ以内だし」

「それまた大おお雑ざつ把ぱだなあ」

「一番、違うのはなんだろ？」

「そりゃあ……」

　豊ほう満まんなバスト、と錦織は言いそうになったが、またセクハラだと言われそうなので止めておいた。

「やっぱ大人の女性っぽい、大人しい雰ふん囲い気きじゃないか？」

「そう、それっ！」

　ビシッと錦にしき織おりを指差す。

「だからこそ、六りく道どうは『夏休みデビュー』しようと思ったの」

「そこに話が戻るわけか」

「で。二学期になったらクラスの男子たちに言われるの。『あいつってあんなに大人っぽかったっけ？　オレ、アタックしようかな』。でも、気がついたら、時既に遅し。女の子は男の子より先に成長するの……」

　六道は祈いのるように両手を組んで、目をキラキラと輝かせた。

「で、目標はズバリ、あいふぉん。あの大人の女性の雰ふん囲い気きをラーニングできれば、六道だって人気者だよ」

「うん、がんばれ。オレも応援する。片かた手て間まに」

「片手間なの!?　全力でサポートを約束してよ！」

　階段を上り始めた錦織を、六道が唇くちびるを尖とがらせて追いかけた。



『生物資料室』と書かれた表札のついたドアの前に立つ。

「閣かつ下か、来てるかな？」

「そりゃ、いるだろ」

　錦織がドアノブに手を伸ばす。やはり鍵は開いている。

「うわっ」

「なんだ、この熱気！」

　ドアを開けると同時に、モワッとした熱ねつ気きが二人を襲おそった。

「なんだここ。いつも暑いが今日は一段と暑いぞ」

　部屋の中に進むと、さらに体の周りの温度が上がる。つきあたりの壁かべの窓は開いているにも拘かかわらず、ちっとも風が吹きこんでこない。

「たぶん基き地ちの方はもっと暑いな」

「こんな所で作戦会議なんてゼッタイ無理だよ」

　基地にいると思われる輝夜かぐやに聞こえないよう、ヒソヒソと会話する。

　基地の入口の扉をノックして開く。

「遅かったな」

　輝夜の声が聞こえる。

　その姿を目にした瞬間、

　バタン――。

　錦織は扉を閉じた。背せ中なかを扉に預けて六道の方を振り返る。

「なあ、六道。オレ、期末試験用の勉強で、頭がどうかなってしまったのかもしれない」

　真しん剣けんな顔で頭をコツコツと叩たたいた。

「どしたの？」

「オレの目には変な物が見えた。具体的に言うと、奇き妙みような格かつ好こうをした魔王が、椅い子すの上に立って腕を振り上げていた」

「うん。それなら六りく道どうにも見えたよ」

「具体的に説明するなら、その魔王が着ているのは水着だった」

「うんうん。水着だったよ」

「そうか、よかった。別に、オレの視し神しん経けいの調子が悪くなったわけじゃあないようだな。

……で、なんで水着なんだ？」

「なにか次の作戦と関係しているんじゃない？」

「どんな作戦だよ？」

「水着大作戦！」

「まんまじゃないか」

「そう言われても、分かんないよ。本人に聞いてみたら？」

「……そうだな」

　錦にしき織おりは振り返り、扉を恐る恐る開けた。

「わっ！」

　思わず悲鳴を上げた。輝夜かぐや真ま央おが開いた扉の目の前に立っていた。

　輝夜はやはり水着姿だった。地じ味みな紺無地じのワンピースなのかセパレートなのか分かりづらい微妙な形けい状じよう。発育のよい胸には色いろ気けを台だい無なしにするように、「１―Ａかぐや」と書かれた白い布が縫いつけられている。いわゆるスクール水着と呼ばれる水着だ。

「お前たち、なんで閉めたんだ」

　輝夜は不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、錦織と六道を順々に見た。

「いや、閣かつ下かこそ、なんでまたそんな格好を？」

「うん、これか？」

　水着の胸の辺りを摘つまんで見せた。

「いわゆる夏服だ」

「いや、いわゆるとか言われても水着を夏服とはフツー言わない」

「夏に着る服はみんな夏服だ」

「なんでオレの周りには大おお雑ざつ把ぱな性格の女が多いんだ？」

「相変わらずゴチャゴチャとうるさい奴だ。この夏服は夏場をこの基き地ちで過ごすために、必要不可欠な装備と考えて導入に踏みきったんだぞ」

　ブツブツ言いながら自席に戻っていく輝夜を追って、錦織も基地へ入っていく。

　予想はしていたが中はかなり暑い。温度がどうこう言う以前に、換かん気きが悪いので蒸している。天然サウナ状態だ。

「そのための水着か」

　理りには適かなっている。だが、普通しない。輝夜かぐやなら全ぜん裸らになりかねないから、それよりは幾分かましだ。

「でもなんでスクール水着？　それも学校指定の物と違うよね？　閣かつ下かの趣味？」

　輝夜が着ているのは、下半身と上半身がツーピース構造になっているにも拘かかわらず、上側の裾すそが意味不明に長いという古いタイプのものだ。

「このタイプの水着は最高だ。この胸から取り入れた水流を股こ間かん部に流すことで浮ふ力りよくを得られる」

「女の子が股間とか言うなよ」

「本当はスピード社の物がほしかったのだが、大人気で入手困難だった」

「この狭い部屋でなんの記録を出すつもりなんだ？」

「錦にしき織おりくんはこういう水着が好きだから幸せだよね。むしろ目の保養？」

「オレがいつそんなこと言ったんだよ。何時何分何秒！」

「なんでそんなに必死なの？　顔が赤いし。ハッ、もしかして図星、図星だったの？　だとしたらさすがの六りく道どうも、ちょっとひいちゃうかも」

「勝手に妄想して間違った結論出すなよ。顔が赤いのはこの部屋が暑いから！」

　錦織は机の上に散らばっていたフリップボードで自分をあおぎ始めた。既に六道はボタンを二つ外してはだけたブラウスをパタパタやっている。

「それで……、椅い子すの上で腕を振り上げていたのはどういう理由からだ？　バタフライのフォームの確認か？」

「惜おしいな。明日行う街頭演説の練習をしていたんだ。演えん壇だんに登ってやるからな」

「いや、あんま惜しくないだろ。ってか、街頭演説ってなに？　聞いてないよ――!?」

「さっき決めたことだからな」

「なんでそう、なんでもかんでも突然、ほいほいと決めちゃうんだよ」

「思い立ったが吉日というからな」

「閣下の場合、毎日吉日じゃないかって……、アチィ。ホントに暑いな、この部屋！」

「ホントにねえ」

「だらしないな、二人とも」

　自分の格かつ好こうの通つう気き性せいを見せつけるかのように、「１―Ａかぐや」と書かれた白い布の縫いつけられた胸を張ってみせた。

「それで……街頭演説ってなんだ？　どこでなにを演説するんだ？」

「街頭というぐらいだから、学校の外に決まっている。題目は『なぜ、今、新世界の構築が必要か』」

「それって、閣かつ下かが自己紹介の時に言ってた『大衆はコブタだ！』か？」

「それは本質ではないが、内容的にはそれだ」

「それを校外でやると？」

「うむ」

「……」

　錦にしき織おりは頭を抱えた。

「なぜそこで無言なのだ？　いいか、私の目標は『新世界の構築』。学校内で留とどまるレベルのことではない。言わばグローバルだ。学校内だけで持論を展開していても埒らちがあかない」

「それはそうかもしれないが……」

「夏休みは活動を拡大する絶好の機会だ。街頭演説により賛さん同どう者しやを増やし、一気に勢力を増す。それが私の狙ねらいだ！」

　輝夜かぐやは椅い子すの上に上ると、キュッと桃もも色いろの唇くちびるを閉じて拳こぶしを握りしめた。本人はちょっとカッコつけたつもりらしいが、スクール水着のせいでむしろシュールな絵になっている。

「それで、校外のどこでするつもりなんだ？」

「それはまだ決めていない。これから決めようと思うのだ」

「ハイハイッ！　六りく道どうにアイディアあり！」

　ハイテンションで挙きよ手しゆした。

「その積極的に会議に参加する態度、実に素晴らしい。お前も見習えハラグロ！」

「エヘヘ――。演説の場所はプールがいいと思います」

「プール!?」

　錦織はガタッとこけそうになった。

「プールで演説……斬ざん新しんだ。して、そのこころは？」

　輝夜が期待するように目を輝かせていた。

「夏といえばプールでしょ！　海もいいけどしょっぱいしね」

「なんで選せん択たく肢しがその二つに限定されてんだ？」

「なるほど。つまり人が集まりやすい……ということだな」

　顎あごに手を当てて勝手に拡かく大だい解かい釈しやくしている。

「いや、ちょっと。なにマジで考えてるの？　プールで演説って普通ありえないから！」

　慌あわててツッコミを入れたが、輝夜は聞こえていないかのように真しん剣けんに考えている。

「六道もなんでプールでやりたいなんて言うんだよ！」

「実は六道も、夏休み前に新しい水着を買ったのです。黄色いヤツ」

「膨ぼう張ちよう色しよくだな。ってか、プールか海かって、そういう個人的な理由かよ！」

「確かにプールなら夏服が利用可能な上、人目にもつく。これ以上の条件はない……」

　輝夜かぐやはブツブツ言いながらしきりに頷うなずいていた。

「よしっ、決定だ。演説はプールで行う」

「わ――――――」

　六りく道どうがパチパチと手を叩たたいて歓かん声せいを上げる。

「なんだよ、このスピード決裁。もうちょっと議論しようぜ。どこの世界にプールで演説する人間がいんだよ！」

　錦にしき織おりは頭を抱えてテーブルに突っ伏した。

「じゃあ、明日、〇九〇〇に駅前の市民プールに集合！」

「ラジャ――！」

　ビシッと六道は敬けい礼れいポーズ。

「なあ輝夜……じゃない閣かつ下か。ダメもとで言ってもいいか」

　伏せたまま錦織は挙きよ手しゆした。

「人に物を言う時でも常に自分に自信を持って行うべきだ、と祖そ母ぼはよく言っている」

「ここにもばっちゃ登場かよ。でも分かった。じゃあ、自信を持って言う。……その演説、オレは欠席してもいいよな？」

　キッ。輝夜と六道が二人揃そろって錦織を睨にらみつけた。

「お前、参さん謀ぼうの癖くせに王の演説に参加しないつもりか？」

「子供から大人の女に成せい熟じゆくしようとしている六道の水着姿、見たくないの!?」

「ダメもとで問題なかったじゃないか。ってか、同時に喋しやべんな」

「作戦は全員参加が原げん則そくだ。参謀がいなくて演説ができるか！」

「いてもいなくても持論を展開するだけだろうが！」

　額に指を当てて首を振る。

「なんでそんなにプールを嫌がるの？　まさか金かな槌づち？　それとも肉体美になにかコンプレックス？　隠かくれメタボ？」

「なわけがない。水泳は“〝高たか尾お山さんのトビウオ”〟と呼ばれたくらい得意だし、肉体だって普通にスレンダー」

「じゃあなんで？」

「輝夜が……じゃない。閣下がプールサイドで、それもスクール水着でフリップボードを掲かかげて電波たっぷりの演説をすんだぞ。一緒にいたいか？」

「電波ではない！　真理だ！」

　輝夜はムスッと唇くちびるを尖とがらせた。

「とにかく欠席は認めない。各自、日射病にならないよう水分補給を怠おこたるな。以上だ」

　輝夜はこれ以上のクレームは受け付けないとでも言う風に、手をパタパタと振った。

「うぐぐぐ……」

「大丈夫だよ。六りく道どうたちはプールを楽しんでいればいいよ」

　六道が錦にしき織おりの背せ中なかをさすって慰なぐさめる。

「六道のその楽観的な思考には見習うべきところがある……」

「そこっ！　まだ会議中だぞ。私語は慎め」

　輝夜かぐやの叱しつ咤たが飛んできたので、六道はそそくさと離れた。

「では演説の話題はひとまず置いておいて……、次に一向にハラグロが進めようとしない、異能力に代わる『新世界構築に必要な力』の策さく定ていについてだが……」

　椅い子すの上の輝夜が怖こわい目をした。

　錦織は慌あわてて咳せき払ばらいをしながら視線をそらすと、「ふう」とため息をついた。

　今年の夏休みは暑く、長いものになりそうな気がした。



    

  
    
      


２　輝夜の弱点





「いい天気だな」

　錦織は呟つぶやいた。

　燃えるような太陽。入道雲がかかった群ぐん青じようの空。絵に描いたような夏の景色が、ゴーグル越しの視界に広がっていた。

　ワ――、キャ――という子供たちの嬌きよう声せい。飛び散る水みず飛沫しぶき。

「プールも時にはいいもんだな……」

　再びボソッと呟く。

　駅前にある市民プールの中に作られた一周百メートルくらいの『流れるプール』。そこに浮かべた浮き輪に腰こしを下ろし、錦織はまったりと空を見上げていた。

　膝ひざ丈たけの黒い海パンにゴーグル。ゴーグルはもしもの時の変装用に持ってきたものだ。

　プカプカ流れていた浮き輪が突然、軽い衝しよう撃げきと同時に止まった。何か障害物に当たったらしい。錦織はゴーグルをずらして顔を上げた。

「ジャジャ―――ン！」

　六りく道どうがプールサイドからプールに足を入れて浮き輪を止めていた。

「どう？」

　黄色いセパレートの水着を誇こ示じするようにポーズを決める。錦にしき織おりからは位置的にローアングルから見上げる形だ。

　錦織がまたゴーグルを装着する。

「じゃっ、また」

　軽く手を上げて、プールサイドを蹴けって浮き輪を出航させた。

「ノーリアクション!?」

　六道は追いかけてくると、今度は浮き輪の隙すき間まに片足を突っこんで強制停止させた。結構、顔が必死だ。

「もっと感想を！　六道、セパレートの水着を買ったの初めてなんだから！」

「あのな……」

　錦織はゴーグルのまま横を向く。

「なんで女性用水着にセパレートがあるのか知ってるか？」

「ふにゃ？」

「クビレ！　クビレを強調するために上と下の間が開いてんの！」

「六道だって見ようによっては微妙にクビレてるよ。ほらっ」

「六道……。お腹なかを無理にひっこませても腰こしはクビレない」

「うるしゃい！　錦織くんのバカアッ！　錦織くんなんて、錦織くんなんて……こうしてやる！」

「うわっ！　何をする――」

　プールに飛びこんだ六道が、バタバタと動く錦織の足を持って浮き輪を転てん覆ぷくさせようとする。

　――と。

「お前たち、いつまで遊んでるんだ」

　三十度近い大気が一瞬で凍こおりついた。錦織と六道はピタリと動きを止めて、プールサイドを見る。

　眉まゆ根ねを寄せた輝夜かぐやが立っていた。昨日とは違うスクール水着の上に、大きめの白いＴシャツを着ている。シャツの裾すそからのびるスラリと長い脚が学校で見た時よりも眩まぶしい。

（閣かつ下かは……クビレているかな？）

（さあ。たぶん……）

　錦織と六道は囁ささやきあう。

「さあ行くぞ。演説するのに適した場所を見つけたんだ」

　輝夜かぐやはプールサイドを歩いていく。右手に持つ大きなプールバッグの中には、学校から借りて（パクって）きた電池式の拡声器とフリップボードが入っている。

　錦にしき織おりと六りく道どうは顔を見合わせると、水から上がって輝夜を追いかけた。

　輝夜が向かったのは五十メートルプールだった。

　泳いでいるのは大半が子供。それに中学生から大学生ぐらいのカップルや付き添いの大人が加わる感じだ。全員、八つあるレーンを完全に無視して縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎまわっている。隅っこでは小学生くらいの男の子たちがビーチボールとビート板で野球をしていた。

「ここでやんのか？」

「うむ」

「なんだか若じやく年ねん層そうが多いようだが」

「新時代の担い手である彼らにも聞いてもらいたい」

「そうか。閣かつ下かがそう言うならそれでいい」

　錦織としても、大人や同年代の学生が少ない方がいくらか気楽だ。

　輝夜は拡声器とフリップボードの束を持ってプールの端へ歩いて行った。小さくジャンプして飛びこみ台の上に上る。

　バシャバシャ――。キャッキャッ――。

　プールからは子供たちの声と水の音が絶え間なく聞こえている。誰だれも輝夜の存在に気がついていない。

（いよいよ始まる……。輝夜が初めて学校外でやる演説が……）

　錦織はゴクリと固かた唾ずを呑のんだ。理由はよく分からないが妙みように緊きん張ちようしていた。横ではやはり意味不明だが、六道が両手を組んで祈いのるような格かつ好こうをしていた。

　輝夜が髪かみをサラリと揺ゆらして格好をつけると拡声器を口元に持っていった。

　スッと胸に息を吸いこむ。そして……。

　紫し苑おん高こう校こう一年Ａ組で語り草にもなっている、あのフレーズを吐いた。



「諸君！　大衆はコブタだ――!!」



　五十メートルプールにうねりのような大音量の声が木こ霊だました。

（ああ、もう見てられん！）

　錦織は羞しゆう恥ち心に耐えられなくなって目を瞑つむる。唖あ然ぜんとした子供たちの顔が瞼まぶたの裏側に浮かぶようだ。

　だが――。

　バシャバシャ――。キャッキャッ――。

　プールからは相変わらず嬌きよう声せいと水の音がしていた。

「？？」

　目を開ける。

　水中かくれんぼをしたり、ビーチボールをビート板で叩たたきつけたりしている子供たち、シンクロごっこの中学生、水を掛け合うカップル……。みんなそれぞれに夏のプールをエンジョイし続けていた。

「誰だれも閣かつ下かの演説に気がついてないね……」

「ああ……」

　錦にしき織おりは輝夜かぐやの背せ中なかに視線を向ける。フリップボードを指し棒で指しながら熱っぽくなにかを語っている姿が、賑やかなプールとは別の世界にいるかのように見えた。

「なんなんだ。目立たなくて嬉うれしいはずなのに、胸に広がっていくこの、妙みように空しい気持ちは！」

　錦織は胸を押さえた。

「分かる！　六りく道どうにも分かるよ、その気持ち！」

「六道！　オレたちも向こうの世界に行くんだ。近くにいれば輝夜も文句はないだろ」

「賛成！」

　二人は指を繋ぐと、目の中に星を輝かせながらプールサイドを駆け抜け、そのまま水に飛びこんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「今こそ真に知性を持つ人間が王となり、世界を光ある方向へ導いていかねばならない。それはすなわち――」

　輝夜かぐやの演説は続いていた。そろそろ始めて二十分が経過しようとしていたが、拡声器を通した声は全く衰えを感じさせない。

「閣かつ下か、がんばるね」

「そうだな。さすがオレたちの閣下だ」

　微笑ほほえむ六りく道どうに錦にしき織おりは爽さわやかな顔で頷うなずく。感心するような台詞せりふとは裏うら腹はらに、二人とも演説の場所からやや離れた、プールの隅っこで他人のふりをしていた。

「にしても、あんだけ大きな声を出しているのに、なんで誰だれも気がつかないんだ？」

　監視員の拡声器でなにか注意をしてるくらいにしか、思われていないのだろうか。

「いや待って！　聴いている人もいるよ！」

　六道が指差した。

　輝夜が立つ飛びこみ台の前の水中に、小さな人の輪ができていた。

「ってか、お子様じゃないか」

　小学校低学年くらいの子供たちが、爛らん々らんと目を輝かせながら輝夜が掲かかげたフリップボードを見上げている。

「でもなんでお子様が閣下の演説を。子供が喜ぶようなキーワードなんて、コブタしかないじゃないか。……ハッ、まさか」

「「紙芝居!?」」

　二人の声が重なる。子供たちは輝夜のフリップボードを紙芝居と誤解しているのだ。

「まさか、フリップボードにそんな効果があったとは……」

「あのお、ゴメン」

　錦織が腕を組んで唸うなっていると、プールサイドから声をかけられた。スタッフの腕わん章しようをつけた水着姿の女性が立っていた。

「あそこで話している女の子、あなたたちの知り合いだよね？」

　錦織は思わず「いいえ。赤の他人です」と答えそうになったが止めた。

「あんな風に飛びこみ台を占拠するのはルール違い反はんから、止めるよう言ってくれないかな？　私から注意した方がいいんだけど、なんだか話しかけづらくて」

「す、すみません」

「じゃあ、お願いね」

　監視員の女性はニッコリ笑って去っていく。

「話しかけづらいのはオレたちも一緒なんだけどな……」

「だよねえ」

　二人は水から上がって、輝夜の立つ飛びこみ台へ向かう。

「閣かつ下か……」

「なんだ？　今、いいところなのに」

　六りく道どうが後ろから背せ中なかをツンツンすると、輝夜かぐやは演説を中断して振り返った。

「演説中止だ。監視員から抗こう議ぎがあった。ルール違い反はんだそうだ」

「学校では校則、外ではルール……。お前は既存の価値観の奴ど隷れいか!?」

「このまま続けていたら警備員を呼ばれて、最悪、警察の厄介になることに……」

「警察が怖こわくて新世界の構築ができるか！　逃げたければお前たち二人だけ逃げればよい。私はここに残る。私の演説を聴いてくれる支持者のためにも！」

「お姉ちゃん、続きまだあ」

　プールの中の子供たちから催さい促そくの声があがっていた。

「支持者といっても子供じゃないか。それによく見てみろ。プールのほとんどの人間は、お前の演説に気がついてもいないんだぞ！」

「なにっ!?」

　輝夜はハッとしたように、プール全体を見渡した。

　愕がく然ぜんとした表情。

　バシャバシャ――。キャッキャッ――。とめどなく聞こえる嬌きよう声せいと水音。演説とは無関係に流れる時間。

　輝夜の体が戦慄わななき、首から額まで全すべてが怒りで真っ赤になった。

「不ふ愉ゆ快かいだっ！」

　プクーと頬ほおを膨らませて台から飛び降りる。

「お姉ちゃん。早く続きを見せろよ――」

「そうだそうだー」

　プール側のやや態度の悪いお子様たちから、クレームが飛んできた。

　輝夜の目がギラッと光る。

「黙れっ！　お前たち小童こわつぱどもの為ために喋しやべっていたわけではないっ！　去れ！」

　大声で怒鳴ると、追い払うように腕をブンと振り回した。髪かみが大きく揺ゆれる。

「ひえっ」

「逃げろ――」

　お子様たちは恐怖に顔を引ひき攣つらせると、蜘蛛の子を散らすように逃げていった。中には泣きそうになっていた子もいた。

「あーあ、可哀かわい想そうに。支持者じゃなかったのかよ」

　責めるような目をする錦にしき織おりに輝夜は「フン」と鼻を鳴らす。ただ同時に、少し落ちこんだように唇くちびるを噛かみしめていた。

「今日の演説は終わりだ」

　短くそう言うと、さっさとフリップボードと拡声器をバッグに入れて、更衣室へ向かって歩き出した。





　プールを出て駅へ向かう間も輝夜かぐやは不満そうに頬ほおを膨らませていた。一言も喋しやべらないまま、若干肩かたを落として市民公園の並木の道を歩いていく。

「ねえねえ。なんで閣かつ下か、ブルーになっちゃったの？」

「演説を誰だれも聞いてなかったのがショックだったんだろ」

　輝夜の後方で錦にしき織おりと六りく道どうは囁ささやきあう。

「慰なぐさめた方がいいんじゃない？」

「そうだな。爆発したら被害に遭うのはオレたちだからな」

　二人は駆けていくと輝夜の横に並んだ。

「閣下。街頭演説は中止として、今日はこれからどうするつもり？」

「うむ。どうするかな」

　返事もどこか元気がない。

「予定がないなら、みんなで映画に行くのは？」

「映画？」

「うん。駅横のデパートにシネコンが入ってるんだよ。……ほら、あれっ！」

　市民公園を抜け、駅前の交差点に出たところで六道が指差した。

　デパートの壁かべに設置された百インチ液晶モニター。映画の予告編がエンドレスで流されている。

「う――む。映画かあ」

　輝夜は立ち止まって気乗りしない顔をしている。

　と、その時。

　ズバズババ――――――――ン。

　大きなサウンドエフェクトがモニター横の巨大スピーカーから流れ始め、画面いっぱいに派手な映像が映し出された。

　すぐに錦織にはなんの映画か分かる。

　つい最近、封切りになったばかりのハリウッド映画で、タイトルは『聖せい剣けん物語』。原作は英国かどこかのファンタジーの古典で、総制作費が三百億円とかいう超弩ど級映画だ。

　トレーラー映像は、冒頭、モニターに現実と見み紛まごうほどのリアルなＣＧのドラゴンが映った後、主人公の王子が岩に刺さった聖剣を抜こうとしているシーンに切り替わる。何度となくテレビでも流れた、この映画の中で最初の山場のシーンだ。

　聖剣は王子に問う。

『お前は真の世界の王か？』

　ふと……、輝夜かぐやが映像に見入っていることに気がついた。ちょっと前までの落ちこんだ様子はどこかに消え去って、興こう奮ふんするように瞳ひとみを輝かせていた。

　嫌な予感。真夏だというのに、背せ中なかがスーッと冷たくなった。

「ハラグロ……」

「お、おう」

「あの映画はどういった内容だ？」

「ええっと……」

　正直に話すのが躊躇ためらわれた。

　六りく道どうが横から割りこんできた。

「あ、閣かつ下か、あの映画を観たくなった？　六道、詳しいよ。原作、持っているから」

「観たいわけではないが、内容には興味がある」

　ツンツンと、錦にしき織おりは六道のわき腹ばらを人差し指で突いた。

　その指を六道がパチンと叩たたく。

「錦織くん、めっ。おいたは駄だ目めでしょっ。六道はくすぐりに弱いんだから」

（アホかっ！　何がめっ、だ。気づけよ）

　あんまり詳しく話すな、と必死でアイコンタクトを送るが、気づかれなかった。

「一言で説明すると、ヒロイックファンタジーかな。国を失った王子が、世界を支配できる力を持つという聖せい剣けんを手に入れることで国を再興させる。そんなストーリー」

「聖剣……。世界を支配できる力……」

　輝夜は爪を噛かんでブツブツと何か言った後、



「それだあっ！！！！！！！！！！」



　腹はらから響くような大声で叫んだ。錦織は額を指で押さえて首を振った。

「それなのだ。私が求めていた希望のサムシングは」

　目をギラギラと輝かせ、体を震わせていた。

「希望のサムシング……って、なーにが？」

「今の会話の流れでホントに分かんなかったか？　オレには分かったぞ」

「だからなに？」

「つまり異能力に代わる、新たな作戦のキーワードってことだろ？　閣下」

　錦織がコメカミを指で掻かきながら輝夜を見る。

「そうだ。さすが参さん謀ぼう、察しがいい」

「もしかしてそのキーワードというのは……」

　六りく道どうがやっと気がついたように、ハッと息を呑のんだ。

　輝夜かぐやがニヤッと笑った。

「聖せい剣けんだ」

　錦にしき織おりは急に脱力し、へなへな――、その場に座りこむ。

　予想通りの展開。逆に予想通り過ぎて、疲労感に襲おそわれたのだ。座ったままジト目で六道の顔を見上げる。

（お前が入れ知恵をしたせいで、こんなことに……）

　六道は自分のせいじゃないと、パタパタと顔の前で手を振る。錦織はチッと舌打ちして立ち上がり、輝夜を改めて見た。

「しかし、閣かつ下か。実際のところ、聖剣をどうやって使うつもりだ？」

「どうやってもこうやってもない。聖剣を発見して、我が物にする」

「発見するって、おまっ、現存するのかよ！　聖剣」

「ある。それも、わりと沢山な」

「なにを根拠にそんなことを言っているんだ？」

「持つだけで世界を支配することができる武器……。古こ今こん東とう西ざいその手の伝説は極めて多い」

「あのな。もし伝説が全部ホントだったら、世界秩序はとっくに崩壊しているぞ」

「もちろん剣の形をしているとは限らない。もしかしたら槍やりの形をしているかもしれないし、野球のバットのような形をしている可能性もある」

「時には人の意見にも耳を傾けようぜ！」

　錦織はブンブンと首を振った。

「異能力者の作戦の時だって、似たようなことを言っていたが、結局、失敗に終わったじゃないか」

「異能力者と聖剣では根本的に違う」

「なにがどう違うんだよ。オレには名前が変わっただけにしか思えない」

「いいか、異能力者は仲間にして、その力を利用しない限り新世界の王になることは叶わない手段だ。一方、聖剣は持つだけで新世界の王になれるという剣だ。つまり聖剣を見つけること自体がゴール。この差は大きいぞ。ナイアガラと華け厳ごんの滝たきぐらい違う」

「そうか？」

　錦織は眉間に皺しわを寄せる。

「とにかく、これは決定事項だ。今日から『〇一八号作戦・通称聖剣作戦』を発動する。それに伴ともない『緊急・新世界構築会議』を開く。錦織はすぐに関係各省に連絡！」

「というか全員、この場に揃そろっているけどな」

「会議は本日一三〇〇より基き地ちにて開始する。会議の目的は獲かく得とくを目指す聖剣の決定、具体的な入手方法の検討だ。ハラグロはそれまでに聖剣関連の資料を揃えておくように」

「というか、オレと六りく道どうは午後から部活だから参加できないぞ」

「なにっ？」

「そんな怖こわい目で見るなよ。仕方ないだろう？　大会が近いんだから!!」

「ぐぐぐぐ。『聖せい剣けん作戦』だって、大事な局面なんだぞ」

　輝夜かぐやは地じ団だん駄だを踏んだ。

「部活は何時まであるんだ？」

「片付けが終わると、午後の七時ぐらいにはなってるんじゃないかなあ」

「まっ、それぐらいまではやるだろうな」

「むう」

　唇くちびるをタコのように尖とがらせる。

「明日からじゃダメ、閣かつ下か？」

「ダメだ。こういうのはスタートが肝心だからな」

「だったら夜するのは？　六道、八時以降なら時間、空いてるよ。夜ならきっと涼しいし、バッチリだよ」

　錦にしき織おりが口をモゴモゴ動かした。

「あ、錦織くんが何か言いたそうな顔をしてるし」

「特別な事情がない限り、八時以降、学校に残っているのは校則違い反はんだ」

「夏休み中だし、見つかりっこないよ」

「いや、そういう問題ではなくてだな……」

「六道、一度、夜の学校に忍びこんでみたかったんだよね。どう、閣下？」

「う――――む、夜か」

　輝夜はいまいち乗り気でない、という顔をしていた。

　錦織は「おや？」と思う。輝夜なら、すぐに賛成する気がしたからだ。

「ほら、ボスも悩んでいるぜ。今夜はなしで、明日からでいいんじゃないか？」

「いや、ちょっと待て。う―――む」

　なにかよく分からない葛かつ藤とうが輝夜の頭の中で生じているようだ。

　やや時間がたった後、

「分かった。今晩、やる」

　輝夜は意を決した様子で頷うなずいた。

「無理にしなくてもいいとオレは思うぞ」

「いや、これ以上の遅ち延えんは一日でもしたくないのだ」

「さよか。閣下がそう言うなら、まあそれでいいぜ」

　錦織は肩かたをすくめた。本音は校則違反のリスクを避けたいところだが、輝夜が一度何かを決めたら、何を言っても心変わりはしないので諦めた。

「では、今晩、二ふた○まる○まる○まる時じに校門前に集合」

「うん、いいんじゃない。それなら一度、家に帰れるし」

「おう。オレも異存はない」

「うむ」

　頷うなずきつつ、輝夜かぐやは急に眉まゆ根ねを寄せた。どこか不安そうな瞳ひとみを二人に向ける。

「ん？　閣かつ下か、どうかしたのか？」

「いや、その、……ハラグロ。絶対に遅ち刻こくはするなよ」

「えっ？　ああ。八時ならたぶん大丈夫だろう」

「たぶんじゃダメだ。絶対だぞ」

　輝夜は必死な目つきで錦にしき織おりを睨にらみつける。

「お、おう」

「サイクロンもだ」

「うん。こっちも大丈夫だけど、閣下、なんでそんなに必死なの？」

「べ、別に必死であるわけじゃないぞ。た、ただ、時間に正確であることは社会人にとって一番大事なことであると、言いたかっただけだ」

　頬ほおを少し赤らめて、明らかに動どう揺ようした様子で輝夜は首を振った。



　　　　☆



「やっべ。このままじゃ遅刻だ」

　夜の帳とばりに包まれた道路を錦織は猛ダッシュで駆けぬける。腕時計の針は今からウサイン・ボルト並みの速さで走っても、約束の時間に間に合わないことを示していた。

「くっそ――。ぜんぜん余よ裕ゆうだったはずなのに！」

　遅い時間に家を出て行くことに錦織家の女性陣が興味を示し、特に妹が「女でしょ。あの女の所に行くのね」と意味不明なことを言って、なかなか解放しなかったのだ。ちなみに錦織家の人間は、誰だれも輝夜の存在を知らない。

「遅刻したら大ペナルティをくらいそうだな」

　錦織は走る速度を上げた。



　ハロゲン電球で控ひかえめにライトアップされた紫し苑おん高こう校こうの校門が見えてきた。

　前の道路には人ひと気けがない。

「ハ――、ハ――。なーんだ、一番乗りか」

　半開きになった校門の隙すき間まから校舎に目をやる。真っ暗な中に明かりのついた教室があった。許可を得た生徒会か一部の文化系サークルの生徒がまだ残っているようだ。

「遅いぞ、ハラグロッ!!」

「えっ？　閣かつ下か？」

　どこからか飛んできた輝夜かぐやの声に、錦にしき織おりはキョロキョロした。

　片側一車線の道路を挟んで反対側の街灯の真下に輝夜はいた。スポットライトのように照てらされた、明るい光輪の中央に立っている。ジーパンとキャミソールの上に薄いパーカーをひっかけていた。

「もう、来てたんだ」

　錦織が駆け寄ると、輝夜はムスッと横を向いた。

「あれだけ遅ち刻こくするなと言ったのに。臣しん下かとしての意識が低いんじゃないのか？　何分も一人で待たされて、こわ……」

「えっ？」

「い、いや、なんでもない。仮にも女である私をこんな暗い場所で待たせるのは、危険だと言いたいのだ」

「危険？　それは間違って閣下に近づいた人間の命のことか？」

「違う！　危ないのは私に決まっているだろう？」

　輝夜は胸を押さえる。

「だって暗くら闇やみは物ものの怪けが棲すむ世界なんだからな！」

「物の怪？」

　錦織は怪け訝げんな顔をする。

「閣下、もしかしてお化けが実在していると思っていないよな？」

「もちろん信じていない」

「そうか。だったらいい。異能力者とか聖せい剣けんと同じように、信じているのかと焦あせったぜ」

「バカだな。実在するわけがないだろう。物の怪は我々の心の中にいるのだからな」

「……へっ？」

「物の怪は人間たちが、闇やみや風で揺ゆれる柳に対して抱いだく恐怖心が具現化する存在だ。だから実在するものではない」

「なるほど……。閣下の中ではそういう設定なわけだな」

「設定じゃない、歴れき然ぜんとした事実だ。こういう暗い場所が余計な恐怖心を生み出してしまうために、物の怪が現れやすい。だから危険なのだ」

　輝夜は不安そうに語った。

（なるほど、そういうことか）

　錦織は輝夜が最初、夜に集まることに反対した理由が分かった気がした。輝夜は夜とか暗闇がちょっと苦手らしい。

「それよりも、サイクロンは何をしている。夕飯の食べ過ぎで遅れているのか？」

「いや、飯のことまで分からんけどさ」

　メールでも送ろうかと錦にしき織おりが取り出した携けい帯たい電でん話わに、丁度タイミングよくその六りく道どうからのメールが入った。

〈神じん社じやの脱出に失敗。結構遅れます。テヘッ。ＰＳ・夜に閣かつ下かと二人っきりだからって、変なことしちゃ駄だ目めだよ〉

（……）

　速攻で画面を消す。

「六道、なんか遅れるって」

「サイクロンまで遅ち刻こくか」

「なんだか長くなりそうだぜ。先に行って基き地ちで待っていようぜ」

「う、う――ん」

　輝夜かぐやは少し困ったような表情になる。

「閣下？」

「六道を待つことはできないのか？」

「ずっとここで待ってるのも、不ふ審しんに思われるぜ」

「そうだな。じゃあ、基地で待った方がよいか……」

　と言いつつ、錦織が歩き出しても、輝夜は街灯の下に佇んだままだ。

「閣下？」

「うるさい。今、いく」

　錦織が不ふ思し議ぎそうな顔で振り返ると、輝夜は肩かた肘ひじを張って妙みように気合を入れた様子でようやく歩き出した。



　薄暗い前庭を横切って、下げ駄た箱ばこのある生徒用出入り口から校舎に入る。

　いつもより広く感じる玄関ホール。毎日来ているにも拘かかわらず夜になっただけで印いん象しようが大きく違う。錦織は非常灯の緑の光を頼りに、上うわ履ばきに履き替えた。

　廊下で輝夜を待っていた、いつまでたってもやってこない。

「閣下、見えないんなら携帯の明かりで照てらすといいぞ」

「お、おう」

　不安そうな声が戻ってくる。

　仕方なく女子の下駄箱の方へ行くと、上履きに履き替えた輝夜がしゃがんだまま固まっていた。

「おい、どうしたんだ？　調子が悪いのか？」

「いや、なんでもない。いくぞ」

　錦にしき織おりが近くまで行くと、ようやく立ち上がった。

　肩かたが触れ合うぐらい接近した状態で廊下を進む。避ひ難なん経けい路ろを示す緑の灯りの他ほか、何も光源がない。外からは人の存在を確認できたが、中に入ってしまうと人ひと気けがまったくない。

「なんか、小学生の時やっていた肝きも試だめしを思い出すな」

「う、うむ」

　その時、カチンッと、廊下の前方で物音がした。

「ワッ」

　可愛かわいい声を上げて、輝夜かぐやが錦織の腕にしがみついた。

　錦織はドキリとする。輝夜の胸が錦織の腕に押しつけられていた。

「か、閣かつ下か？」

　上ずった声を上げて、大接近した輝夜の顔を見る。

　輝夜はハッとしたような顔をして離れた。

「もしかして、閣下、暗くら闇やみ。そ――と――苦手？　ちょっとやそっとじゃなく？」

「な、わけがないだろう。新世界の王になろうかという者が、暗闇が嫌きらいなど、そんなことがあるわけがないだろう？」

　強がるが、頬ほおがピクピクと引ひき攣つっていた。

「やっぱ、嫌いなのはお化けのせいか？」

「だから怖こわくないと言っているじゃないか」

「閣下の意外な弱点を発見したなあ」

「くどい！　私は決して暗闇が苦手じゃないぞ」

「じゃあ、オレの前を一人で歩いて、基き地ちまで行ける？」

「と、当然だ」

　輝夜は胸を張ると、ドシドシと歩き出した。錦織はその後ろからついていく。

　輝夜は最初は花道を歩く力士のように堂々とした歩き方をしていたが、すぐに速度が落ちてきて、階段を上り始める頃にはおそるおそる、手て摺すりを持って一歩ずつ上るくらいにまでなっていた。

（まさかここまで、暗いのが苦手だなんてな）

　輝夜の背後をついていきながら、錦織は冷れい静せいに『エア手帳』に書いていた。

　叫んだ声が耳に残っている。

（閣下があんな可愛い声を出すなんて）

　一緒にムニュッとした胸の感触までリフレインし始める。

（もう一度、ないかな）

　あの輝夜がしがみついてきたという事実だけで、錦織はなんとなく胸が高たか鳴なった。普段、電波発言を繰り返す強気な性格なのに、時々、女の子っぽさを見せるのが、無性に可愛いような……。

（やばいっ。これじゃあ、オレは魔王のことが好きみたいじゃないか）

　錦にしき織おりは胸を押さえて小さく深しん呼こ吸きゆうする。

（もとはと言えば、オレは魔王に脅されて、一緒に新世界構築ごっこを始めたわけで、好きでやってるわけじゃないんだからな。色々あったが、基本的には魔王はオレの敵だ）

　自分に言い聞かせて落ち着かせようとする。

　だが、もう一度、怖こわがる輝夜かぐやを見てみたい、という気持ちは抑えられそうにない。

（もしかしたら次は、腕だけじゃなくて全身を抱きしめられたりして？）

　輝夜の後ろ姿を見ながら、錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

（……ちょっと怖がらせてみようかな）

　悪い考えが浮かぶ。

（これは復ふく讐しゆうだ。いつも魔王に酷ひどい目に遭わされていることへの、エスプリの効いた復讐だ）

　自分にそう言い訳。本当は下心が八割。

　錦織は階段を上るのを止めて、二階の壁かべの陰かげに隠かくれた。

　端から顔だけ出して、輝夜を見送る。

「ほ、ほら大丈夫だろう？　新世界の王を目指す私が、暗くら闇やみが怖いなど、そんなこと、あるわけがないじゃないか」

　輝夜が少し震える声でそんなことを言っていた。

「？」

　返事がないことを不ふ思し議ぎに思ったか、階段の途中で立ち止まって後ろを振り返る。

　誰だれもいないことに気がつく。月光に照てらされた輝夜の顔にサッと恐怖の影が走る。

「ハラ……グロ？」

　不安そうな声。

（ちょっと可哀かわい想そうかな？）

　陰から見ていた錦織の頭にそんな気持ちが浮かぶ。

　出て行こうかなとも考えたが、日ごろ、もっと酷い目に遭わされていると、自分に言い聞かせて我が慢まんする。

　輝夜はちぢこまって階段を下り始める。

　いつもの気の強そうな顔はどこにもない。頼りなさそうな表情が顔いっぱいに広がっている。ちょっと泣きそうな感じだった。

　錦織は静かに手提げ鞄かばんの中身を出して下に置く。鞄を頭の上からかぶる。

　輝夜が二階まで下りて来たタイミングを見計らって陰から飛び出した。両手を上げた格かつ好こうで、輝夜の前に立ち塞ふさがる。

「puhpuhoih@oiho@aaouhojoijoijiohoh@@oifa!」

　言葉にならない悲鳴。恐怖で長い髪かみが全部、逆立ったかのようだった。

　回れ右すると、一目散に二階の廊下を走り出した。

　錦にしき織おりもそれを追いかける。

「うらめしや――」

「!oahohaoio:?？！?？？？？？？？？！！！！！！！」

　意味不明な悲鳴を上げながら廊下を走る輝夜かぐやを、ゾンビのように両手を伸ばした錦織が追いかける。

　廊下を走り抜けて突き当たりの壁かべまで行く。輝夜は振り返り、壁に背せ中なかを預けたままペタンと座りこんでしまった。

「うわ―――――――――――！！！」

　泣きそうな声で叫ぶと、体を震わせながら錦織に伸ばした手で十字や卍まんじを切ったりした。

　これ以上は可哀かわい想そうだなと思い、錦織は頭から鞄かばんを取る。

「いや、閣かつ下か。オレだよ、オレ」

「れっ？」

　輝夜が目をゆっくり開ける。

　錦織の姿を確認し、安あん堵どの表情が顔に広がる。

「脅かして悪かった。でも、もう安心だ」

　錦織は両手を広げた。

（ハラグロ、怖こわかったのだぞ～！）

　と、輝夜が抱きついてくる展開を期待していた。

　そうはならなかった。

　というか、冷れい静せいに考えてそんなことにはなりそうもないのだ。下心が錦織の正常な判断を狂わせた。

「ハラグロ」

　地獄の底から聞こえてくるような低い声と一緒に、輝夜が立ち上がる。

　目に涙を浮かべたまま、真っ赤にした顔をプルプル震わせている。ただし恐怖で震えているわけではない。強い怒りでである。

　眉まゆが鋭角につり上がり、目が三角になっていた。

　それでようやく錦織も自分の過ちを知る。

「いや、あのさっ。そこまで怒おこることないよな」

「ハラグロ」

「いや、だって、閣下、暗くら闇やみとか怖くないって言うから。ってか、その指し棒なに？　どこから出てきたの!?」

　いつの間にか輝夜かぐやの手に指し棒が握られていた。それも左右、両手に握られている。

「両刀使いをマスター!?」

「ハラグロ!!」

　輝夜は大ボリュームで怒鳴ると、指し棒で錦にしき織おりの両りよう頬ほおをペチペチと叩たたき始めた。

「この根暗！　ムッツリ！　役に立たない癖くせに口だけは一人前！」

「ゲハアッ」

　錦織が喉のどを押さえて苦しみ始める。

　輝夜は指し棒を動かす速度を変えない。むしろより激しく、スピーディに叩いた。

「炭たん酸さんの抜けたコーラより価値がない！」

「グハッ、ちょっ、おい、ほんと、苦しい」

　喉のどを掻かきむしりながら、床に倒れこんだ。

　輝夜は倒れた錦織に馬乗りになった。侮ぶ蔑べつの篭こもった目で錦織を見下ろし、頬をペチペチと叩き続ける。

「閣かつ下か、オレが悪かった。もうやめて、許して……」

「いいや、許さない。今日はとことんまでやってやる（ペチペチペチ）」

「いや、死ぬから。ホントにもう。息が、さっきから……」

「じゃあ死ね！」



    

  
    
      



    

  
    
      「げはあっ」

　呑のみこんだ人造人間を口から出すような声を上げながら、

　錦にしき織おりは死んだ。



　　　　☆



「ハッ」

　意識を取り戻した錦織の目に入ったのは、心配そうな表情で覗のぞきこむ二人の女の子の顔だった。一人は六りく道どう。もう一人は……、

（米よね倉くら!?）

　大人しそうな顔に眼鏡めがねの女の子は、まさしく一年Ａ組の副委員、米倉愛あいである。

「あっ。錦織くん、目、覚ましたよ」

　六道が後ろを向いて叫んでいた。米倉もホッとした表情を浮かべる。

　いまいち状況をつかめないまま錦織は上体を起こし周りを見回した。

　横幅の狭い細長い部屋。どこかの部室のようだ。その窓際に置かれた古そうなソファーの上に、錦織は寝かされていた。

　輝夜かぐやの姿もある。やや離れた長机の横のパイプ椅い子すに座って、チラチラと錦織の方を見ていた。錦織が不ふ思し議ぎそうな顔をすると、プイッと向こうを向いてしまう。

　錦織は米倉の方に向き直る。

「どうなってるの？　ここどこ？　なんで米倉が？」

「ここは郷きよう土ど史し研けん究きゆう会かいの部室です」

　米倉は微笑ほほえんだ。聖せい母ぼのような優しい微笑みだ。

「ああ」

　錦織はもう一度、部室の中を見回した。

　言われてみれば壁かべの本棚に歴史の本や資料が並んでいる。

「こんな時間まで部活？」

「今度、郷きよう土ど資し料りよう館かんに展示する学生パネルの準備が忙しくて。先生に許可をもらいました」

「そういえば言っていたね。米倉が一人だけ？」

「今、郷土資研のメンバーは私一人ですから」

「なるほど」

　長机の上に置かれた数枚のパネルに目を向ける。全部、一人で準備するのは、相当大変なはずだ。

「作業していましたら廊下からなんとも言えない人の悲鳴のような声が聞こえてきて……。ドアをおそるおそる開けてみたら、倒れた錦織くんと介抱をしようとしている輝夜さんがいました」

「う、うーむ」

　それは介抱じゃなくてむしろ輝夜かぐやが自分を殺した犯人、と主張したかったが、複雑になるのでやめておいた。

「それで、あいふぉんが錦にしき織おりくんをここに運びこもうとしているところに、六りく道どうが到着したというわけです」

　大体、状況を察しているのか、六道がニヤニヤと笑っていた。

「ちなみに閣かつ下か、じゃない、輝夜さんは錦織くんを廊下に放置しておくことを推すい奨しようしていたけど」

「そうだ。そんな男など、放っておけばよかったのだ」

　ムッツリとした声が飛んできた。

「あ、ありがとう。お陰かげで風邪をひかずにすんだよ」

「でも、どうして、あのような事になっていたのですか？　錦織くんと輝夜さんは一緒に、学校に来ていたのですか？」

　米よね倉くらが小さく首を傾かしげる。

「そ、それは……」

　錦織は口ごもる。

「前にやっていた、六道と輝夜さんの仲直り計画を錦織くんがまた立ててくれて、それをやってたんだよ」

　六道が助け船を出す。

「こんな時間にですか？」

「ええっと、六道が『学校の怪談』大会をしたいって、言ったもんだから……」

「そうそう。それでオレが持病の喘ぜん息そくの発作を起こして倒れた。そういう話」

「なるほど……。でも珍しいですね。錦織さんがそういう、少し校則に触れるような企画に参加されるなんて」

「まっ、オレも、年がら年中、杓しやく子し定じよう規ぎなことを言っているばかりじゃ、駄だ目めだと思っていたし――」

　ガタンと輝夜がパイプ椅い子すから立ち上がり、錦織たちの方へ近づいてくる。

　糸のように細めた白い目で錦織を睨にらむ。まだ怒おこっているらしい。

「あっ」

　と、錦織は手を打って立ち上がる。

「そういえば小こ腹ばらが空かない？　オレ、角の店にひとっ走り行って、買ってこようかと思うんだけど。みんなもどうかな。オレがぱしってくるぜ。照てり焼きバーガーとか」

　照り焼きバーガーという言葉に輝夜の目がギラッと反応した。

「喘ぜん息そくで倒れたばかりなのに、走ったりして大丈夫なんですか？」

「大丈夫、大丈夫。こんなのよくあることだから、さっ」

　特に輝夜かぐやと一緒にいるようになってから。

「六りく道どうはさっき夕飯食べたばかりだからお腹なかいっぱいかなあ」

「私も帰ってから食べようと思っていますが……」

「輝夜は？」

　錦にしき織おりは上目遣いで見た。

「むう、照てり焼きバーガーか」

「美お味いしいぜ。香ばしく焼けてるぜ」

「とろけているか」

　つり上がった目め尻じりが下がる。半開きの唇くちびるから、ヨダレが垂れてきそうな勢いだ。

「照り焼きバーガーだ。私は照り焼きバーガーを所望する」

「何個？」

「七個」

「（容赦ねえっ）了解。じゃっ、すぐに買ってくるから」

　錦織はソファーから立ち上がると、財布の中身に一いち抹まつの不安を覚えながら、郷土史研の部室を飛び出した。



「こんな物で（ハムハム）私の機き嫌げんが（ハムハム）直ると思ったら（ハムハム）大間違いだからな（ハムハム）」

　とでも言いたげな表情で、パイプ椅い子すに足を組んで座った輝夜が七つ目の照り焼きバーガーを頬ほお張ばりながら錦織の顔をチラチラと見ていた。

　わざと怖こわい顔をしようとしていたが、実際はかなり機嫌を回復しているようにも見える。目つきも穏やかになっていた。

（ふう）

　錦織は胸の中で安あん堵どのため息をつきながら、六道、米よね倉くらと一緒にＳポテトをつまんでいる。経済的には大ダメージだが、輝夜の機嫌が直るのなら安いものだ。

（本当は何があったの？）

　六道が錦織の耳元で囁ささやきかけてきた。

（日頃の恨うらみからリベンジしたはいいが、さらに苛か烈れつな逆襲をされた）

（あるある）

（んなことより、会議はどうするつもりなんだ？　まさかここでやろう、とか言い出さないだろうな）

（さあ）

　二人は心配そうな視線を輝夜かぐやに向ける。

「このパネルはなかなかよくできているな」

　全すべての照てり焼きバーガーを平らげた輝夜が、長机の上に置かれたパネルに興味を示した。米よね倉くらが素直に嬉うれしそうに頬ほおを紅潮させた。

「ありがとう。誰だれでも興味が持てるように、できる限り分かりやすく制作しました」

「ほう」

「まじめに資料を調べているようだな。全部、自分で集めたのか？」

「ええ。実は、私の祖父が郷土史を研究していたので、家にその手の資料が沢山揃そろっているのです」

「実はあいふぉんの家は、ものすごくお金持ちなんだよ。ひいおじいちゃんは、初代の市長なんだから」

　六りく道どうが自分のことのように自じ慢まんすると、米倉が恥ずかしそうに目を伏せた。

「ふ――む」

　輝夜が一枚のパネルにジッと見入った。この地方の成り立ちについて書かれたパネルだ。

「説明、いたしましょうか？」

　米倉が輝夜の横に立って申し出る。

「頼む」

「歴史というよりは、言い伝えとか伝説に近いのですが……、この辺りは平安時代、『あやかし』と呼ばれる海の妖怪が棲すんでいたために人が住めない状態だったようです」

「ほう」

「そこで、私の先せん祖ぞである、米倉季き秋しゆうが当時、京の都で高名だった陰おん陽みよう師じを呼んで、このあやかしを退治してもらったと言われています。陰陽師の名前は六道伊い之の助すけ」

「六道？」

「ええ。かなめのご先祖さまですわ」

「えっへん」

　六道は腰こしに手を当てて胸を張ってみせた。

「ほう。私が見こんだ通り、六道家の先祖は凄すごかったのだな……。しかしなぜ、たかだか千年ぐらいでこんなことに……」

「どんなことに!?　なんでそんな残念そうな目をしているの!?」

　ツッコミを入れる六道を見ながら、錦にしき織おりは耳の後ろを掻かく。

（輝夜は六道の力を知らないからな……）

　最終奥おう義ぎ・浄じよう化か光こうハンド……。ネーミングがダサい上に効果も微妙な特殊な力を、六道かなめは使うことができるのだ。

「六道伊之助の死後、米倉家が伊之助を祀まつる神じん社じやを作り、伊之助の先祖が代々守ることになったのです。それ以来、米よね倉くら家と六りく道どう家は親しん戚せき以上に親しい関係にあるのです」

「そういうこと。つまり、かなめとあいふぉんは千年来の深い友情で結ばれていたのよ」

　二人は微笑ほほえんで見つめあう。

「千年前は二人とも同じように色んな人から尊とうとばれる存在だったのに……、どうして子孫にこれだけの差が」

　錦にしき織おりが顎あごに手を当てて、六道と米倉を交互に見比べる。

「わっ、錦織くんまで残念な目をしてるう。これだけの差って特にどこ!?　胸ね。胸に差があり、と言いたいのね！」

「騒ぐなよ。オレは何も言ってない。というか、それよりも前に色々あるんじゃないか？」

「じゃあ知性？」

「というか、だいたい全部じゃないか？」

「そんなことありません。例えば視力。私は矯きよう正せいしないと何も見えませんから」

「あいふぉんも変なフォローいらない！」

　そんな馬鹿な掛け合いをしている横で、輝夜かぐやは真しん剣けんな表情でパネルを見つめていた。

　何か琴きん線せんに触れるものがあったらしい。

「そういえば、米倉。こっちのこの机は何に使ってるんだ？」

　錦織はさっきから気になっていたことを尋たずねた。

　本棚の横に隠かくすようにして置かれた机。消しゴムのカスとかがあって使われている感じなのだが、今は妙みように片付けられている。

「あうっ！」

　米倉が眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを大きくして、机に近づこうとした錦織の前に立ち塞ふさがった。米倉にしては珍しいことに妙に焦あせった感じだった。

「ええっと、これは、き、緊急の来客用の机なんです」

　錦織と視線を合わせず、しどろもどろになった。

（なに？　今の超リアクション）

　いつも沈着冷れい静せいでおっとりしている米倉らしくない。

　首を捻ひねっていた錦織は米倉の制服の腕に、なにか変なゴミのような物がついていることに気がついた。二センチ四方ぐらいの大きさで、黒いフィルムのシールのような物だ。

「米倉。なんか、腕のところについているぞ」

「わわわ――」

　顔を真っ赤にして大おお慌あわてでゴミを取り除く。取ったゴミはスカートのポケットの奥底に入れてしまう。

「もしかしてオレ、なんか言っちゃいけないこと言っちゃった？」

「いや、そういうことではないんですが。……あうう」

　錦にしき織おりはますます首を捻ひねる。

「“〝よねのすけ”〟！」

　パネルを凝視している輝夜かぐやから鋭するどい声が飛んできた。米よね倉くらのことらしい。

　米倉は錦織から逃げるように輝夜の方へ走っていく。

「は、はい。なんですか？」

「この六りく道どうの先せん祖ぞが使ったという、あやかしを倒したという武器だが」

「『清せい浄じようの剣つるぎ』ですね」

「使われた後、どこに行ったのだ？　六道の先祖が持って帰ったのか？」

「伝でん承しようによりますと、またあやかしが現れた時、もし六道家の人間がいなくても大丈夫なようにと、剣は米倉家に納おさめられたようです」

「ほう。ということは、その武器は今、米倉の家にあるわけだな」

　ギラン、と輝夜の瞳ひとみが煌きらめいたことに錦織は気がつく。

　雲行きが怪しくなってきたので、錦織と六道もパネルに近づいた。

「どうなんでしょう？　その時代のことは全すべて伝承ですから。本当に『清浄の剣』があったかどうかも分かりませんし。実際、私は見たことないですし、聞いたこともないです」

「しかし、でも、もしかしたら、屋敷のどこかにある、可能性はあるわけだな？」

「そうですね。そっちの方が、ロマンがあります」

　米倉は無む防ぼう備びに桃もも色いろの唇くちびるを綻ほころばせる。輝夜も相そう好ごうを崩したが、こちらはロマンというよりはもっと即そく物ぶつ的てきなことを考えてそうに錦織には見えた。

「ふむ……実は、よねのすけ。夏休みの間に、ここにいる三人で一泊二日の強化合宿をしようと思っていたのだが……」

「「強化合宿!?」」

　錦織と六道の声が重なる。

「そんな話――ギャフ」

　あったっけ、と言おうとした六道のみぞおちに輝夜の肘ひじ鉄てつが入った。ニャーと叫びながら、六道は崩れ落ちた。

「それは楽しそうですね。でも何を強化するのですか？」

　米倉が冷れい静せいな質問をする。

「それはだな……。友情だ。私とサイクロン、いや、六道との友情を強化するのだ」

「なるほど。お泊まり会みたいなものですね。それは楽しそうです」

「ならば合宿にお前も参加すればいい。それなら場所は、よねのすけの家に決まりだな」

「えっ？」

「ちょっと待ったぁ！」

　錦織が二人の間に割って入る。黙っていられなくなった。

「なんだ、なにか文句でもあるのか？」

「ああ、ある。あるともさ。まだ米よね倉くらは参加したいとも言っていないし、米倉の家でお泊まり会ができるかどうかも不明だ。それなのにどこが、決まりだな、だよ」

「しかし米倉は楽しそうですね、と言った。あれはぜひ自分も参加させてください、という意志表示だ」

「だから前から、妄想で勝手に人の台詞せりふの行間を読んでは駄だ目めだと言ってるだろ？　さっきの楽しそうですね、は挨あい拶さつみたいなものだ。京都の人が、近くに来たら寄ってくださいね、と同じだ。つまり社しや交こう辞じ令れい的てきなものだ。よしんばホントに楽しそうだと考えたとしても、決して家でやりたいと言ったわけではない。な、米倉」

「いえ……。お泊まり会に声をかけてくださるというのでしたら私は喜んで参加いたしますし、私の家でやるのも歓かん迎げいですよ」

　米倉は首を振る。

「えっ？」

　魔王を喜んで家に迎える人間がこの世に存在するとは……。

（女神……。米倉は女神さまなのか!?）

「でも、家族やその他もろもろの許可がなければいけないのでは？」

「それなら大丈夫です。今、私は庭の離れに住んでいますから。もともとゲストハウス用に作られたものですから、広いですよ」

「しかし、学生だけのお泊まり会だし、女の子だけでなくてオレもいるし」

「その点は大丈夫だと思います。錦にしき織おりくんのことは、フフフ、以前から話していますから」

　米倉の微笑ほほえみに、錦織はとろけそうになる。どう話してくれていたのか、気になるところだが。

　とろけてるところを、輝夜かぐやに肘ひじでわき腹ばらを小突かれた。

「どうしてお前は反対する？　なにか理由でも？　よねのすけに恨うらみでもあるのか？」

「違うって！」

　急に輝夜がお泊まり会をしようと言い出して、その場所に米倉の家を選んだ思おも惑わくがなんとなく分かるから反対なんだ、と、錦織は言いたい。でも言えない。

「いいんじゃない、あいふぉんの家でお泊まり会。六りく道どう、賛成だよ」

　いつの間にか、六道が復活していた。

「米倉、六道、そしてこの私も賛成だというのに、お前は反対なのか？」

「いや……反対じゃない……」

　三人の女の子からジッと見つめられ、錦織は渋々といった感じで頷うなずく。

「よおっし、じゃあ、いつにする？　できれば来週の剣けん道どうの大会後がいいかなあ。心置きなく遊べそうだし」

「私も展示会よりも後がいいですね」

「私はできれば月明かりの少ない日がよい」

（それ、何か悪いことをする気まんまんだろう！）

　錦にしき織おりは激しくツッコミを入れたくなったが、止めておいた。

「じゃあ、次の次の週末はどうでしょうか。金、土と両親が留守にするので、不安があったのです。ちょうど、土曜日の夜は海沿いで花火大会もありますから、最後にそれを見て解散というのは」

「賛成。じゃあそれで行きましょう」

「たしかにその日なら、月が小さそうだな」

　女の子三人が、とんとん拍子で話を進めているのを、錦織はポツーンと見ていた。

（オレは知らんぞ。どうなっても……）

　そう思っても、結局、巻きこまれることになるのも、錦織にはよく分かっていた。



　　　　☆



　ジャジャジャジャ――ン。

　紫し苑おん高こう校こう近くの薄暗い小さな公園にベートーベンの交こう響きよう曲きよく第五番「運命」の電子音が鳴り響いていた。

「ほらきた」

　通話ボタンを押し、携けい帯たい電でん話わを耳に当てた。

『オレだけど』

『私だ』

『おう、閣かつ下かか』

「運命」が鳴った時点で分かっていたが敢あえてそう言ってみた。

『電話したのは他ほかでもない。〈拡大・新世界構築会議〉についてだ』

『ええっと、なんだって？』

『〈拡大・新世界構築会議〉！　今度やる、強化合宿のことだ』

『ああ、それか。頼むから新語を使う時は脚きやく注ちゆうを入れてくれよ。……それで、お泊まり会がどうしたって？』

『あの場には、よね、よねの、よねの……ほにゃららがいたから言わなかったが』

『自分のつけたあだ名くらい覚えておこうよ。よねのすけ、あいふぉん、本当は米よね倉くら』

『ああ、そうだ、よねのすけだ。その“〝よねのすけ”〟がいたから何も言わず、会議もせずに、解散したわけだが……』

『どっちみち最大延長は十時までだけどな』

『実は私が突然、強化合宿などと言い出したのには、理由がある』

『ほう』

『本来、会議でよく議論しなければいけなかったことだが、あまりに重要な情報を入手したので、国王の権限で次期作戦を決定したのだ』

『いつもと何が違うのか分からんが、別にいいと思うぜ』

『私は聖せい剣けんを見つけたのだ』

『へえ』

『ハラグロはあの“〝よねのすけ”〟が作ったパネルを見ていて、ピンとこなかったか？』

『さあ。なんのことやら』

『かつてサイクロンの先せん祖ぞが使ったという剣……。あれは聖剣といえるんじゃないか？』

『そう言われれば、そうかもしれないな（やっぱ、そうきたか）』

『いや、間違いない。あれこそが聖剣』

『でも、米よね倉くらが言ってたように本当に残っているかどうかも分からないし、仮にあったとしても聖剣にしてはローカル過ぎじゃないか？　新世界を構築するためのアイテムとしてはあまりに地域に特化しているような気がするのだが』

『だからこそ、いいんじゃないか』

『は？』

『分かってないな。今、時代は地ち産さん地ち消しようだ』

『ええっと、なんだって？』

『故ふるきを温たずねて新あたらしきを知しる……。つまり、そういうことだ』

『いや、ちょっと！　今の地産地消となんの関係もないよな？』

『とにかくローカルな物の中にこそ目指す物があるということを言いたいのだ！』

『そうなのか？　単純に視し野やが狭いというんじゃなくて？』

『こんな有力な情報を無視するわけにはいかない』

『まあ、その気持ちは分かるけどな……。でも、それとお泊まり会がどう関係してくるんだ？』

『〈拡大・新世界構築会議〉の間に、こっそり盗ぬすみだす』

『……』

『“〝よねのすけ”〟は油断して、我々を家に招いた。それが運のつきだ。ふっふっふ』

『油断もなにも米倉は家には剣はないって言っていたんだぞ』

『ハラグロは女のこととなるとお人よしになるな。あれは我々を欺あざむくための嘘うそだ』

『米倉は嘘をつくようなヤツじゃないぜ？』

『幻想を抱いだくな。女の子でもトイレは行くし、ゲップだってすることがあるのだぞ』

『お前が言うなよ。というか、そういう生理学的なことと嘘をつくかどうかという議論はまったく次じ元げんが違うって』

『もしかすると、本人も気がついていないかもしれない』

『話の流れぶったぎりかよ！　まあいいけど。しかし、気がついていようと、隠かくしていようと、人の所有物を盗ぬすむのは犯罪だぞ』

『旧世界の法律を一つも破らずに、新世界を構築するつもりだったのか？』

『……。大体、盗むったって、どこにあるか分からない。離れがあるって言ってるくらいだから、米よね倉くらの家はきっと広いぜ』

『米倉が知っているのなら、本人に訊きくのが一番だ』

『いや、例え知っていたとしても話さないと思うぞ。家か宝ほうだろうからな』

『話さなければ米倉の体に訊くまでだ』

『なにするつもりだよ！　あれか？　前、六りく道どうにやったみたいに、くすぐりヴァージンを奪うつもりなのか!?』

『初めてかどうかなんて分からないじゃないか』

『いいや、そうなんだ。そうに決まってる！』

『ハラグロ、お前、“〝よねのすけ”〟のこととなると、甘くならないか？　駄だ目めだぞ。情が移って正常な判断ができなくなるのは。参さん謀ぼうとして失格だ』

『いつだって正常でないのは閣かつ下かだろ！』

『とにかく、手法については議論の余地はあるかもしれないが、米倉の家で聖せい剣けんを捜そう索さくし、手に入れることに変わりはない。反対は許さない』

『むっ』

　そうはっきりと言われては、錦にしき織おりとしても何も言えなくなる。

『分かった。もうそれについては文句は言わない』

『よし。ならば、今日のところは以上だ。ただし、ハラグロ。学校に着いた後、お前が私にやった行為については、またいつか尋じん問もんするから、心しておくことだ』

『ちょっ、それは照てり焼きバーガー七個で流したのでは？』

『それはそれ。これはこれだ。では、さらば。おやすみ』

『へいへい。おやすみ』

　ピッ。

「ほらな。かかってきただろ？」

　携けい帯たい電でん話わをポケットに入れながら、錦織は目の前のベンチに座っていた二人の女の子を見た。六道、米倉の両名である。

　解散後、帰宅途中に錦織が二人にメールして呼び出したのだ。

「なんて？」

「オレの予想通り。米倉ん家ちで聖せい剣けん探しをするって」

「やっぱ、そうなんだ」

　錦にしき織おりと六りく道どうはやるせなさそうに嘆息する。

「ええっと、どういうことでしょう？」

　米よね倉くらが解せない様子で錦織と六道を交互に見ている。

「もうこうなったら、あいふぉんにも真実を話した方がいいんじゃない？」

「そうだな……仕方ない。できれば米倉には言いたくなかったんだが」

「なんですか？」

「ええっと……」

　米倉に邪気のない瞳ひとみで見つめられ、錦織は「うっ」と言葉を詰まらせた。

「なんつーか、あれだ。う―――んっと、つまり」

「あ――、もうじれったい。六道にはもっとすんなり説明してくれた癖くせに。じゃあ、六道が説明しようか？」

「それは、なんか変な説明されそうだからオレが……。まあ、まず最初に言っておかないといけないことは、最近、オレが六道や輝夜かぐやとよく一緒にいるのは、六道と輝夜を仲直りさせるためじゃない」

「そうなんですか？」

「あいふぉん、ゴメンね」

　六道が拝むように顔の前で手を立てた。

「二人の仲ならとっくに修復されている。最近では親分、子分の間あいだ柄がらだ」

「子分なのは錦織くんもそうなんだけどね」

「まあ」

　米倉は本当に驚いたように口に手を当てる。

「米倉も知っている通り、輝夜は『新世界の王』になるという謎の野や望ぼうがある。オレと六道はある理由から、その野望に協力することになった」

「そうだったのですか……」

「誤解しないで聞いて欲しいんだが、オレは決して、輝夜が『新世界の王』になることを心からは支持していないし、実現するとも思っていない。協力しているとは言っても、自主的ではなく嫌々でだ。だが、とある理由から断ることはできないんだ」

「とある理由というのはどういうものなんでしょう？」

「ゴメン。それは、ちょっと言えない」

　君の体型のこととか書いてある秘密の手帳を奪われてしまったから、とは言えない。

「そうですか……。でも、それで分かりました。錦織くんが、輝夜さんたち三人といる時、いつもと雰ふん囲い気きが違う理由」

　米倉が頷うなずく。

「えっ、オレ、そんなに雰ふん囲い気き違う？　一応、米よね倉くらの前では気をつけるようにしてたんだけど」

「でも、どこか違いました。なんというかいつもの錦にしき織おりくんよりも……軽い？」

「グサッ」

　六りく道どうが効果音を入れる。実際、割と痛かった。

「そ、そんなにオレ、軽かった？」

「いえ、決して、軽けい薄はくとかそういうわけじゃないんですが、なんというかいつもの完かん璧ぺきな感じがないというか、緩んでいるというか、口数が多いというか……おまけにクロい？」

「グサッ。グサグサッ」

　再び六道の効果音。錦織のこめかみがピクピクと動く。

「ごめんなさい。でも、そういうのも嫌きらいじゃないですよ。普段の高潔な感じとのズレが結構、好きですよ。なんというか……ギャップ萌え？」

「へっ？　今、なんて？」

「あっ、あうぅ。いや、なんでもありません。ギャップがいい感じ、と言いました」

　下を向いたまま言う米倉を見ながら、

（米倉って時々、不ふ思し議ぎだよな）

　と、錦織は思う。

「ええっと、話を戻すと、表面上、オレは魔王の言う事に従わないといけない」

「ええ、それは分かりました」

「で、ここから重要。今、輝夜かぐやは『新世界の構築』のために聖せい剣けんを利用しようとしている」

「ほら、今、映画館でやってるじゃん。『聖剣物語』の映画版。あの予告を見て、感化されちゃったみたいなんだ」

「なるほど。聖剣を手に入れることができれば、新世界の構築もできる……。理りにかなっていますね。でもそれと、お泊まり会がどう関係してくるんですか？」

「魔王はさっき部室で米倉が言っていた『清せい浄じようの剣つるぎ』を聖剣だと考えているそうなんだ」

「えっ？　でも、『清浄の剣』を手にしたら世界を支配することができるとかいういわれはありませんよ」

「だからその辺は地ち産さん地ち消しようでローカル指向らしい」

「なるほど。でも、あの時も言いましたが、『清浄の剣』がどこにあるか、私は本当に知らないのです」

　米倉は訴うつたえるような目で錦織と六道を見る。

「オレもそう言ったんだが、あの魔王は魔王ゆえに性格が歪んでいて、そうは考えていないみたいなんだ。なんとしてでも、米倉から場所を聞き出そうと息まいていた」

「なんとしてでも……」

「たぶん、くすぐり攻撃だよ。六りく道どう、あれでくすぐりヴァージン奪われたんだもん。あれは効くよ。体力を根こそぎ奪われるよ」

　六道の言葉に米よね倉くらが恐怖に顔を引ひき攣つらせる。

「だが、そんなことはオレが許さない！」

　錦にしき織おりがギュッと拳こぶしを握りしめた。

「わっ、錦織くんが熱血してる！　六道の時となんとなく待たい遇ぐうが違うような気がするんだけど気のせいだよね？　あの時は積極的に作戦に加担してたよね？」

「お前が魔王に言ってた通りだ。六道は六道、米倉は米倉、そうだろ？」

「それ、言葉の使い方がビミョーに違ってるよ！」

「六道だって、米倉が輝夜かぐやの毒牙にかかるのをよしとは思わないだろう？」

「それはそうだけど……」

　でもちょっと納得がいかない、という顔を六道はしていた。

「それで……具体的には何をどうするのですか？」

　錦織は頷うなずくとニヤリと笑う。

「聖せい剣けんを一本、でっちあげる」



    

  
    
      


３　輝夜の変身





「すげえ―――――」

　錦織は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　目の前には小さな家ぐらいの幅のある立派な和風の門があった。年季をうかがわせる重厚感のある黒い木製の扉。左右には白しら壁かべがはるか遠くまで延びている。米倉愛あいの家は昔の大名屋敷のような大邸宅だった。

「デカいとは聞いていたが、ここまでとは」

　六道の家も行ったことはないが大きそうだった。二人とも平安の時代から住んでいるからこそできたに違いない。

　クラシックな佇まいとはミスマッチなカメラ付きのチャイムを押すと、すぐに女性の声で「伺っております」という声が聞こえた。

　それから待つこと五分ほど。ようやく扉が開かれた。

「よく来てくださいました」

　扉の向こうで女の子が頭を下げていた。

「アッ」

　錦にしき織おりは声を漏もらした。

　立っていたのは米よね倉くら。驚いたのはその格かつ好こうだ。

　麻でできた薄手の清涼感のある水色の和服。普段、リボンで結んでいる髪かみを赤い漆うるし塗ぬりの髪留めでまとめている。

　全体に和の装い。それが大人しい雰ふん囲い気きの米倉にものすごく似合っていた。

「……」

　錦織が無言のまま見とれていると、

「どうかしましたか？」

　米倉がキョトンと小首を傾かしげた。

「い、いや、和服は珍しいから、ちょっと驚いていた」

「私も滅多に着ることはないのですが、梅雨も明けましたし虫むし干ぼしも兼ねて着てみました。やっぱり、ちょっとおかしかったでしょうか？」

　少し頬ほおを赤らめる。

「い――や、そんなことない。ものすごく似合ってる。毎日、制服じゃなくて和服で来た方がいいんじゃないかと思うくらいだぜ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ありがとうございます」

「あと、なんか足りないと思ってたんだけど、もしかしてコンタクト？」

「ええ。いつも眼鏡めがねですから、今日は少しだけイメチェンです」

（イメチェン、サイコー！）

　錦にしき織おりは胸の中で叫ぶ。眼鏡をかけていても相当可愛かわいいが、外すと正統派美少女成分が増すのでポイントが高い。

「輝夜かぐやさんたちは？」

「首尾どおり。午後一時頃に六りく道どうが連れてくるはず」

「じゃあ、あまり時間もありませんから、早速、中にお入りください」

「おう」

　米よね倉くらに誘導されるまま、門の中へ入っていく。

（うわっ）

　外観から大体、想像はついていたが、目の前に広がる立派な庭てい園えんに錦織は言葉を失う。

　ここは兼けん六ろく園えんか後こう楽らく園えんか、と言いたくなるような純和風の庭園。門からはるか遠くの母屋おもやまでの道が続いていて、その周囲を小川や池、築山つきやま、桜さくらや梅うめの林が挟むように配置されている。母屋を越えてその向こう側には小こ高だかい山のようなものすら見えるが、それすら敷地の中なのだ。

「こちらです」

　錦織の前を、白はく砂しやを踏みつける草履の小こ気き味みよい音をさせながら、米倉が歩いていく。

　和服から襟からのぞくうなじを見つめながら、錦織は目を細めた。

（やっぱ米倉は可愛いな。うん。やっぱり女の子はこうでないと）

　魔王女におてんば娘。錦織の周りには一風変わった女の子ばかり。正当派の女の子のよさを忘れていた。

　そんな感じで鼻の下を伸ばしていると近くの笹ささ薮やぶからカサカサという音がして、まっ黒の物体が物もの凄すごい速さで飛び出してきた。

　ドーベルマン。一般的に番犬用の、割と獰どう猛もうな種類の犬だ。

　ドーベルマンは一瞬で錦織との距離を縮めた。鋭するどい牙をむいて、錦織めがけて地面を蹴けろうとした。

「サニーサイドアップ！」

　米倉の鋭い声が飛ぶ。

　ジャンプする寸前にドーベルマンは方向転換をすると、硬直した錦織の真横を通過して、そのまま着地した。

「紹介します。私の友達、ドーベルマンのサニーサイドアップです」

「……」

　米よね倉くらはサニーサイドアップと名づけられたドーベルマンの頭を愛おしげに撫なでる。

「い、今、その犬、まっすぐオレの喉のど笛ぶえを狙ねらって飛び掛ってきたような……」

　固まったまま、上ずった声を出す。

「まさか。サニーはそんな凶暴ではありませんよ」

「いや、しかし」

「よしんば飛びつこうとしていたのだとしたら、それは恐らくじゃれようとしていたのだと思います」

「じゃれようとしていた？　そうなのか？」

　錦にしき織おりは恐る恐る、米倉にピタリと体を寄せてお座りをしているサニーを見た。

　怪しい光を湛えたサニーの目が細くなった。錦織にはそれが笑ったように見えた。

（まさかこいつ、知能があるのか!?）

　主人に変なことをしたら喉笛を食い破る、と警告された気がした。

「サニーは飼っている中では一番、なついています。仲良くしてやってくださいね」

「はあ……」

　明日まで生きていられるだろうか、と錦織は不安になる。



　お泊まり会の会場である離れは、池のほとりに建てられた平屋だった。もともとは泊まりの客人用の建物だけあって、茅かや葺ぶきの風情のある和風の建物である。

「ここに泊まっていただきます」

　玄関から入ってすぐの畳の部屋に錦織は案内された。

　床の間に飾られた活いけ花と掛け軸、壁かべにかけられたクラシックな振り子時計、中央に置かれた紫し檀たんのテーブル以外、何もない畳の部屋。

「寝る時は真ん中の襖ふすまを閉めて、男用、女用に分けましょうね」

「つっても、男はオレ一人しかいないけどな。ってか、米倉っていつも、この部屋に一人で寝てるの？」

「いえ、向こうの台所の横に、狭い洋室があります」

「なるほど」

　米倉が時計に目をやる。

「まだ時間はありますから、しばらく、屋敷の中を案内しましょうか？」

「いや、すぐに始めちゃおう。あいつは結構、気分屋だからいつやってくるか分からない」

「分かりました。じゃあ例の物を持ってきます」

「うん。オレも、用意しておくよ」

　米倉が部屋を出ていくと、錦織はスポーツ鞄かばんの中から白いシーツに包くるまった棒状の物を取りだした。そこに米倉が立派な風ふ呂ろ敷しきで包んだ物を持って帰ってくる。

「わっ、もしかしてそれが例の？」

「おう」

「見せてください」

「ゴメン。あんまし自信ないから、まず、そっちから見せてくれない？」

「分かりました。ではまず私の方から」

「う――ん」

　唐とう突とつに錦にしき織おりが、目頭を押さえるような仕草をする。

「ど、どうかしましたか？」

「いや、今の会話、残りの女性共だったら、絶対にオレから見せることになってたな、と思って。輝夜かぐやなら問もん答どう無む用ようだろうし、六りく道どうは『え――、なんで？』とかウザい台詞せりふを連発したに違いない」

　米よね倉くらがクスクスと口に手を当てて笑う。

「ん？　どうかした？」

「ごめんなさい。私の記憶にある錦織くんと、喋しやべり方が全然違うから」

「ウザかったら言って。できるだけ、米倉の前だけじゃ優等生モードになるからさ」

「別に私の前でも普通でいいですよ。錦織くんがそっちの方が楽でしたら」

「うん、はっきり言って楽」

　米倉にカミングアウトしてよかったと錦織は思う。米倉なら口が堅かたいし、地じでいけるなら会話も楽しくできる。

「失望したかもしれないけど、これがオレの地。オレは米倉みたいな本物の優等生じゃないわけだ」

「前にもいいましたけど、全然、失望なんてしてませんよ。それに、私だって本物の優等生じゃありません。誰だれにも知られていない秘密の面もあります」

　米倉は気恥ずかしそうに目を伏せる。

「ごめんなさい、ちょっと話が逸それてしまいました。これが聖せい剣けんの伝でん承しようが記された本です」

　米倉が絹の風ふ呂ろ敷しきを開く。

　和紙を緑の絹糸で綴とじた古そうな書物が現れた。表紙には達筆で『清せい浄じようの剣つるぎ・伝承の巻』と書かれてある。

「すげえな。メチャクチャそれっぽい！」

「実際の古書を参考に作りました」

「問題はこれを見つけた魔王が、意味を理解するかだが」

「それは大丈夫だと思います。かなり現代語に近い形で書きましたから」

「了解。もし、理解してないようだったら、オレが解説するとしよう。で、この手がかりを隠かくす場所なんだけど、決まった？」

「古書を収めている蔵に、空きを作っておきました」

「完かん璧ぺき。じゃあ、今度はオレの方だな」

　棒状の物を包くるんでいるシーツを剥はがしていった。

　現れたのは刀――のような形をした物だ。錦にしき織おりが柄を持って天井に向けて掲かかげる。

「これが六りく道どうのご先せん祖ぞさまが使った聖せい剣けんだ」

「わっ、すごい。かっこいいじゃないですか」

「妹の修学旅行土産みやげの木ぼく刀とうを、模型用塗料でカラーリングした。でも、分かったのは、オレのスキルじゃそれっぽく見せようとすればするほど、玩具おもちやっぽくなることだな」

　ガンメタリックに塗と装そうした刃の部分が特に安っぽい。

「輝夜かぐやさん、気がつかないでしょうか？」

「大丈夫、大丈夫。魔王は自分に都合のよいことはすぐに信じるから。プラスチック製の玩具でも、たぶん信じるぜ」

「また、そんな」

　米よね倉くらはまたクスリと笑う。

「じゃあ、予定通りグッズを隠かくしに行こう。古書は蔵に、聖剣は裏うら山やまの洞どう窟くつだな」

「はいっ」

　二人は立ち上がって玄関の方へ向かう。

　廊下に出た時、米倉が立ち止まった。

「すみません……。どうも、アレルギーが出たみたいです」

　ほんの少し充じゆう血けつした目を、しきりに瞬まばたきする。

「やっぱり、慣れないことはしない方がいいですね。眼鏡めがねに替えてきます。ごめんなさい、待っていてください」

「あ、じゃあその間に、オレは、トイレを借りていい？」

「そういえば場所をお伝えしていませんでしたね。こちらです」

　米倉について廊下を進んで行くと、壁かべ側に洋風のドアが現れた。

「ここが私の部屋です。トイレは廊下をもう少し進んだ右手の引き戸です」

「了解」

　錦織がそのまま通りすぎてトイレへ行こうとしていると、

「あのお……」

　米倉が自分の部屋の扉に背せ中なかを預けて、言いづらそうに口をモゴモゴさせていた。

「うん？」

「こういうことを言うと失礼とは思うのですが、私の部屋には入って来ないでくださいね」

「えっ？　ああ、うん。さすがに勝手に入ったりしないぜ」

「ごめんなさい、変なこと言って……」

「特に女の子は、自分の部屋とか見られたくないよな」

「ええ……」

　米よね倉くらは言葉を濁す。

「じゃあ、オレ、トイレ行ってくるから」

「はい」

　錦にしき織おりは廊下を進んでいく。

　さりげなく振り返ると、米倉は部屋に入らずこっちを見ていた。

（もしかしてオレ、疑うたがわれてる？）

　確かに、あの米倉の部屋なら、ちょっと見たい気もする。

　用を足して戻ってくる。米倉は部屋の中にいるようだ。

（玄関の方で待っておくか）

　扉の前を通過しようとする。

　その時――。

「キャッ！」

　部屋の中から米倉の小さな叫び声が聞こえた。

　錦織は反射的にドアノブを握っていた。

　特に下心があったわけではなく、米倉の危機に駆けつけようと思った。

「米倉！　どうかしたか!?」

　ドアを開ける。

「わっ――駄だ目め！　見ちゃ駄目ですよ！」

　米倉の黄色い声。

　そこは小さな部屋だった。物置か何かを改造して、無理やり作ったような六畳もないくらいの広さ。あるのは左右の壁かべに寄せられたベッドと机と本棚だけ。

　米倉はその机の前で、何か探し物をするようにしゃがんでいる。落としたコンタクトレンズを探しているように思われた。

　錦織の視線は机の上に集中する。

　パソコン、スキャナーはいいとして、トレース台、何枚も積み重なった紙、ペン軸の刺さった瓶、インク。どこからどう見ても、それは……。

「米倉って漫画、描いてるんだ！」

　確かに本棚も漫画でギッシリ埋まっている。

「……」

　米倉はコンタクトレンズ捜そう索さくを止めて立ち上がると、眼鏡めがねをかけて錦織の方を向いた。眼鏡のレンズが「キラン」と冷たく光る。

「見ましたね……」

　押し殺した声で言った。

「ご、ごめん。悲鳴が聞こえたから、つい」

「あれだけ入ってきてはいけないと言ったのに……」

　スタスタと錦にしき織おりに近づいてきて、怖こわい顔で睨にらみつけた。固く閉じられた唇くちびるが震えている。

　米よね倉くらがサッと手を上げた。

　ビンタされると思って錦織は身構える。

　だが米倉はその手を目元に持っていくとヘナヘナと座りこみ、

「フェ―――――ン」

　泣き出してしまった。

「お、おい！」

　錦織は大いに慌あわてた。どうして米倉が泣き出したのか、さっぱり分からない。そりゃ開かずの扉を開かれて、ショックなのは分かるが。

「ちょっ、米倉、なんで泣いてんの？」

「これが私の本当の姿なんです。優等生の姿はニセモノです。どうせ本当は漫画なんて描いている暗い女です。フェ――――――ン」

「えっ、なに？　そんなこと心配してんの!?」

　ようやく分かった。要するに、米倉は漫画を描いていることに引け目を感じていたのだ。

　錦織はしゃがんで、泣き続ける米倉の肩かたに手を置いた。

「落ち着けって。なんでそこまで大おお袈げ裟さに考えてんの？　漫画を描くってそんなに変か？」

「たぶん、変、だと思う」

「んなことはないだろう。クラスに一人や二人はいるって。中学の時にもいたぜ。出席番号二十二番の澤さわ田だ友とも則のり。家は駅前で八百屋やおやをやってる」

　錦織はパラパラと『エア手帳』を開いて昔の記録を取り出す。

「知りません」

「ってか普通にかっこいいって。漫画を描けるなんて尊そん敬けいする。いや、マジで」

「本当に……そう思います？」

　米倉は睫毛まつげの濡れた瞳ひとみで不安そうに瞬まばたきした。

「ああ、尊敬するよ。そりゃあ、優等生のイメージからは離れるとは思うけど、それはそれでいいと思うぜ。オレだって優等生って言われているけど、実際はハラグロだし」

　錦織は自分を指差した。

「それにオレ、ほとんどの科目で一番だったけど、唯一、美術の点数だけ米倉の次点だったんだ。漫画描いてるなんて。道理で勝てないわけだよな」

「それはちょっと、錦織くんの自じ慢まんですね」

　米倉の表情が少し和なごんでくる。指で涙を拭っていた。

「すみません。ちょっと取り乱しちゃいました」

　米よね倉くらはゆっくりと立ち上がると、頬ほおを桃もも色いろに染めた。

「でも、絶対に学校の誰だれにも話さないでください」

「分かってるって。オレだって輝夜かぐやとのことは秘密だから、おあいこだろ？」

「はい」

　笑いあう。

　優等生同士で秘密を共有する。錦にしき織おりはほんの少し、米倉との距離が近くなった気がした。

「ところでどんな漫画を描いているの？　今度見せてよ」

「それはダメです。まだ人に見せられるほど巧うまくないですから」

「それでもいいからさ」

「分かりました。じゃあ、今度。ほんのちょっとだけ」

　米倉は恥ずかしそうに笑うと、唇くちびるの下に指を当てた。



　　　　☆



　午後一時――。

　夏の一番強い日差しが降り注ぐ時間。セミの大だい合がつ唱しようで包まれた米よね倉くら邸ていの門の前に錦織と眼鏡めがねに戻った米倉がいた。

「そろそろだな」

　錦織がそう呟つぶやいた直後、陽炎かげろうの揺ゆれる坂道から、輝夜と六りく道どうの顔がひょっこり現れた。

「ほう、ハラグロ。今日は遅ち刻こくしなかったな」

　大きな作戦前の高こう揚よう感かんからか、輝夜は機き嫌げんよさそうだった。白のロングスカートに同じく白のブラウス。珍しく女の子っぽい格かつ好こう。漆しつ黒こくの長い髪かみによく似合っている。

「まあね」

「はい、ちゃんと閣かつ下かをお連れしました」

　薄い黄色のワンピース姿の六道が、米倉とハイタッチしていた。こちらもお泊まり会ということでテンションは高い。

「おおお。これはなんだ？」

　輝夜が今さら気がついたように大きな声を上げた。米倉を前に固まっていた。

「なんだって。米倉だろう？」

「そんなことは分かってる。問題は格好だ」

「いや、問題でもないだろ。和服だろ」

「和服？　ほう、これが」

　輝夜は興味深そうに米倉の周りをグルグル回りながら、和服を三百六十度、あらゆる角度から眺める。しゃがんで裾すそをめくろうとしたのを六りく道どうが止めていた。

「これはいい物だ」

　顎あごに手を当ててしきりに頷うなずいている。

「閣かつ下かは和服、着たことない？　浴衣ゆかたも？」

「ない」

「興味はおありですか？」

「い、いや。服は動きやすいことが一番だ。その点、洋服の方が優れている」

　腕を組んでそんなことを言いつつ、米よね倉くらの和服をチラチラと見ていた。

「あーあ、そっか。花火大会なら、六道も浴衣を持ってくればよかった」

「それなら、花火の前に一度、家に戻るのはどうですか？」

「う――ん。それはそれでしんどいかなあ。錦にしき織おりくんって浴衣の女の子って好き？」

「いきなり、オレに振るなよ。オレは着ている物で相手を判断するタイプの人間ではない。問題は中身だ」

「つまり六道は何を着ても可愛かわいいと」

「そのポジティブさが六道のよいところだ。今後もその気持ちを大切にしろよ」

「やった！　なんとなく上から目線で褒ほめられた！」

「浴衣なら母の物が何枚もあります。もしかしたら、かなめのサイズに合うものもあるかもしれませんから、後で探してみましょう」

　米倉は優しく微笑ほほえむと、少し、意味ありげな視線を輝夜かぐやに向けた。

「では、離れの方へご案内します」

　米倉が庭の方へ歩き出そうとした時、白はく砂しやの向こうから真っ黒い犬が駆けてきた。

　サニーサイドアップだ。錦織が来た時と同じように、まっすぐ向かってくる。

　サニーは輝夜の前で立ち止まり吠ほえ立てる。どうも初めて屋敷に来た客には、とりあえず吠えるように訓練されているらしい。

「なんだこの無ぶ礼れいな犬は！」

　輝夜が一喝して、怖こわい目でサニーを睨にらみつける。

　その瞬間。

　サニーはク――ン、ク――ンと不安そうな声を上げながら、尻尾しつぽを股の間に挟んで米倉の後ろに隠かくれてしまった。

「あの獰どう猛もうな犬を、ガン飛ばし一つで大人しくさせてしまうとは……」

　さすが魔王――。錦織は感心するというより、呆あきれた。

　すると輝夜は怒りの表情を緩めると、しゃがんでサニーに向って手を伸ばす。

「よし、こっちにこいこい」

　声色を使って手招きする。

　サニーはク――ンと鳴きながら、米よね倉くらに体を寄せたまま動こうとしない。

「こいっ！」

　有う無むを言わせぬ声で命令した。

　その声に反応してサニーはブルッと体を震わせると、おそるおそる米倉から離れる。

　輝夜かぐやは獲え物ものを捕らえるようにガチッと首輪を引き寄せた。

「うむ。よい犬だな。なかなかガッツがある」

　首に腕を回して頭を撫なでる。サニーは迷惑そうに眉間に皺しわを寄せていた。

　輝夜が顔を上げて、やや面食らった様子の米倉を見た。

「よねのすけ。この犬の名前はなんという？」

「サニーサイドアップですけど」

「サニーサイドアップ？」

「耳の一方が寝てますからそういう名前にいたしました」

「あまり強そうじゃないな。スカッドに名前を変えるのはどうだろうか？」

「駄だ目めです」

「私に一年、預けてくれたら、立派な軍用犬に鍛きたえ上げるが」

「お断りします」

「むう。だが、一番大事なのは、犬自身の気持ちとは思わないか？　犬、お前も『スカッド』の方がいいだろう？」

　輝夜はサニーに尋たずねる。首に回した腕に、若干、力が入ったような気がしたのを、錦にしき織おりは見逃さない。

　だが、

「サニーサイドアップ」

　米倉が冷れい静せいな声で名前を呼ぶ、するとサニーは首を細くして輝夜のロックから脱出すると、また米倉の後ろに隠かくれてしまった。

「どうやらスカッドじゃない方がよいみたいです」

　米倉は余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮かべた。

「犬よ。後で覚えていることだ」

　輝夜がムッツリと立ち上がると、サニーに冷ややかな視線を送っていた。

「にしても、輝夜さんは犬を扱うのがお上じよう手ずですね。飼っていらしたんですか？」

「飼ってはいないが、私は“〝犬”〟を扱うのは昔から得意なのだ」

　米倉と輝夜が並んで歩き出す。

「ごほっ、ごほっ」

　後方で錦織が咳きこんだ。喉のどに違い和わ感かん。プチ喘ぜん息そくだ。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　手をパタパタと振る。

（オレのことじゃない。オレのことじゃない）

　胸の中で自分に言い聞かせながら、錦にしき織おりは輝夜かぐやの背せ中なかを追った。





「一応、今回の強化合宿の目的のようなものを話したい」

　離れに到着し、錦織たちが畳の上に足を伸ばして米よね倉くらの出した麦茶を飲んでいると、一人立っていた輝夜がそんなことを言った。

（さあ、きたぞ）

　錦織が米倉、六りく道どうに目配せする。三人の間に緊きん張ちようが走る。

「以前、よねのすけの制作したパネルを見て、私はこの町の歴史に興味を持った。特にかつてこの地を拓くのに使われたという、『清せい浄じようの剣つるぎ』に」

（ストレートにきたなあ）

　米倉の手前、適てき当とうに理由を作る可能性も想定していた。

「だが聞くところによると、『清浄の剣』が今、どこにあるか、分かっていないという。そこで我々の手で『清浄の剣』の場所の書かれた手がかりを見つける。幸い、米倉家には古い史し料りようが多く残されているという。その中にはまだ、未発見の手がかりが残されている可能性もある。それを発見すること、それが合宿の目的だ」

　剣そのものではなく手がかりを見つけるところがポイント。剣そのものを誰だれが手にするか、という議論はしない、というわけだ。

「なにか異い論ろんのある者は？」

　輝夜は三人を見回した。

「オレは、異い議ぎないけどな」

「六道も」

「私もそれは面白そうな企画だと思います」

　頷うなずく三人。事前に想像していた通りの展開だからだ。

「う、うむ。では決定だな」

　妙みように素直な錦織たちの反応に、輝夜は逆に落ち着かない様子だ。

「じゃあ、この後は調査をするとして、その後にやることを六道が決めました！」

　六道が挙きよ手しゆして立ち上がる。

「閣かつ下か、発表してもいいですか？」

「別に構わないが、調査の進展次第ではできるかどうか分からないぞ」

「分かっていますとも。では、みなさん注目！　閣下の真ま似ねでボードを用意しました。ジャジャン」

　手書きの予定表が書いてある画用紙を掲かかげる。



　17時～・ドキッ！　女だらけの料理対決（審しん査さ員いん・錦にしき織おり貴たかし）

　21時～・ドキッ！　パジャマで王様ゲーム

　23時～・ドキッ！　就しゆう寝しん

　翌17時～・ドキッ！　花火大会



「たった四個じゃないか！　おまけに接頭語の意味がなさすぎだろっ、特に後半！」

　ツッコミを入れる錦織に六りく道どうは穏やかな表情で首を振る。

「決まっていない箇か所しよは、これから私たちで決めていくのです。空白のキャンバスを埋めていくように」

「そういうのを行き当たりばったりって言うんだよ。こういうお泊まり会の時こそ、しっかり計画を立てていないと、ダラダラ過ごして充実したものにならないんだぞ！」

　ちなみに錦織はどんな時でも分刻みのスケジューリングをすることがモットー。

「いや、私は六道の考えを支持する。決まっていないところは、私たちで決めていく……。いい言葉じゃないか」

　輝夜かぐやがウンウンと頷うなずいていた。

（魔王め。空いてる時間は、ずっと『清せい浄じようの剣つるぎ』の調査をしていればいい、と思っているな。でも、そうは問とん屋やが卸おろさないぜ）

　錦織は胸の中でほくそ笑む。『清浄の剣』の手がかりはすぐに見つかる。見つかるようになっている。一時間ほど前に錦織が隠かくしたのだ。

「ただ、考えはともかく内容には異い論ろんがあるぞ。この最初の料理対決だが、私も参加しなければいけないのか？」

「もちろん！」

「私も審査員が希望なんだが……」

「駄だ目めです。だって名前に『女だらけ』がついているから。あいふぉんと六道だけじゃ『女二人』になって、まるで旅番組のタイトルみたいになっちゃう」

　別にそれはそれでいいだろう、と錦織は思う。

「それとももしかして、閣かつ下か……料理は大の苦手とか？」

「そ、そんなことはない！　王になる人間が料理の一つや二つなどできないわけがない」

「じゃあ、参加に異論ないよね」

「う、うむ」

（見事に挑発に乗るなあ……）

　錦にしき織おりは呆あきれる一方で身の危険を覚えていた。審しん査さ員いんとして輝夜かぐやの料理を食べなくてはいけなくなりそうだからだ。

「先のことはまだいい。とにかく最初にしなければいけないのは調査だ。『清せい浄じようの剣つるぎ』の手がかりが見つからなければ、その後の計画も大きく変わるということだ。よねのすけ！」

「はいっ」

「前の話だと屋敷の中に郷土史の史し料りようを集めた場所がある、ということだったな」

「え、ええ。く、蔵の方にほぼ全部の史料が、そ、揃そろっています」

　米よね倉くらの声がほんの少し震えている。その蔵にさっき証拠の品を隠かくしたばかりなのだ。基本的にまじめな性格なので人を騙だますのはあまり得意でないのだろう。

　輝夜に不ふ審しんに思われないかと、錦織はハラハラした。

「うむ。では案内してくれ。まずはそこから探すとしよう」

「その前に輝夜さん、母屋おもやの方に来ていただけませんか？」

「む？」

（えっ？）

　錦織は驚く。そんな予定はなかった。

「すぐに調べないのか？」

「ええ。その前に、是非、来ていただきたいのです。かなめも」

「六りく道どうも？」

　六道も不ふ思し議ぎそうに自分を指差す。

「ええっと、オレは？」

「錦織くんは駄だ目めです」

　米倉は可愛かわいく両手でバッテンを作る。

「私はいかなくてはいけないのか」

「はい。米倉家の敷しき居いをまたぐ以上、どうしてもやっていただくことがあります」

「そこまで言うなら……」

　輝夜は渋々といった感じで頷うなずく。

「じゃあ、錦織くんはしばらくここで待っていてくださいね」

　米倉は意味ありげな笑みを錦織に見せると、輝夜と六道の二人と連れ立って、出ていってしまった。

「うーん。米倉の奴。何をたくらんでいるんだ？」

『清浄の剣』とは関係あるのか？　女の子だけの秘密の話というのがあるのかもしれないが、なんとなく自分だけハブにされたみたいで面白くない。

　畳の上に横になって、こんなこともあろうかと持ってきていた英単語帳をしばらくの間流し読みしていると、玄関から物音が聞こえた。

（やっと帰ってきたか）

　寝転がったまま廊下に顔を向ける。

　小こ紋もんに身を包んだ綺き麗れいな女の子が横を向いて立っていた。軽く結って簪かんざしを差した漆しつ黒こくの髪が和服の生き地じを際立たせている。

　錦にしき織おりは目をこすって女の子の顔をじっくりと見る。

　結ばれた桃もも色いろの唇くちびる、長い睫毛まつげに縁取られた瞳ひとみ。それは間違いなく――。

「魔王!?」

「魔王ではない。閣かつ下かだ」

　ボソボソと喋しやべる不満そうな声は間違いなく、輝夜かぐや真ま央おのものだった。

「よねのすけの母親の物らしい。こんな動きにくい格かつ好こうはしたくなかったんだが、これを着るのがこの家の客の決まりだ、と、よねのすけが言うから」

「……」

　ポカンと口を開けたまま立ち上がり、錦織は無言で輝夜を見つめる。

　性格さえ問題なければかなり可愛かわいい、と知ってはいたが、こんなに可愛く見えたのは初めてだ。六りく道どうには服装よりもその中身、と言ったが、服装だけで大きく印いん象しようが変わることに気がついた。

　輝夜は錦織のリアクションがないせいか、困ったような顔をした。

「やはりトラディショナルなものは私には似合わないな。米よね倉くらに言って、着替えさせてもらってくる」

　回れ右しようとする。

「ストップ！　そんなことない。十分、似合ってる。マジで。髪、黒いしな」

「だが動きにくいぞ。走るなんて絶望的だ」

「走らないといけない時は、オレがやるからさ。風呂に入るまでの間ぐらいだけでも、貸してもらっていていいんじゃないか？　似合ってることは間違いないぜ」

「そうか」

　輝夜はまんざらでもない顔で頷うなずいた。

　玄関からバタバタと足音が聞こえた。

　レモン色に金魚の柄の浴衣ゆかたを着た六道が走ってきて、輝夜の肩かたを後ろから掴つかんで、ブルブルと揺ゆらした。

「錦織くん、どうよ。ものすごく綺麗でしょう、閣下。コーディネイト・バイ・六道だよ」

「ほう、六道が選んだのか。大したセンスだ」

「でしょでしょ？」

　六道はさらに勢いよく輝夜の体を揺すった。輝夜も黙って揺られている。

「でも、なんでお前自身の方はそんなに残念なんだ？」

　錦にしき織おりは眉まゆ根ねを寄せながら、六りく道どうの浴衣ゆかたを眺める。

「わっ。メチャクチャ不評だ！」

「そもそも浴衣って気が早すぎじゃないか。花火大会は明日だぞ。おまけにまた黄色だし」

「イエローは六道のイメージカラー。弾けるレモンの香りなの！」

「金魚がレモン汁の中で泳がされているようで、不ふ憫びんでならない」

「わわっ。この人、浴衣の柄にストーリー性を見み出いだしちゃってるよ！」

　米よね倉くらがゆっくりと現れた。お気に召しましたか、とでも言いたげな微笑を、錦織に向けている。

「では、服も揃そろいましたし、みなさんを蔵の方へお連れいたします」



    

  
    
      



    

  
    
      


４　輝夜の調査





「結構、広いですよ」

　白しら壁かべの土蔵の前で米よね倉くらは振り返ってそう言った。

　広いのは外観だけで明らかだ。都会の一軒家ぐらいはありそうな幅に、深い奥行き。高さもある。錦にしき織おりたちが剣けん道どうの練習をしている小体育館ぐらいはある。

「四人で手分けすればなんとかなるだろう」

　輝夜かぐやは気軽に言うが、一度入ったことのある錦織に言わせるとそれは絶対に不可能だ。もし、本気でこの蔵の捜そう索さくをするつもりなら、四人がかりで一ヶ月はいるだろう。

　米倉が真っ黒に錆さびた錠前を開けてガラガラと扉を開く。

　扉の向こうは土間になっている。その向こうは板張りの高床になっていて、年季の入った木製の書棚が何列も置かれている。定期的に掃除しているのか、床も棚も埃一つなく清潔だ。

「確かに広い……な」

　輝夜が呆あきれたように呟つぶやく。実際に中を目の当たりにしてその広さを認識したらしい。

「こんな所をあてもなく探せるわけがないじゃないかっ！」

　錦織に向かって怒鳴った。

「なんでオレにキレるんだよ。最初から広いって米倉が言っていただろう？」

「よねのすけ。私が知りたいのは、『清せい浄じようの剣つるぎ』のことが書かれた文献のみだ。図書館や本屋のように分類されてはいないのか？」

「いや、ええっと、その」

　米倉はアワアワと口を動かした。

「時代区分とかで別れてたりしないの？」

　錦織が助け船を出す。

「ええっと、はい、別れています。それで郷土の古い伝でん承しようの編へん纂さんと研究が始まったのは江え戸ど時じ代だいですから、その頃の史し料りようを調べるのがよいかと」

「じゃあ、そこから始めるか」

　米倉の後ろをついて史し料りよう棚だなの間を歩きながら、錦織は六りく道どうに目配せする。

　頷うなずく六道。米倉が案内する先の棚には、『清浄の剣』の在あり処かが書かれた偽にせの史料がこっそり置かれている。それを違い和わ感かんなく輝夜に発見させる手はずになっている。

　米倉の後ろを歩いていた輝夜が急に立ち止まる。

「ちょっと先に行っておいてくれ」

　米よね倉くらに先に行くよう、手で促す。

　錦にしき織おりが六りく道どうと一緒に輝夜かぐやの横を通り過ぎて行こうとしていると、耳を掴つかまれた。

「てえなあ」

「お前まで行ってどうする」

「テテテ。ついていくから、耳たぶを持って引きずろうとするのは止めろ」

　輝夜は近くの史し料りよう棚だなの陰かげに錦織を連れて行く。

「ハラグロ、分かってるだろうな」

　鋭するどい目つきで錦織を見み据すえながら囁ささやく。

「分かってるかって、なにが？」

「これで私の参さん謀ぼうだというから情けない」

「勝手に情けながってろ」

「つまりはこういうことだ。我々はこの場所で聖せい剣けんの手がかりを見つけなければいけない。しかし、さらに重要なのは見つけた上、よねのすけたちには気づかせないことだ」

「なんでそんな器用なこと、しないといけないんだ？」

「仮によねのすけにも手がかりを見られて一緒に聖剣を探しに行くなんてことになったらどうする？」

「捜そう索さく中、会話が弾みそうだな」

「聖剣を発見しても、我々の物にできないかもしれない、と言いたいのだ。米倉家が所有権を主張する可能性がある」

「そりゃまあ、元々、米倉の先せん祖ぞが六道の先祖から貰った物だからな」

「だからなんとしてでも、手がかりも聖剣も、我々の手だけで内密に発見する必要がある」

「ちなみに我々というのは？」

「私とハラグロの二人。『サイクロン』にも悟さとらせるなよ。あいつは米倉のことになると分別をなくすことがあるのだからな。何しろ千年来のつきあいだ」

「信用ないな、『サイクロン』」

　錦織は米倉と歩いていった六道の背せ中なかをチラチラ見ながら肩かたをすくめる。

「とにかくそういうことだから。手がかり発見時には、私にだけこっそり報しらせるようにすることだ」

「でももし、米倉たちが先に発見したら？」

「その重要性を悟られる前に、奪い取れ」

「へいへい」

　それは絶対に無理だろう、と錦織は胸の中でツッコミを入れる。ただ、実際には輝夜自身にそれとなく発見させるつもりなので、そういう事態にはならないはずだ。

　輝夜かぐやと米よね倉くらたちを追って、蔵の突き当たりの近くまで移動する。

「さ、先ほど説明した、江戸初期の文献には……、こ、この辺に揃そろっています」

　また、緊きん張ちようで米倉の声が震えている。

　すぐ近くの棚に、錦にしき織おりと一緒に隠かくした偽にせの聖せい剣けんの手がかりがあるからだ。

　だが輝夜はそんな米倉の緊張など気にも留めない様子で、「ふむ」と史し料りよう棚だなに向かう。

　錦織、米倉、そして恐らく直前に教えられたと思われる、六りく道どうの視線が、最下段の一箇か所しよに向けられる。濃緑色の絹糸で処理されたできたてほやほやの古書がそこにある。両隣も装丁が緑なので、完全に溶けこんでいた。

「では、手分けして探すか」

「了解」

　輝夜以外の三人は目配せしあう。

　ここからはいかにして輝夜にお目当ての史料を発見させるかだ。

（六道、頼む……）

　錦織がウインクすると、六道がポンと胸を叩たたく。六道が輝夜を自然に正解に誘導する役になっていた。

「ねえー、閣かつ下か」

　猫なで声で一冊一冊調べている輝夜ににじり寄る。

「閣下って、占いとか信じるタイプ？」

「占い？」

　輝夜が眉まゆをひそめた。

「そう占い。毎朝、テレビでやっているような。星座占いとか」

「くだらない。占いが当たらないことは、カオス理論によって証明されている」

「異能力者を信じるのに、占いはカオス理論で否定!?」

　思わず錦織はツッコミを入れた。

「当然だ。異能力者は現実に存在するが、占いは、あれはオカルトだろ？　現実と一緒にしてはいけない」

「オレにはその線引きがよく分からないんだが……」

　だが、実際に異能力者は存在する。それも今、すぐそばでケラケラ笑っているので、頭ごなしに否定はできない。

「それはともかく！」

　六道が話の流れをぶった切る。

「ほら、六道って異能力があると疑うたがわれた時期もあったでしょ？」

「うむ。あったな。結局、開花しなくて、役には立たなかったが」

「でもでも、そういう関係で六道、少し占いができるのです。それもよく当たると評判！」

「あてにはならないが……、まあとりあえず言ってみろ」

「ずばり……、今日の閣かつ下かのラッキーカラーはモスグリーン！」

「ぶっ」

　米よね倉くらが突然、口を押さえてしゃがんだ。しゃがんだままプルプル震えながら、明らかに笑いをこらえている。

「大丈夫か、米倉。気分が悪いのか？」

　錦にしき織おりが腰こしを下ろして背せ中なかをさすってフォロー。立ち上がるのを手伝う。

（露骨過ぎるだろ！　モスグリーンってどんな占いだよ！）

　背中の後ろでピースを作っていた六りく道どうを非難するような目で見る。

「ふ――む、モスグリーンか。その微妙な色合いが確かに暗示的な匂いを発している」

　占いに興味ないとまで言っていた輝夜かぐやが、腕を組んで頷うなずいた。

「例えばこの辺か？」

　米倉がニセ史し料りようを紛れこませた背中が緑色の史料が並んでいる段に輝夜は手を伸ばした。

「！」

　錦織の顔に緊きん張ちようが走る。

（こいっ）

　頭の中でそう叫んでいた。

　輝夜は、装丁が緑の史料を数冊手に取って、一冊ずつ読み始める。

　輝夜の指先が米倉が作った『清せい浄じようの剣つるぎ・伝でん承しようの巻』に触れた。

　パラパラとページをめくる。

　だがそのまま閉じてしまう。

（適てき当とうに読み飛ばすなよ！　そこに書いてあんだよ！）

　錦織はそう叫びたくなった。分かりやすく隠し場所を記した地図までつけて、大きく「清浄の剣は此こ処こ」と書いた矢印まで添えた、米倉の努力はどうなるのだ！

「やはり占いなど、あてにはならないな」

　錦織の心の雄たけびとは裏うら腹はらに、輝夜は史料を棚に戻していく。

（どうする？　やりたくないが、オレが見つけて輝夜にこっそり渡すか？）

　錦織は唇くちびるを噛かむ。

　――と。

　チラリッ。

　輝夜が錦織にアイコンタクトしてきた。

（ん？）

　指を動かしていた。その示す先には、米倉謹製の『清浄の剣・伝承の巻』がある。どうやら輝夜はわざと気がつかないふりをしたらしい。

（オレにどうしろと？）

　錦にしき織おりは頬ほおをピクピクさせて、精一杯メッセージを送る。

　輝夜かぐやが動かしていた指を、カギのように曲げてみせた。

（まさか、オレに盗ぬすめと言ってるのか？）

　確かに和服の輝夜には盗んでも隠かくす場所がない。

（分かった）

　頷うなずいて了解のサインを送る。

「そういえば、よねのすけ……」

　輝夜がわざとらしく、史し料りよう棚だなから移動する。代わりに意図を察した錦織が、その場所に体を寄せる。

（オレは米よね倉くらたちにバレず、史し料りようを盗むふりをしないといけないんだよな）

　錦織は背せ中なかを棚に押しつけた体勢で後ろに手を回した。目標物を掴つかみ、背中とジーパンの間に挟む。

「「「！」」」

　錦織の行動に気がついた女の子三人が、同時にアイコンタクトを送ってきた。

（かんべんしてくれよ……）

　ひきつったような微笑を浮かべる。二重スパイのような状況に置かれているのだ。

「この屋敷の近くに洞どう窟くつはないか？」

「洞窟ですか？」

　米倉が少し裏うら返がえった声で答える。手がかりに描かれた、『清せい浄じようの剣つるぎ』が隠された洞窟の絵を踏まえての質問に間違いないからだ。

「ええっと……その」

「何か心当たりでもあるのか？　もしあるのなら言ってくれ」

「いえ、その、小さい時から……絶対に入っちゃいけないという、洞窟が……」

　プッ。

　今度は六りく道どうがふきだして横を向いた。

（オオバカモーン！）

　錦織は六道を睨にらみつける。

（輝夜に不ふ審しんに思われたらどうする。たとえ、米倉の演えん技ぎがゴールデンラズベリー賞級だとしてもそこは我が慢まんだ！）

　お陰かげで米倉の顔は耳まで赤くなっている。

　幸い、輝夜は洞窟の存在に興こう奮ふんしてるためか、奇き妙みような女の子二人に気がついていない。

「それはどこだ。どこにあるんだ？」

「母屋おもやの裏。小山の中腹に……」

「裏うら山やまか。なるほど」

　輝夜かぐやがまたチラリと錦にしき織おりに目配せした。

　仕方がないので錦織もニヤリと笑ったが、微妙に引きつっていた。

「た、ただ、その洞どう窟くつは入ってはいけないと言われていますので、あ、案内することはできません」

「うむ。郷ごうに入っては郷ごうに従え。誓って、よねのすけの許可なく洞窟を探検するつもりはないぞ」

　輝夜が米よね倉くらとどっこいどっこいの臭い演えん技ぎをしてみせる。

「しかし、あれだな。よねのすけが言っていた通り、意外と見つからないものだな。『清せい浄じようの剣つるぎ』の場所が書かれた手がかりというのは」

　しれっと言う。その上、急にそわそわし始めた。新たに史し料りようを調べようともしない。

（いきなり不ふ審しんすぎるだろ！　いくらお目当ての物が見つかっても、もうちょっと探すそぶりぐらいはしようよ！　まだ始めたばかりだろ！）

　脳内でツッコミを入れながらも、錦織は再び米倉にサインを送る。

（上手いこと、終わらせてよ）

　言い出しっぺの輝夜が止めたがっているのだ。これ以上の探索は、もともと無意味なのにますます意味がなくなってしまう。

　米倉は困ったような顔をしながらも、頷うなずく。

「ええ、新しい証拠というものは、そう簡単には見つかりませんから……」

「そうだな。確かにそれについては、よねのすけが正しかったようだな」

　白々しい会話をする二人。

　六りく道どうがまた口の端をピクピクとさせていた。今度笑いそうになったら思いっきり足を踏みつけてやろうか、と錦織は思う。

「オレも同感だぜ。例えこの中に剣の手がかりに関する史料があるとしても、その探索は後日、専門家の米倉に任せた方がいいんじゃないか？　もし見つかったら教えてもらうようにしておけば、いいだろう？」

「うむ。ハラグロの言う通りだ。よねのすけ、やってくれるか？」

　輝夜が米倉の肩かたに手を置く。

「えっ？　は、はい」

　コクコクと頷く。

「じゃあ、もういっそのこと、あいふぉんも閣かつ下かの『新世界の構築』の仲間にしちゃっていいんじゃないの？」

　六道がニヤニヤ笑いながら輝夜を見る。

「（また余計なことを）それは実際に剣の手がかりが見つかってからでいいんじゃないか？　だいたい、米よね倉くら本人の意思も大事だし」

「よねのすけを仲間にか」

　輝夜かぐやは米倉の顔を覗のぞきこむように見る。

「ハラグロの言う通りだ。本人にその気はあるのか？」

「えっ？　はい、私ですか？」

　米倉はどうすればよいか尋たずねるように、錦にしき織おりと六りく道どうの顔を見た。

　錦織は肩かたをすくめる。

　別に反対ではない。むしろ歓かん迎げいだ。米倉には錦織と輝夜の関係を既に知られているから、困ることもないし。

「入っちゃいなよ、あいふぉん」

　六道が米倉の背せ中なかをトントンと叩たたく。

　米倉はしばらく考えるように俯うつむいていた後、顔を上げた。

「もう少し考えてみてもよいですか？」

「いつでも問題ない。選択次第ではもしかしたら世界中を敵にまわすことになる、人生の重大な分ぶん岐き点てんだ。ゆっくり考えるべきだろう」

「「ええっ!?」」

　錦織と六道の声が重なった。

「オレは、全然ゆっくり考える余よ裕ゆうなんて与えられなかったような気がするんだが」

「六道も！」

　輝夜が「フッ」と笑う。

「当然だ。お前たちは自主的に仲間になったわけじゃない。新世界の王である私が、仲間にしてお前達を選んだのだ。そもそも選せん択たく肢しなどない」

「あっ、なるほど、そうかっ。ガッテン！」

「なにガッテンしてんだよ！　むしろオレたちの置かれた理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうを悲しめよ！」

　ツッコミを入れながら、錦織はちらっと米倉に目を向けた。

　楽しそうに笑っていた。

　もしかしたら、本当に輝夜の仲間になるかもしれないな、と錦織は思う。



    

  
    
      


５　輝夜の食神





「ハラグロ、ちょっと来い！」

『清せい浄じようの剣つるぎ』の手がかりの捜そう索さくを米よね倉くらに任せるということで終了し、離れに戻った錦にしき織おりが六りく道どう、米倉と畳の部屋でくつろいでいると、廊下から手招きする輝夜かぐやに呼ばれた。

「ほらっ、ご指名だよ」

　六道がニヤニヤ笑いながら錦織の背せ中なかを叩たたく。錦織は六道を軽く睨にらみながら、輝夜に近づいた。用件は分かっている。

「なんの用でしょう、閣かつ下か」

「こっちだ」

　わざとらしく言う錦織に背中を向けると、輝夜は廊下を歩いていく。

　錦織が追いかけていくと、午前中に錦織の入ったトイレに入った。洋式トイレの便座の蓋を閉じてその上に腰こし掛ける。

「なにをしている。戸を閉めて早く入ってこい」

「入れって、そこにか？」

「バカッ！　他ほかにどこがあるんだ」

　自分の非常識な行動は棚に置いておいてバカ呼ばわりかよ、と思いつつも、錦織はトイレの中に入った。

「他に場所がないので、ここを臨時の前線基き地ちにする」

「前線基地？」

　錦織は自分の置かれた状況を冷れい静せいに確認する。

　二人入ったら、もう身動きのとれない半畳ほどの部屋。ＴＯＴＯの便座。壁かべにかけられた清潔なタオル。

「いや、トイレだろ。どう見ても」

「だから臨時だと言ってるだろう？」

「もっと他にないのか？　トイレに女の子と二人っきりというのは、その、なんとも微妙な気持ちなんだが」

「ここなら人目にもつかない。一人分だが椅い子すもあるし紙もある」

「便座にトイレットペーパーだろ？」

「飲料水だってあるぞ」

「籠城でもするつもりかよ！」

「いいからぐずぐず言わずに、例の物を出せ！」

「例の物？　ああ」

　錦にしき織おりは蔵にいた時からずっと背せ中なかとジーパンの間に挟んでいた古書を取り出し、輝夜かぐやに渡す。『清せい浄じようの剣つるぎ・伝でん承しようの巻』である。

「蔵で見ている時、気がついたのだ。ここだ」

　地図のページを開き、錦織に見せる。

「『清浄の剣』の在あり処か、と書いてあるだろう？　恐らくここに『清浄の剣』は隠かくされているのだ」

「ほう」

　錦織的には既に何度も見せられていたページなので感動はない。

　輝夜が眉まゆをひそめた。

「むっ。なにか感想はないのか？　いつものハラグロなら、『こんなのありえない。偽にせ物ものに決まってる～』とか言う気がするが」

「閣かつ下かがどこからか拾ってきた物ならそうも言うが、さっきのあの蔵にあった物だろ？　疑うたがい深いオレでも、それなりに信しん憑ぴよう性せいがあるんじゃないかと思うぜ」

「ふむう」

　輝夜はあまり納得していない様子だったが、すぐに再び地図に視線を戻した。



    

  
    
      



    

  
    
      「で、恐らく、さっき米よね倉くらが言っていた、母屋おもやの裏手にある洞どう窟くつというのが、この『清せい浄じようの剣つるぎ』が隠かくされている洞窟だと思うのだ」

　地図に示された洞窟を輝夜かぐやが指差す。

「確かに。地図上の米倉の屋敷の位置から考えても、整合性はとれているな。……で、探しに行くわけか？」

「そういうことだ。もしかしたら、既に違う場所に移動した可能性もあるが、その時はその移動先の手がかりを掴つかむことができるかもしれない。とにかくこれだけ情報があって、探さない手はない。なにしろ聖せい剣けんが手に入るかもしれないのだ」

　輝夜は少し興こう奮ふんした様子で言う。

「だが、米倉はその洞窟に接近してはいけないと言ってたが……」

「我々は米倉家の人間ではないから大丈夫だ。治外法権だ」

「郷ごうに入っては……、じゃなかったのかよ。ってか、我々!?」

「そうだ。私とお前の二人」

「もしかして聖剣の捜そう索さく、オレも頭あたま数かずに入ってる？」

「当然だ」

　輝夜は重々しく頷うなずく。

「このような重要な作戦に、参さん謀ぼうが参加しないということがあると思ったのか？」

「いや、だいたい想像はついてたが、実際に言われると気の重さが違うだけだ。それで、捜索はいつするつもりだ？」

「今晩。できるだけ早い方がよいし、米倉の家族もいないからな。二人が寝たら、出発」

「了解……。しかし、夜だと当然暗いわけだが……、閣かつ下か、大丈夫か？　怖こわくないか？」

　輝夜の顔がとたんに赤くなる。

「ば、馬鹿な！　暗くら闇やみを怖がっていて、このような重要な作戦を実行できるものか！」

「でも、学校じゃ、あんなだったし……」

「それを言うなっ！」

　便座に座ったまま、足た袋びの足で錦にしき織おりを蹴ける。

「痛い、痛いって。でも実際、今度の洞窟はたぶん、学校より怖いぜ？」

「だ、大丈夫だ」

　輝夜は真っ赤なを顔を横に向けて声を細めた。

「作戦中はハラグロがずっと私の手を引いていればいい。そうすれば今度は取り乱すようなことはないのだ……」

「それって手をつないでいけってことか？」

　輝夜は耳まで赤くなったまま、コクリと頷く。

　錦織はウグッと息を呑のみこむ。

　急激に心しん臓ぞうが高たか鳴なった。輝夜かぐやがメチャクチャ可愛かわいく見えてしまったから。

　一瞬――。

　便座の上の輝夜を抱きしめたいという感情が、錦にしき織おりの体を突き抜けた。

（ま、まずいっ）

　錦織は小さく深しん呼こ吸きゆうする。

（相手は魔王だ。トキメいちゃったりするのはアウトだ）

　米よね倉くらの顔を思い浮かべたり、さらに何度も深呼吸して落ち着かせる。

「わ、分かった。じゃあ今晩、その作戦でいこうぜ」

「うむ」

　輝夜も頬ほおの色を元通りにして、威い厳げんたっぷりに頷うなずいた。

「ええっと、じゃあ、これで会議は終わりか？」

「そうだな」

「じゃあ、解散するか」

　錦織が後ろ手でトイレの鍵を開けながら、何か思いついたように輝夜の顔を見た。

「そういえばさ。今日、作戦がうまくいったら、閣かつ下か、明日はどうすんの？」

「王に自由時間などない。もし聖せい剣けんを入手できたら、明日はその研究だな」

「花火にはいかないのか？　研究は一日延ばしてさ」

「花火？」

　輝夜は実につまらなそうな声を出した。

「火薬の入った玉を空中に打ち上げて爆発させるなど、エネルギーの浪ろう費ひだ。それに興じる人間は愚かだ」

「そう言うなよ。一日ぐらい、いいだろ」

「う――む、しかし……」

「持っているようなら、米倉に浴衣ゆかたを借りてさ。さっきも言ったけど、閣下って和服、似合うと思うぜ。浴衣姿の閣下というのも見てみたい気がする」

「な、なにを馬鹿なことを……」

　再び、輝夜は少し顔を赤らめた。だが、桃もも色いろの唇くちびるを尖とがらせながら頷く。

「でも、そうだな。気が向いたら行くかな」

「浴衣で？」

「ああ。ただし、あくまで気が向いた場合だからな！」

　輝夜は錦織を軽く睨にらみつけた。

「おう、分かってる」

「うむ」

「……」

「……」

　見つめあったまま、微妙な間まができた。

　――と。

　トントントン。

　ガラガラガラ――。

　トイレの戸が開かれた。

　錦にしき織おりがゲッと振り返る。

　米よね倉くらだった。

　点になった米倉の目が、錦織とその向こうに座っている輝夜かぐやを捉える。首から額までが、熱ねつ湯とうにつけた温度計のように一瞬で、真っ赤になった。

「ご、ごめんなさい！」

　悲鳴を上げて扉を閉めると、転がるような音を立てながら廊下を走っていってしまった。

「サイアクだ……」

「なんだ今のは。よねのすけはなぜ、逃げたのだ？」

「よくある誤解だ。……サイアクだ」

「なんにせよ、これが見つからなかったのは僥ぎよう倖こうだった」

　輝夜が満足そうに、『清せい浄じようの剣つるぎ・伝でん承しようの巻』を抱きしめる。

「よかったな。だが、オレ的にはサイアクだ……」

「なにがそんなに最悪なんだ？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする輝夜に、錦織は額を押さえて首を振るだけだった。



　　　　☆



「アレ・キュイジーヌ！　『ドキッ！　女だらけの料理対決』を始めちゃうぞ！」

　全員が集まった畳の部屋で、六りく道どうが気をはいていた。

「ほら、これからルールの説明をするから、閣かつ下かも来て！」

　部屋の端で瞑めい想そうしていた輝夜に手招きする。

「なんだ、なにが始まるんだ？」

「だから、料理対決！」

「ああ、あれか」

　輝夜は気のない返事をしながらも立ち上がって、六道の前にきた。

　六道は集まった三人を見回すと頷うなずいた。

「ルールの前に、何をするか簡単に説明して欲しいんだが」

　体育座りをした錦織が言う。

「はい、そこっ。発言は挙きよ手しゆしてからするように」

「なんでいきなり仕切り!?」

　うざっ、と思いつつも錦にしき織おりは手を挙げて同じことをいう。

「何をするかというと、六りく道どう、あいふぉん、閣かつ下かの三人娘の中で、誰だれが一番、料理が上じよう手ずなのかを競うの。いわば勝負！」

「勝負する理由は？　目的はなんだ？」

「知っての通り、六道は、この夏に大人の女になることを目指しているわけで。大人の女なら料理の一つや二つ作れた方がいいしね。で、今回の失敗をバネにして、料理の練習に励はげもうと」

「失敗前提かよ！」

「前提とはいいませんが、その可能性は否定できません」

「突然の丁てい寧ねい口調が不安を煽あおってる!?　止めようぜ。ピザをとった方がいいって」

「ダメ、カロリーの取り過ぎ！　夏休みにピザってあだ名がついても知らないよ」

「一度に何枚食べる気だよ！　他ほかの二人はどうなの？　米よね倉くらはなんとなく巧うまそうだけど、閣下なんてどう見ても微妙だろ。本当に料理できんの？」

「昼にも言ったが、王になろうという者が料理もできなくてどうする。特にサバイバル時の料理には自信がある」

　輝夜かぐやは自信ありげに前まえ髪がみを掻かきあげた。

「頼むから材料を山から取ってきたりしないでくれよ」

「よねのすけ、お前、スッポンの血抜きをやったことあるか？」

「そういうマニアックな調理の前にまず基本だろ！」

「で、ようやくルール説明に移るんだけど……」

「今までのオレの主張、完全に無視かよ！」

「三人がそれぞれ料理を作って、それを錦織くんが判定します」

　六道は錦織に向かって拍手してみせる。

「やっぱり、オレかよ！」

「その際、誰がどの料理を作ったか分からないように、錦織くんには目隠かくしをしていただきます。その味だけで判定してください」

「口に何が入ってきているのかすら分からないのかよ。オレ、かわいそ過ぎじゃない!?」

　錦織は救いを求めて米倉の方を向いた。

「でも、公正なルールかと」

「結構、好評!?」

　ガックシ。頼みの綱の米倉にも裏切られ、錦織は畳に両手をつく。

「食材は冷蔵庫に色々と準備されています。持ち時間は一時間」

「うむ」

「問題ありません」

　女の子たちが六りく道どうから渡されたエプロンと三さん角かく巾きんを装着していく。

「では、スタート！」

「おい。ちょっとぉ！」

「じゃあ、錦にしき織おりくんはお楽しみにね！」

　六道はウインクすると、他ほかの二人と一緒にキッチンに向かっていき、畳の部屋には錦織一人が残された。



　一時間経過――。

　錦織が紫し檀たんのテーブルの前に座ってそわそわと数学の参考書を開いていると、ドタドタと廊下を走る音がして、六道が帰ってきた。

「さっきの判定の話なんだが、もう一度、話し合うというのは……」

　六道は台詞せりふが途中の錦織の背後に回ると、無言のままタオルで目隠かくしをした。さらに両手を後ろで縛り上げる。

「ちょっと、おいっ！　目隠しは分かるが、なんで手まで縛るんだ？」

「抵抗させないため」

「抵抗!?　なに？　オレ、抵抗しないといけないような状況になるの？」

「これ以上の料理人と審査員の会話は、ルールで禁止されています」

　それだけ言い残して、六道はまた部屋を出ていく。

（大丈夫なのか？）

　ゴクリと錦織は唾つばを呑のみこむ。逃げ出したい気持ちでいっぱいだが、視界も手も効かないためにそうすることもできない。暗くら闇やみの中、不安な時間を過ごしていると、複数の人が入ってきた。

　コツコツと皿がテーブルの上に置かれていく音がする。なんとなく料理の匂いもしてくる。美お味いしそうかどうかは分からないが、とりあえず匂いだ。

「え――――、ではこれより、『ドキッ！　女だらけの料理対決』の審査を開始いたします。まず、審査員の錦織くんから一言」

「せめて、手だけでも自由にしてくれ！」

「では審査のルールを確認いたします」

「ガン無視かよ！」

「被ひ験けん者しや、もとい審しん査さ員いんの錦織くんの口に食べ物を放りこんでいきます。ベルが鳴ったら錦織くんは口を開けてください。開けない場合は鼻をつまんで強制的に開けさせていただきます」

「拷問か!?」

「この時、誰だれが何を作ったかは分かりません。錦にしき織おりくんからは料理ごとに寸すん評ぴようをもらい、最後にどの料理が一番か決めていただきます」

「オレになんか恨うらみでもあるのかよ！」

「うん。では冷めてはいけないので始めさせていただきます。……美お味いしいよ♪」

　耳元でベルが鳴った。

　錦織はグッと唾つばを呑のみこんでから口を開けた。強制的に開けられるよりはましだ。

　口を開けたまま、その時を待つ。処刑を待つ囚しゆう人じんのような気持ちだった。

　そのうち、何かが口の中に入ってきた。

　醤しよう油ゆと味み醂りんの美味しそうな香り。

（これは大丈夫かな……）

　錦織はゆっくりと上顎あごを下ろす。

　舌の周りに旨うまみが広がる。よく味の染みた牛肉の味だ。

（こ、これは肉じゃが？）

　さらにじゃがいもが口に投入されて、予想は確信に変わる。

「これは肉じゃがだ……。肉もじゃがいもも玉ねぎも、よい材料が使われている。国産でなければこの瑞みず々みずしさは得られない。いもはきちんと面取りをしてあり、煮に崩くずれの兆ちよう候こうは欠片かけらもない。味付けも適度に甘く、香りもいい。よくできた肉じゃがだ」

　もっと食べたいほどだが、最初の肉とじゃがいもの後は何も入れられなかった。

（ホッ。思ったより、美味しいじゃないか）

　しかし、油断はできない。まだ一人目なのだ。

　二度目のベルが鳴る。

　口の中に何か入れられる。噛かみしめる。

　ガリッ――。

　いきなり舌の上がしょっぱくなった。塩の塊かたまりに当たったらしい。それ以外に感じられるのは、オイリーでヌルヌルとした、ごったな食材。

「キャベツ、玉ねぎ、ハム……などの入った野菜炒め。キャベツの入れすぎと火力の弱さのために水っぽい。塩がちゃんと混ざっていない。飢えた男子大学生が初めて作った野菜炒めみたいだ」

「シュ――ン」

　六りく道どうのしょげたような声がしたが、錦織は無視することにした。

（今のはだいぶやばかったな……）

　でもまだ、食べられる範囲内だ。今のが最悪であることを、錦織は切に願う。

　運命の三回目のベルが鳴る。

　舌の先が、苦いコゲっぽい何かに触れた。

（というか、これコゲだっ！）

　錦にしき織おりは口を閉じて、それ以上の異物の侵入を止めようとした。

　しかし、敵は箸はしをグイグイと無理に口の中に押しこんできて、コゲの味のする棒状の物がどんどん口の奥まで入ってくる。

　錦織は阻そ止しを諦めて受け入れることにした。

　噛かみしめる。コゲの味と一緒に味が広がってきた。強烈な酸さん味みと塩っ気。醤しよう油ゆを酢で１０００パーセント稀き釈しやくしたドレッシングのような味だ。

「なんらかの魚と思われるが、コゲ過ぎで判別不能。火力強すぎのために表面だけ丸コゲで中は生焼け。味付けにもセンスがない。どうしようもな……うぐうぐぐ―――」

　寸すん評ぴよう途中の口にさらに同じ料理がつっこまれ、錦織は悲鳴を上げた。

「ブレイク、ブレイク！　挑戦者はニュートラルコーナーに戻って！」

　六りく道どうの声で侵入は止まったが、魚（と思われる物）の半分は錦織の口の中に入ったままで、酸っぱいコゲと小こ骨ぼねが残された。

「では、最後に判定をしていただきましょう」

「その前に、み、水を！」

「ほい、水」

　水と一緒に口の中の物を全部飲みこんだ。

「総そう括かつと判定をどうぞ」

　六道によって、目隠かくしと腕の縛いましめを解かれる。

　錦織は目の前のテーブルに置かれた料理の数々を見る。

　大皿に盛られた肉じゃが、野菜炒め、そして目で見ても判別不可能な真っ黒コゲになった魚の南なん蛮ばん漬づけ。その後ろには、緊きん張ちようした面おも持もちの米よね倉くらと、ふてぶてしい顔の輝夜かぐやが正座していた。

「ちなみに……誰だれがどれを作ったのかは最後に教えてもらえるのか？」

「それは秘密です。私たち三人、墓場まで持っていきます」

「はあ、まあ大体予想はつくからいいけど……。じゃあ、総括な。肉じゃがが普通にうまかった。野菜炒めは、もうちょっと頑張ろう。最後の魚は料理以前に食べ物でもない。というわけで、一番は文句なしで肉じゃがだな」

　米倉が恥ずかしそうに下を向き、六道が肩かたをすくめ、輝夜はふんと鼻を鳴らしていた。

「はい、判定いただきました。『ドキッ！　女だらけの料理対決』の優勝者は、肉じゃがを作った名無しさんです！　みんなで拍手！」

　パラパラと全員で拍手した。

「じゃあ、みんなでご飯にしましょう。お魚もコゲの部分を取って、好みに合わせて醤油を追加したら普通に食べられるよ」

　六りく道どうが使っていない取り皿をテーブルに並べていく。

「じゃあ、私はご飯を取ってきます」

「あ、オレも手伝うよ。何もやってないし」

　錦にしき織おりは立ち上がると、米よね倉くらを追いかけてキッチンに向かった。



「米倉、肉じゃが美お味いしかったよ」

　米倉からご飯をよそった茶碗を受け取りながら、錦織は言う。

「肉じゃがを作るのが上じよう手ずな女の子って、人気高いらしいけど、なんとなく分かるな。なんというか、お袋の味？」

　米倉は顔を真っ赤にしてうつむいた。

「……ごめんなさい」

「？　なんで謝ってるの？？」

「絶対に言わないでくださいよ。どの料理を誰だれが作ったのかは、誰にも言っちゃいけないって約束でしたから……」

「というと？」

「あの肉じゃがを作ったのは輝夜かぐやさんです。私が作ったのは魚です……。ごめんなさい。私、料理はちっともできないんです」

　ペコペコと頭を下げた。

「まじ？　でもじゃあ、あの料理を口へ強引に押しこんできたのも!?」

「あれは輝夜さんです。料理を作った人と食べさせる人もシャッフル、というルールだったんです」

「なるほど。やるな、六道」

　錦織は唸うなった。ころっと騙だまされていた。

「下へ手たなものを食べさせて、ごめんなさい」

　ちょっと泣きそうな顔で恐縮している。錦織はパタパタと手を振った。

「い、いや、絶対に輝夜の料理だと思ってたから日頃の復ふく讐しゆうも兼ねて酷こく評ひようしただけでさ。言うほど酷ひどくはなかったんだ」

「本当に？」

「ホント、ホント。六道も言ってたけど、醤しよう油ゆさえかければもっと美味しく食べられると思うよ。うん、ぜったいにそうだよ」

「……ありがとうございます」

　米倉は嬉うれしそうな顔をした。

「ちなみに、あれはどういう料理なの？」

「焼やき鯵あじの南なん蛮ばん漬づけです」

「ああ、なるほど」

　言われてみればそんな料理だった気がしなくもない。

「にしても、人は見かけによらないものだな。あの魔王があんなに上じよう手ずに肉じゃがを作れるなんて」

「ええ。まじめそうな副委員が漫画を描いていることもありますし、それに……」

　米よね倉くらは茶碗の乗ったお盆の一つを持ち上げて、錦にしき織おりに背せ中なかを向けた。

「それに自分をハラグロとか言いながら、意外と、女の子の気持ちを気き遣づかってくれる心優しい男の子もいたりしますから」

　そんなことを言うと、小走りでキッチンから出ていってしまった。

「へっ？」

　残された錦織はお盆を持ったまま、目をパチパチさせていた。



    

  
    
      


６　輝夜の王様ゲーム





「お風呂イベント禁止！」

　夕飯が終了し、お皿を洗って全員が畳の部屋に集まると、突然、六りく道どうが錦織を指差した。

「お風呂イベント？」

　畳にゴロンとなったまま錦織は眉まゆをひそめる。米倉、輝夜かぐやも不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「そう、お風呂イベント。この手のお泊まり会では、お風呂の時間にハプニングがつきものなの。でも、六道の目の黒いうちは禁止です！」

「ちなみにハプニングというのはどういう類のことを言っているんだ？」

「例えば、露ろ天てん風ぶ呂ろの男風呂と女風呂を隔へだてる竹の柵が倒れるとか」

「どこの寂さびれた温泉だよ！　ってか、露天風呂なんてないだろ」

「いえ実は、この離れのお風呂は露天風呂になっているんです。さすがに男風呂、女風呂で分かれてはいませんが……」

　米倉が言いづらそうに言った。

「まじかよ、米よね倉くら。じゃあ、毎日露ろ天てん風ぶ呂ろに入っているわけ？」

「さすがにそれは……。普段は母屋おもやの方のお風呂に入っています。お客さんがいる時は、湯を張るようにしていますけど」

　キッチンの横のドアから露天風呂に繋がる屋外の通路に出られるらしい。

「そういうこと。だから、お風呂ハプニングが発生する可能性はあるの！　柵が倒れる以外にも、男風呂と女風呂の暖の簾れんが逆になっているとか」

「いや、だから男女で別れていないって言ってるだろう？」

「男性の利用時間の大浴場に、女の子がいるとか」

「大浴場もなにも一種類しかないんだって」

「ぶう」

　六りく道どうは頬ほおを膨らませる。

「露骨に言ったらいけないと思って遠まわしに言っていた六道の気持ちが、どうやら錦にしき織おりくんには伝わらなかったみたい……」

「ああ伝わってないな」

「つまり、要するに、錦織くん、覗のぞき禁止！」

　再びビシッと指差した。

「しねえよっ！　誰だれが覗きなんか。漫画のキャラじゃあるまいし」

「どうかなあ。何しろハラグロだし。普段、頭の中でモンモンと何を考えていることやら」

「モンモンとか言うなよ」

「錦織くんは覗きとか、そんなことをする人ではないと思います」

　米倉が控ひかえめに錦織をフォローする。

「分かんないよ。だって男はみんな心の中に狼を飼っている……と、ばっちゃが言ってた」

「再登場かよ！」

「女三人に男一人の状況……。深まる夜……。錦織くんの心の中の狼が今、目覚める……。そういうワイルドな錦織くんを見てみたくなったのさ!?」

「見たいのかよ！　あのなあ、言われなくても覗きなんてゼッタイしねえよ」

　バカバカしいと錦織は首を振る。

「どうだか。でもまあ、というわけで、まず女の子たちから入浴します」

「別にいいけど、今までの覗きの話と風呂の順番とどう繋がんだ？」

「じゃあ錦織くんは留守番よろしくね」

「スルーかよ！」

「では、あいふぉん、閣かつ下か、着替えとタオルを持って、お風呂場にゴ――！」

「ってか、三人一緒に入んの？」

「露天風呂、もの凄すごく大きいんだよ。三人でも余よ裕ゆうだよ。『女だらけのお風呂大会』だよ」

「女だらけ……お風呂大会……」

　錦にしき織おりの脳裏に湯船に浸かる三人娘の姿が一瞬、過よぎる。

（今こ宵よい、オレの中の狼が本当に目覚めるかもしれぬ……）

　興こう奮ふんの余り錦織の天の声が武ぶ士し口く調ちようになった。

「いや、風呂は一人がいい」

　輝夜かぐやが静かに言った。床の間の柱に和服の背せ中なかを預け、俯うつむき気味で腕を組んでいる。無意味に格かつ好こういい感じだ。

「ええ―――――。閣かつ下かも一緒にお風呂入ろうよぉ。閣下の綺き麗れいな背中、流したいよお」

　六りく道どうが体を振ってイヤイヤをする。

「よねのすけの背中を流せばよかろう」

「あいふぉんのモチモチした体はもう洗い飽きたよ。ねっ、あいふぉん？」

「したことありません」

　米よね倉くらは困った顔でまごまごする。

「はっ！　まさか、閣下、錦織くんと二人で入るつもりとか？　駄だ目めだよ。錦織くんが死んじゃう。鼻血の出血多量で」

「あくまでオレは昭和の漫画キャラかよ！　ってか、話をよく聞け。閣下は一人で風呂に入りたい、と言ってんだよ。そうだよな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　輝夜かぐやは無言で頷うなずく。

「ショボーン。でも、了解。じゃあ、閣かつ下かが最初にする？」

「いや、後でよい。先にお前たちが入ってくればよかろう」

「サンキュー。じゃあ、あいふぉん行こう。久しぶりに体の洗いっこしようね」

「しません」

　六りく道どうたちは着替えの入った鞄かばんを持つと、お風呂へ行ってしまった。

　しばらくすると遠くでドアが閉まる音がする。二人が外に出たらしい。

　同時に輝夜が柱を離れ、横になったまま再び単語帳を開こうとしていた錦にしき織おりの顔のすぐ前に立った。

「よしっ。行くか」

「ってどこに？　聖せい剣けんは夜、探しに行くんじゃなかったのか？」

「聖剣を探しに行くわけではない。あの二人が何かたくらんでないか調査にいくのだ」

「へっ？　たくらむ？」

「そうだ。ハラグロ、お前、気がつかなかったのか？　あの二人、さっき蔵の捜そう索さくの時、ずっと挙きよ動どう不ふ審しんだったんだぞ」

「そ、そうだったか？」

　すっとぼけた。

「ああ、間違いない。もしや『清せい浄じようの剣つるぎ』について、米よね倉くらはなんらかの情報をつかんでいるのかもしれない。そしてそれを六道と隠かくしている。剣は元々、二人の家の物だからな」

「……（す、するどい）」

　錦織は内心、冷や汗をかきながら上体を起こす。

「風呂など体を洗浄することさえできれば、一人でも三人でも構わない。だが敢あえて一人を主張したのは、六道と米倉の二人っきりの時間を作る為ためだ」

「しかし、調査ってどうするんだ？」

「風呂場の二人の会話を盗聴する」

「盗聴!?」

「幸い風呂は露ろ天てん風ぶ呂ろだ。外部から接近してこれを使えば楽に聞ける」

　輝夜は自分の鞄からなにやら取り出した。集音マイクとイヤホンである。

「そんな物をいつも持ち歩いているのか!?　でも、まあ分かった。頑張ってこい。オレはここで応援している」

「何を言う。お前も行くのだ！」

「六道が言ったこと聞いてなかったのかよ。お風呂イベントは禁止なんだぞ？」

「お前こそ私が言ったことを、ちゃんと聞いていたのか？　これは覗のぞきとかそういう破は廉れん恥ちなものとは違う。『清浄の剣・入手作戦』の成否にも関わる重要なことなのだ。そもそも二人の裸体をこっそり拝もうとしているわけではない。声を聞くだけなのだぞ」

「いや、しかしだな……」

　もし六りく道どうと米よね倉くらに露ろ天てん風ぶ呂ろの外で張っているのがバレたらどうなるか……。

　絶対に覗のぞきと思われる。真実は盗聴だとしても、信じてはもらえないだろう。

（しかし、もし二人が本当にオレたちが隠かくした手がかりや剣の話をしていたら……）

　それを輝夜かぐやに聞かれたら大変なことになる。もし盗聴のその場にいられたら、邪魔するか誤ご魔ま化かすかできるかもしれない。

「どうせオレは断れないんだよな？」

「王命の無視は極きよつ刑けいだ」

「分かった。じゃあ、ちょっとだけな。外から近づいて声を聞く。それだけだからな」



　錦にしき織おりと輝夜は離れから出た。西の空に残る夕日の名残りでボンヤリと明るい空の下、建物の壁かべに沿って歩いて裏手に回る。

　裏手に竹を編んで作った柵と、コンクリートブロックを組み合わせた簡単なフェンスで隔へだてられた場所があった。周囲の庭と竹のフェンスが調和しているため知っていないと風呂があるとは分からないが、よく見ると薄暗い空に湯気がユラユラと立ち上っている。

「あそこだな」

　フェンスからやや離れた柿の木の陰かげで輝夜が頷うなずく。

　抜き足、差し足でフェンスに近づいていくと、中から声が聞こえてきた。

「最近、あいふぉん、ますます大きくなったんじゃない？　どうなっちゃってるの？」

「平均的な成長速度です」

「異い論ろんあるなあ。なんだか六道のと作りが違うような気がする」

「気のせいです」

　錦織は愕がく然ぜんと目を見開いていた。

（な、な、な……、なんてお約束な!!）

　お風呂イベント好きなのはお前だろ、と叫びたくなった。

　そんな錦織の横で輝夜は真しん剣けんそのものの表情で、必要なさそうな集音マイクを風呂へ向けている。

「やっぱりこれはおかしいよ。格差社会だよ。どうやったらこんなことになるの？」

「どうやったらと言われても。キャッ、かなめ、触らないでください」

「な、なにこれ。マシュマロ、入ってる!?」

「入ってません」

　米倉が嬌きよう声せいを上げる。

（六道。お前、お前ってヤツは……）

　ベッタベタです。でもオッケーです。

「おい、閣かつ下か」

　錦にしき織おりは隣の輝夜かぐやに小声で話しかける。

「なんだ？　今、いいところなんだ」

「なんのいいところだよ。帰ろうぜ。とても秘密の話を始める気がしない」

「分からんぞ。もしかしたら、暗号で会話しているのかもしれない」

「ベタな会話のどこに暗号が隠かくされてんだよ」

「後から解かい析せきする。いいから黙って聞け！」

　唇くちびるを指で摘つまもうとするので、錦織は口を噤つぐむ。

「そういえば、あいふぉんって錦織くんとどうなのかなあ――」

　そんな言葉が聞こえてきたので、錦織はピンと背せ筋を伸ばした。

「どうなのって？」

「クラス委員だから一緒に仕事することも多いし、色々、あるかなっ……と思って」

「仕事上のお付き合い以上のことはないです」

　錦織の伸ばした背筋がヘナヘナと萎しおれた。

「わっ。今の発言、なんか大人っぽい！　ってことは、あいふぉんは錦織くんのこと、なんとも思ってないってこと？」

「それは……」

　錦織は輝夜の肩かたをトントンと叩たたいた。

「なあ、閣下。やっぱ、オレ、帰ってもいいか？」

「しつこいっ！」

「頼む。これ以上、オレが聞くのはよくない気がするんだ。モラル的にも精神的にも」

「むう？　分かった、分かった。じゃあ、お前だけ帰れ」

　厄介払いするように、手をパタパタ振る。

「ではお言葉に甘えて……」

　錦織はホッとして、さっさとその場から退散する。

　壁かべ沿いを来た通り戻ろうとしていたところ、

　グルルルル――。

　獰どう猛もうなドーベルマンの唸うなり声が聞こえてきた。前方に米よね倉くらの愛犬、サニーサイドアップが漆しつ黒こくの体を震わせている。紅あかい目を光らせ、鋭するどい牙を錦織に向ける。

『ついに尻尾しつぽを掴つかんだぞ！』

　錦織にはそう言っているように見えた。

「誤解だ！　決して、オレは覗のぞきをしていたわけではない！」

　錦織は後退しながら言った。

　サニーがにじりよってくる。それに伴ともなって錦にしき織おりは露ろ天てん風ぶ呂ろの方へ戻っていく。

　後ろを振り向いた。

　輝夜かぐやは熱心にお風呂へマイクを向けていて、錦織の危機に気がついていない。助けを求めたかったが叫べば風呂の二人に聞かれてしまう。

　グルルルル――、ワンッ！

　サニーサイドアップが吠ほえた。

「あれ、今のサニーの声じゃない？」

「そうですね。どうしたんでしょう」

　お風呂から聞こえるそんな声に、錦織の注意がそれる。

　刹せつ那な、サニーが一直線に錦織へ向かって走った。

　後肢で地面を蹴けり、錦織の喉のど笛ぶえを食いちぎらんとジャンプする。

　超反射神経で錦織が身をかがめる。

　勢い余ったサニーは錦織の頭上を飛び越えた。

　バキバキ――。

　激突。竹が割れる音と共にフェンスがグラリと揺ゆれて傾く。

「な、なに――？」

　耳を押しつけていた輝夜が、フェンスと一緒にお風呂側に倒れこんでいく。

「ま、まずい」

　最悪の事態を防ぐため錦織はフェンスに駆け寄って、手を伸ばした。

　だが、僅わずかに届かず――。

　バタン。

　完全にひっくり返った。

「―――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　黄色い悲鳴が上がった。

　悲鳴の主は錦織の目の前にいた。愛犬の声に湯船から上がった米よね倉くらである。

　モワモワとした蒸気の中に浮き上がる白い肌はだ。成せい熟じゆくした女性の体になる途中の未完成の、しかし、出るところはしっかりと出ている肉づき、そしてクビレ……。隣りに立っている見事なフラットラインを描く六りく道どうの体が、米倉の発育のよさを実際以上に引き立てていた。

「あれがマシュマロ……」

　プッシュウ―――――。

　錦織が鼻から鮮血を飛ばしながら後方に倒れていく。

　そして「湯ゆ煙けむり規き制せいサンセー……」などと意味不明なうわ言を言いながら意識を失う。



　　　　☆



「九時になりました。これより、『ドキッ！　パジャマで王様ゲーム』を始めます」

　再び畳の部屋に四人が集まっていた。

　入浴を済ませ和服からジャージとＴシャツに着替えた女の子三人。同じくジャージに着替えた錦にしき織おりは青白い顔で女の子たちからちょっと離れた場所に、正座している。

「ええー、ご覧のようにパジャマゲームと言いつつ、パジャマ姿の人は一人もいません。本当はあいふぉんはワンコのパジャマで参加する予定でしたが、『錦織くんの目が気になる』ということで急きゆう遽きよジャージに変えたとのことでした」

　六りく道どうが半眼になって錦織を見る。

「そんな目でオレを見るなよ。悪いのは全部あの犬なんだよ！」

　米よね倉くらの方をチラチラと見ながら、錦織は外の方を指差した。

　輝夜かぐやと庭の散歩をしているとサニーに襲おそわれて、逃げているうちにかかる事態になったと説明している。苦しいが、現場にいた輝夜も認めたのでなんとか納得はしてもらえた。

「いえ、別に見られたから、とかそういうわけじゃないですから。ただ、一度ああいうことがあると、どうしても意識してしまうというか……」

　頬ほおを少し赤らめた米倉が、上目遣いで指をツンツンしている。

「あいふぉん、遠えん慮りよしちゃダメ。理由はどうあれ六道たちはあられもない姿を見られたんだから。世が世なら打ち首ものだよ」

「ぐぐぐ……」

　六道のはほとんど目に入ってないから安心しろ、と錦織は言いたかったが、言ったら泥沼なので止めておいた。

「ですが、そんな悲しい過去は、これからやるゲームですっかり忘れちゃいましょう。するのはパーティゲームの定番『王様ゲーム』です。ワ―――――――」

　六道が一人で手を叩たたく。

「この人数で王様ゲーム!?　なんてハイリスクな……」

　王様になる可能性も高いが、王様になられて復ふく讐しゆうされる可能性も高くなる。

「王様!?」

　輝夜の目がキラリと光る。

「そのゲームはどういうルールのゲームなのだ」

「おっ、閣かつ下か、乗ってきたね。ルールは簡単。まず、みんなにくじをひいてもらいます。くじには１から３までの数字と王様と書かれたものがあります。王様を引いた人はその他ほかの人にどんな命令でもできる、というゲームです」

「勝ち負けはないのか？」

「ありません。ただし王様が無理すぎる命令を出すと一気に場がシラケて、王様の信頼度はうなぎ下がりになります」

「ほう。なるほど。王権の執しつ行こうのバランス感覚が要求されるわけだな。おもしろい」

　妙みようなところで気にいったようだ。

「じゃあ、早速、始めちゃいましょう。ジャ――ン」

　六りく道どうが小さなダンボール箱を手に持った。

「箱の中のピンポン球がくじになっています。番号か王様と書かれていますから、こっそり確認してください」

　六道が三人を回って一人ずつくじを引かせて、最後の一つを六道が引く。

（ちっ、２か。王様は誰だれだ？）

　錦にしき織おりは他ほかの三人に抜け目のない視線を送る。輝夜かぐやは露骨に渋い表情を浮かべていたので除外できそうだ。

「王様だった人は手を挙げて！」

「……はい」

　米よね倉くらが控ひかえめな声と一緒に手を挙げた。

「じゃあ、王様。我々臣しん下かに、命令を出してください」

「どんな命令が、いいんでしょう？」

「なんなりと。あいふぉんのセンスで考えてください」

「じゃあ……」

　米倉は唇くちびるの下に指を当てた。

「１は暴れ牛になった２の上に乗ってロデオをするっ！」

「いいねっ！　でもなんでロデオ？」

「最近、深夜に『ジュニア・ボナー』って映画を観ましたので……」

「なるほど！　ちなみに１は六道です。２は誰？」

　六道が緊きん張ちよう気味に、錦織と輝夜の顔を交互に見る。錦織がゆっくりと手を挙げた。

「……オレ」

「よっし！　閣かつ下かだったらどうしようかと思った」

「オレ的には全然よくない……」

「一緒に最高のプレイをしようぜ相棒！」

「早くもノリノリかよ！」

「ぶつぶつ言ってないで、こっちに来て」

「へいへい」

　錦織は重い足取りで手招きする六道の傍そばまでいく。すまなそうな顔の米倉に錦織は弱弱しく親指を立ててみせた。

　六道が錦織の肩かたに手を置く。

「今から錦にしき織おりくんは暴れ牛サンシャインよ！」

「はっ？　サンシャイン!?」

「サンシャイン。よつんばいになりなさい」

「よ、よつんばい……」

　その単語を聞くだけで喘ぜん息そくが出そうだったが、なんとかグッと我が慢まんする。

　錦織が馬の格かつ好こうのまま頭を上げる。丁度、視界に輝夜かぐやがいた。

　右手を握りしめ、目をギラギラとさせて、鼻はな息いきが荒そうだった。これから始まるショーに興こう奮ふんしているらしい。その横で、米よね倉くらまでちょっとワクワクした顔なのが、錦織的にはショックだ。

　ノシッ。六りく道どうがまたがってくる。背せ中なかに押しつけられた柔やわらかなお尻しりの感触が広がる。でも、錦織にはそれを楽しむ余よ裕ゆうはない。

「ぐっ」

　持病の喘息で胸が苦しくなった。お尻に敷かれた屈くつ辱じよく感。体が戦慄わななき、額に嫌な汗が浮かび上がってきた。

「ハイヨー、サンシャイン――!!」

　六道がノリノリの掛け声を上げて、脛すねで錦織のわき腹ばらを蹴けった。スタートの合図らしい。

　錦織がやる気なさそうに動きだす。

　ガッタガッタガッタガッタ……。ロデオの牛というよりは、百貨店の屋上にある百円を入れたら上下運動を始めるマシン（ムーバー）のような単調な動きだ。

「なんだその動きは。もっとダイナミックに動け！　なめているのか!!」

　輝夜が立ち上がって錦織を指差した。ポップコーンや飲料水の容器を球場に投げこむ興奮した観客のような勢いだ。

「ほらサンシャイン、もっと激しく燃えるのよ！　それでも何人ものロデオラーを殺してきた伝説の暴れ牛なの？」

　背中の六道が錦織のわき腹を執しつ拗ように蹴る。そのたびに、錦織の胸の痛みが増していく。

「か、勝手に設定作んなよ！　だいたい、ロデオラーってどこの国の言語だよ！」

「駄だ目めじゃない。サンシャインは牛なんだから、モーモー言ってないと！」

「モ――モ――!!」

　錦織は鳴きながら、やけくそ気味に体を大きく動かした。

「これよ！　西海岸のサーファーが待ち焦がれるという、伝説のウエーブ！」

「ロデオじゃなかったのかよ！」

　錦織はさらに激しく動かした。

　しかし、喘息が出た状態での激しい運動は大きな危険を伴ともなう。

　突然、強烈な胸の痛みが錦織を襲おそった。体に電気が走り、痙けい攣れんを起こす。

　グウ――。

　踏まれた蛙かえるのような声を上げて、錦にしき織おりは六りく道どうを乗せたままノビてしまった。

「六道のサンシャイン、死んじゃった……」

　ピクピクと動く錦織の頬ほおを指でツンツンしながら、六道が悲しそうな顔をした。

「つ、次は私がやってもいいのか？」

　百円玉を持った輝夜かぐやがやや興こう奮ふんした顔で立っていた。

「勘弁してくれ……」

　潰つぶれた格かつ好こうのまま、錦織は消え入りそうな声で呟つぶやいた。



「さあ気を取り直して、第二ラウンドいってみよう!!」

　錦織が復活すると、六道が拳こぶしを突き上げた。

「もう止めようぜ、これ。なんか重い。特に精神的な面で……」

　燃え尽きたボクサーのような格好で座っていた錦織が首を振る。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。次はもっと萌え―――、な罰ゲームになるよ。きっと」

　六道が錦織の腕を取って箱に入れさせ、無理やりくじを引かせる。

「はい、では、次の王様は？」

「あっ……」

　声を上げたのは、米よね倉くらである。

「またしても、キングはあいふぉん！　こりゃ、キングあいの名が定着か？」

「くっ」

　輝夜が悔しそうに唇くちびるを噛かみしめていた。

「では、キング、次のゲームはなんでしょう？」

「じゃあ今度は定番で……。１と３がポッキーゲームをする」

「きました！　ポッキーゲーム!!　ちなみに、六道は２!!　ってことは……」

「１はオレ……」

「私が３だ」

　輝夜がムッツリと手を上げた。

　錦織と六道が同時に頭を垂れる。

「どうせなら、米倉とがよかったな……」

「なぜ六道がロデオで、閣かつ下かがポッキーゲーム？　六道は所しよ詮せん、色物キャラの星の下もとに生まれた女の子なの!?」

「で、ポッキーゲームってなんだ？」

　ブツブツ落ちこむ二人に全く気がついていない様子で輝夜が質問する。

「向かい合った二人がポッキーを両端から咥くわえて食べていって、最初に折った方が負け。でも、どちらも最後まで折らないと……どうなるかはお楽しみ」

「ふむ。ちなみに手を使うのはありなのか？」

「手？」

　錦にしき織おりは不ふ審しんそうな声を上げる。

「どうやって使うつもりか分からないけど、手は使っちゃ駄だ目めだね」

「なるほど」

　輝夜かぐやは頷うなずくと、錦織を睨にらみつけた。

「この勝負、私の勝ちだなハラグロ。腹ふく心しんとはいえ手心は加えない」

「オレは別にどうでもいい……」

「こういうこともあろうかと、六りく道どう、こういうものを用意してきました」

　六道が鞄かばんからポッキーを出してきた。観光地には定番の、通常のものより二回り以上大きいジャイアントポッキー。場所は十と和わ田だ湖こリンゴ味だ。

「では、始めましょう。競技者は前に出てきてください」

　錦織と輝夜が向かい合って立つ。輝夜がコンセントレーションを高めるように目を閉じた。表情を読めないため錦織は不安に駆られる。

「ちなみにチョコ側はどっちって決まってんのか？」

「公式ルールによると、男女の場合は女性側がチョコ。同性の場合は年齢が高い方がチョコ、と決まっています」

「ってか、あんのか。公式ルール」

「さあ、見合って、見合って」

　錦織と輝夜が一本のポッキーを咥くわえあう。

　顔の間は三十センチ弱。結構近くて、錦織はドキドキした。

（このゲームの要素はなんなんだ？）

　錦織はハラグロ思考で考える。恋人同士ならキスに至ればご馳ち走そう様という感じだが、そうでなかったら？　二人とも負けん気が強いと好きでもないのにキスすることになる。

「二人とも、アーユーレディ？」

「ちょっと待った。両方とも折らずにキスになった場合は、どっちの勝ちになるんだ？」

「公式ルールでは引き分け再試合です」

「再試合！」

　錦織は自分の顔の延長線上にある輝夜の桃もも色いろの唇くちびるを見る。魔王の癖くせにカプッと可愛かわいいらしく咥えている。

（輝夜が自分から折ることはない。ってことは、オレが折らない限りキスすることに……）

　もう一度、輝夜の唇を見る。普段、おぞましい台詞せりふを連発する口だが、唇はふんわりとしていて柔やわらかそうだ。

（い、一回ぐらいなら。ゲームだし。……いや、待てっ！）

　錦にしき織おりが回かい避ひ行こう動どうを取らずキスを甘んじて受け入れたら、それを見た人間はどう思うか。

（オレが魔王とキスしたくて折らなかったと思うだろう……）

　負けたくないから、とは考えまい。

（な、なんて奥が深いんだ。ポッキーゲーム……）

　六りく道どうはともかく米よね倉くらに誤解されるのはちょっとイヤだ。白けない程度にかじっていって、適てき当とうなところで切り上げる……。錦織はそう決めた。

「じゃあ、スタート！」

　六道が腕を振り上げる。

（う、うおっ!?）

　錦織は目を見開いた。輝夜かぐやがスタートダッシュを仕掛けてきた。すごい勢いでポッキーをカリカリと噛かんで迫ってくる。

（ど、どうすればいいんだ？）

　真しん剣けんな表情で迫ってくる輝夜の顔に判断が遅れる。

　すぐそこまで来た輝夜のピンク色の唇くちびる。キスでもいいかも……、錦織がそんな風に考えた瞬間――。

　輝夜が膝を上げた。膝小僧が錦織の顎あごを捉える。



    

  
    
      



    

  
    
      　ガツン→グハッ→カリッ。

　ポッキーが折れた。強制的に口を閉じられ、錦にしき織おりが折ってしまったのだ。

「勝った！」

　ガッツポーズの輝夜かぐやの前で、錦織が軽い脳のう震しん盪とうを起こしてバタッと崩れ落ちる。

「ピッピ―――！　閣かつ下か、反則負け!!」

「なんだと!?　私は手は使ってないぞ！」

「脚も駄だ目めです！」

「そんな説明はなかったじゃないか。私は再試合を要求する！」

「六りく道どう、六道……」

　錦織が畳に腹はらばいのまま手をパタパタと振った。六道がしゃがんで耳を近づける。

「オレの負けでいい……」

「錦織くんの敗北宣言を確認いたしました。よって勝者……輝夜真ま央お！」

　六道が錦織の腕を取る。

「よしっ！」

　輝夜が感無量な様子で両拳こぶしを震わせていた。

（ポッキーゲームはもう二度とすまい……）

　畳に顔面を押しつけたまま、錦織は心に誓う。



　王様ゲームもいよいよラストの三回目――。

「よしっ！　ついに王様になったぞ!!」

　輝夜が王様と書かれたピンポン球を掲かかげて高笑いした。

（ついに……。ついにこの時が来てしまった……）

　錦織と六道の間に絶望にも似た緊きん張ちよう感が走る。

　王様ゲームという特性上こうなる可能性はあった。だが真に最悪の事態とは、なってしまうまで実感できないものである。

「で、では王様。ご命令を……」

　六道が緊張した声を出す。

「うむ……では…………。１が……」

　輝夜は顎あごに手を当てて真しん剣けんに考え始めた。

（また、オレかよ！）

　１のボールを握りしめて、錦織はグッと歯を食いしばった。

「いや、それとも……２かな……？」

（どっちだよ！）

「やっぱり１だな」

（はっきりしろよ！）

「１は私を……」

（オレは輝夜かぐやを……）

　錦にしき織おりは息を呑のんだ。

「１は私を、新世界の王にするため、その魂を暗あん黒こく神しんに捧げる！」

「ど――――――――やんだよっ!!」

「なんだお前が１なのか？」

　輝夜はいかにも残念そうな顔になった。

「誰だれでも一緒だっつうの！」

「そんなことはない。悪い神というものは大抵、乙おと女めの魂しか好まないものだ」

「だから誰にもできないって言ってんだよ！　そんなこと！」

「なにっ!?　王の命令には絶対服従じゃなかったのか!?」

　輝夜は頬ほおを膨らませた。

「あのお、閣かつ下か……」

　六りく道どうが二人の間に割って入った。

「最初に言ってなかったのですが、王様の命令は、短時間でこの場でできるものと相そう場ばが決まっています」

「なに、そんな決まり事があったのか？」

「はい。あいふぉんの出した命令を参考にしてくれればいいのですが……」

「ふむ、なるほど」

　輝夜はつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「短時間でこの場でできることか。じゃあ１が……」

「やっぱオレかよ！」

「１が私の足の裏を揉もむ……こんなんでいいか？」

「……おまっ、ワザと言ってんだろ」

　他人の足を揉むなんて、錦織にとってはこれ以上にない屈くつ辱じよくだ。まだ六道を背せ中なかに乗せて暴れ牛をする方がましである。

「うん？　今のもルール違い反はんか？」

　輝夜は尋たずねるように六道の方を向く。

「いいんでない？」

　六道はニマニマ笑いながら、なぜか方言で答えた。

「くっ……。分かった。足の裏でも肩かたでも腰こしでも揉んでやる！　今日からオレがバンテリンだ！」

「うむ。最近、血行が悪いから助かる」

　輝夜かぐやは体育座りを崩すように足を伸ばした。錦にしき織おりはその前に胡坐あぐらで座る。

　輝夜の足の親指が見えた。人差し指が、中指が。どれも健康的な桃もも色いろで意外と小さい。震える手を、輝夜の足に伸ばす。

「うぐっ」

　足に触れる前に、早速、錦織は息が苦しくなった。顔がザクロ色になって、玉のような汗の粒が至る所に浮かんできた。

　ようやく手が足に触れる。プニプニだ。だが、胸が苦しくてそれどころじゃなかった。

「何をしている、バンテリン！　早く揉もめ！　揉みしだけ!!」

　朦もう朧ろうとする意識の中、輝夜の叱しつ咤たが聞こえた。

　一応、親指で輝夜の足の裏を力なく押した。――プニプニ、プニプニ……。

　長くは続かなかった。

「うぐうぐ、うぐぐぐぐ」

　次の瞬間、錦織の脳は酸さん欠けつを起こし目の前が真っ白になる。

　バタン――。

　昏こん倒とうした。顔面から畳に突っ伏した。ボクシングの試合なら、解説者に「ヤバイ倒れ方でしたから心配です」と言われる奴だ。

　真っ白のフワフワとした世界の中で、錦織は思う。

　――最近、オレ、死んでばかりじゃね？　と。



　こうして『ドキッ！　パジャマで王様ゲーム』は錦織の三連敗で終わった。



    

  
    
      


７　輝夜の探検





　二十三時――。

　六りく道どうの予定表ではもう少しで就しゆう寝しん時間である。

「入るよ――」

　錦にしき織おりが敷布団にしっかり糊のきいた真っ白いシーツを被せていると、襖ふすまが開いて六道が現れた。

「やっぱり一人には広いね。贅ぜい沢たくな感じだ」

　畳の部屋を襖で仕切って二つに別けた男側の方。十畳の部屋のど真ん中に錦織は布団を敷いていた。ちょっとした大名気分。

　六道は布団メイキングをする錦織の横にペタンと正座を崩して座る。ショートカットの髪かみから微かにシャンプーのいい匂いがして、錦織はほんの少しドキドキする。

「閣かつ下か、いつ剣を探しに行くって？　あ、閣下なら、さっき、あいふぉんと一緒に、歯を磨きに行ったから大丈夫」

「みんなが寝た後だそうな。六道と米よね倉くらは夜更かしはせず、すぐに寝たふりをしてくれ」

「りょーかい。ぶう。せっかく怪談大会しようと思ってたのに」

　六道は肩かたをすくめた。

「来る前はどうなるかと思っていたけど、今のところ順じゆん調ちようだね」

「そうだな。予想以上に普通のお泊まり会っぽくなってる。今のところ」

「イベントも盛りあがったし……」

「ちなみにお風呂のハプニングは本当に事故だから」

「むしろ必死に否定するのが怪しい」

　アハハと笑う。

「じゃあ夜のことは、あいふぉんにもこっそり伝えておくから」

「おう、頼む」

「あと、閣下が出発した後、六道たちも後からこっそりついていってもいい？」

「別にいいけど、絶対に気づかれないようにしろよ。見つかったらアウトだ」

「うん、分かってる」

　六道は頷うなずくと、ニッコリと笑った。

「結構、楽しいね、閣下と一緒のお泊まり会」

「まあね」

　あとは最後の仕上げ。それさえ終了すれば完かん璧ぺき。明日は花火大会に行くだけだ。

（閣かつ下か、結局、行くつもりなのかな？）

　錦にしき織おりはボンヤリと浴衣ゆかた姿の輝夜かぐやを思い浮かべた。



　　　　☆



　ツンツン。

　錦織は腕を小突かれて目が覚めた。ぼやけた視界に、至近距離から錦織を覗のぞきこむ輝夜の顔が、いきなり飛びこんでくる。

　叫びそうになった口を、ガバッと手で塞ふさがれた。

「モゴモゴモゴッ」

「そろそろ行くぞ」

　輝夜は押し殺した声で言った。

「行くってどこに？　って……、いや、今しがた思い出した」

　寝ぼけた頭にようやく血が巡り始めた。

　上体を起こし、腕時計の時間を確認する。深夜一時。布団に入ってから一時間ぐらいだ。寝ないでいるつもりだったが、つい、寝てしまっていたらしい。

　立ち上がって軽くストレッチをした。

「よし。じゃあ行くか」

「うむ」

　音を立てず廊下に出て玄関へ向かう。

「六りく道どうたちは？」

「ぐっすり眠ってる。鼻をつまんで確認したが、狸たぬき寝ね入いりではなさそうだった」

（耐えたのか、それとも本当に寝ているのか……）

　静かに玄関の戸を開けて外に出る。

「暗いな」

　輝夜が嫌そうに言った。

　ポツポツと配置された外灯以外、なんの光源もない庭。

「月のない夜が希望みたいなこと、言ってなかったか？」

「む、むう」

　玄関の前に立ち尽くしたまま、輝夜は動こうとしない。何か物言いたげな目で、錦織をチラチラと見る。

「閣下。足元が暗くて危のうございます。このハラグロが閣下のお手を取り、ご案内申し上げても、よろしいでしょうか？」

　棒読みで言うと手を輝夜かぐやに差し出す。

「う、うむ」

　輝夜は少し顔を紅潮させながら、錦にしき織おりの手を握った。

　ギュッと、強く。スベスベの肌はだの感触に、錦織の心しん拍ぱく数すうが一瞬跳ね上がった。

「じゃあ、行くか」

「へい」

　輝夜の手を引くようにして錦織は歩き始める。

「場所は分かっているか？」

「母屋おもやの裏とか言っていたから、大体は」

　大体どころか、洞どう窟くつの位置も、『清せい浄じようの剣つるぎ』の場所までバッチリ分かっている。なにしろ錦織が隠かくした張本人なのだ。

　何事もなく母屋の裏手にたどり着く。

「どっちだ？」

「裏うら山やまと言っていたから、方向的にこっちじゃないか？」

　錦織は傍そばの林を指差した。米よね倉くらと行った時と同じルートだ。

「行ってみるか……」

　林の中には灯りが全くない。錦織がＬＥＤのペンライトを点つけるが、照てらす範囲は狭く、足元ぐらいしか見えない。

「ハ、ハラグロ」

「おう」

「もっとくっつくぞ」

「お、おう」

　輝夜はしがみつくように錦織の腕を掴つかむ。それから大きな瞳ひとみで間近の錦織を睨にらみつける。

「な、何も言うな！　私だって情けないとは、思っているのだ」

「わーってるから、怖こわい目で見んなよ。じゃあ、行くぜ」

「う、うむ」

　しがみつかれた体勢のまま林の中へと入っていく。

（うっ）

　時々サワサワッと輝夜の胸が腕に当たる。そのたびに心拍数が跳ね上がる。

　輝夜の顔を見ると不安そうに眉まゆを寄せていた。

（やっぱ、魔王はこういう顔をしている時の方が、カワイイよな）

　でも、いつもこんな顔をしていたら、それは魔王ではない、とも。

　林の中をしばらく進んでいくと、竹林へ分け入っていく石畳の細い階段が現れた。

　近くの竹の枝に木製の看板がかけてあって、『裏山はこちら』と書かれてある。

「こっちのようだな。しかし、どうして看板が？」

「ら、来客用に庭を見せているんだよ。きっと……」

「しかし、この中に……入って行くのか？」

　輝夜かぐやが肩かたを震わせた。漆しつ黒こくの闇やみ。苔こけむした階段、モワッとした土の匂い。事前に来たことのある錦にしき織おりですら、上っていくのには少し勇気をふるう必要があるほどだ。暗くら闇やみが苦手の輝夜には、相当キツイだろう。

「オレがひとっ走り行って、聖せい剣けん取ってこようか？」

「駄だ目めだ。聖剣は自分で手に入れないと意味がない。それに……お前が取ってくる間、こんな所で一人で待っているのは……イヤだ」

　いじらしく唇くちびるを結んでみせた。

「うっ」

　つき上げるような衝しよう動どうに耐えるため錦織は舌を噛かんだ。『錦織・特殊技能四十八手』の一つの応用テクニック。

「そ、そうだな。じゃあ一緒に行こうぜ」

「うむ。それはともかくハラグロ、なんだか口から血が溢あふれ出ているようだが」

「気にすんな。単なる持病の癪しやくだ。じゃあ、上っていくぜ」

　錦織は袖で唇を拭いながら、階段を進んでいった。



　微妙に時間を遡さかのぼり、離れの六りく道どうと米よね倉くらが寝ている部屋――。

「かなめ。かなめったら」

　暗闇の中、米倉がコアラのように布団に抱きついた六道の体を揺ゆすっていた。

「う――ん、むにゃむにゃ。もう食べられないよう」

「呆あきれた。こんな食しよく糧りよう難なんの時代のような夢を現実に見る子がいるなんて」

「失しつ敬けいな！　六道は三日に一回はご馳ち走そうを食べる夢を見ながら目が覚めるんだよ！」

　パチッと目を開いて六道が目覚める。

「おはようあいふぉん。今日もいい朝だね、ってまだ夜じゃん！」

「一人ノリツッコミ!?　それより輝夜さんたち、行っちゃったよ」

「しまった！　寝過ごした！」

「熟じゆく睡すいしていたの!?　私には寝たフリをするように言っておいて……」

「もっと早く起こしてくれればよかったのにぃ」

「起こそうとしたのに、なかなか起きてくれなかったの！」

「閣かつ下かたち、もうだいぶ先かな？」

「そんなことないと思うよ」

「追つい跡せきだ！」

　六りく道どうがガバッと立ち上がる。パンツの半分（半ティ）が見えるほどずり下がったジャージを上げると、腰こし紐ひもをギュッと縛った。両手で頬ほおを叩たたいて気合を入れる。

　大急ぎで離れを飛び出していき、母屋おもやの角を曲がった所で、ととと、と立ち止まり、後退する。

　林に入っていこうとしている錦にしき織おりと輝夜かぐやの姿が見えたのだ。

「なにあれ！　なに青春してんのあの二人っ！」

　角から顔を出した六道の視線の先で、腕を掴つかんだ輝夜が錦織をジッと見つめていた。

「六道ショック!!　いつの間にあの二人はあんな関係になったの？　キシャ――」

　ハンカチを噛かみしめた。

「なんだかいい雰ふん囲い気きだね。あの二人」

「なにがどうなったら、ああいう惨さん状じようになるわけ？」

「惨状って……。あ、行っちゃうよ。まだついていく？」

「もちろん」

「でも、もっとすごいことしちゃうかもしれないよ。あの感じだと」

　米よね倉くらが顔を赤らめる。

「断だん固こ阻そ止し！　投とう石せきしてでも止めさせる！」

「なんという実力行使！」

　でも、本当に六道が石を投げる時は、自分も投げようと米倉は思うのだ。





「今、なんか人の気け配はいがした」

　輝夜が急に立ち止まり、辺りをキョロキョロ見回した。

　錦織はギクリと緊きん張ちようする。追つい跡せきするとか言ってた、六道たちの可能性がある。

「動物でもいるんじゃないか？」

「いや、そういう感じではなかったが……。それも複数いた気がする」

（どういうセンサー積んでんだよ！）

　錦織はハラハラしながら、輝夜の顔色をうかがう。

「そ、それより！　閣かつ下か。もうちょっと腕を掴む力を弱めてくれないかな。なんかさっきから、骨ほねがミシミシ言ってる感じなんだが……」

「す、すまない」

　若干、力が弱まる。

「もうすぐ聖せい剣けんがこの手に入る高こう揚よう感かんからつい力んでしまうのだ」

「言い訳の方向性が、いちいちズレてんな」

　とりあえず人の気配の話題をそらせるのには成功したので、錦織はホッとする。

　さらに上っていく。と、階段が急に途切れて開けた場所に出た。

　立ち止まって錦にしき織おりはペンライトで辺りを照てらす。草の生えていない岩いわ肌はだの地面と、その向こうに五メートルくらいの小さな岩がん壁ぺきが見える。

　岩壁の上はもう少し山が続いている。ここは裏うら山やまの中腹のようだ。岩壁にポッカリと穴が開いている。大人二人が腰こしをかがめてようやく入れるような狭い洞どう窟くつだ。

「あれ……だな」

　輝夜かぐやが緊きん張ちようした声で言った。

「奥は深いのかな？」

「さあ（ぶっちゃけ、深くない）」

「よし行こう、ハラグロ」

「おう」

　錦織と輝夜はゆっくりと、洞窟へ接近していった。





　錦織たちに遅れること数分で階段を上り切る。既に錦織たちは洞窟の中に入った後。

「私たちも洞窟に入りますか？」

「でも、それだと鉢合わせしちゃう可能性高いから。追つい跡せきはここまでかな」

　岩壁の端まで移動して陰かげに隠かくれる。

「でも、あの中で二人が何をやっているのか、ちょっと気になるね。狭いし、真っ暗だし。おまけに剣ゲットで閣かつ下かは興こう奮ふん状態。そこを錦織くんが得意のベロチューで祝福……。キャー、不ふ潔けつよ錦織くん！」

　六りく道どうは勝手に妄想して、一人で拳こぶしを震わせていた。

「じゃあちょっと、中を覗のぞいてみます？」

「う―――ん。じゃあ、ちょっとだけ」





「これ……なのか？」

　輝夜の声が震えていた。

　洞窟の最さい奥おう部ぶ……。と、言っても、入口から十メートルくらいの距離の場所。そこに剣が刺さっていた。

　太た刀ちの形けい状じよう。銀色の刀身。田た宮みや製せい塗と料りよう・エナメルＸ11クロムシルバーが微妙な輝きを放っていた。横には『この剣を抜きし者、やがて世界の王になるであろう』という文字が書かれた看板。こちらは米よね倉くらが筆ふでペンで書いたものだ。

「おお。ついに」

　興奮で恐怖が消えたのか、輝夜かぐやは錦にしき織おりの腕を離した。飛びかかるような勢いで、剣に近寄っていこうとする。

「ちょっと待った！」

「なんだ、ハラグロ」

「まず、安全のためにオレが試してもよいか？」

「む。貴様、まさか世界の王になるつもりか？」

「いや、どうせオレが抜けるわけがない。ただし罠の可能性もある。一応、配下であるオレが試そうと思って……」

「なるほど。確かにハラグロごときに抜けるようでは聖せい剣けんとは思えないからな」

　輝夜は顎あごに手を当てて頷うなずく。

「ではまず、ハラグロが試してみろ」

「うん」

　錦織が剣の前に立つ。約十二時間ほど前に自らの手で突き刺した物だ。刺し方が甘かったせいか、自重で微妙に傾いている。

　錦織が剣の柄を両手で掴つかむ。腕に力を入れて、引き抜こうとした。

「ぐっ。ぐ―――――――――――。こ、これは！」

　全然、抜けてこない聖剣。パントマイムだ。物もの凄すごく力を入れて引いているように見えるが、実は全然、力が入っていない。こういう演えん技ぎなら、錦織は大得意なのだ。

「ゼ――ゼ――、ハ――ハ――。これは無理だ。オレじゃあ、全然、抜けそうにない」

　剣を離すと、肩かたで息をしながら戻る。

「本当か？　お前が非力なだけじゃないのか？」

「オレは閣かつ下かに比べたら非力かもしれないが、高校一年の男子的には平均的なんだ」

「そうか。ならば次は私が試してみよう」

　輝夜が緊きん張ちようした面おも持もちで剣の前に立つ。

　ゆっくりと剣の柄に手を伸ばした。

　ス――――。

　大きく息を吸いこむ。

「はあっ！」

　気合一つ入れて、輝夜は聖剣を引っ張った。

　スポン――。

　見事、地面の中から全すべての刀身が現れた。

「やった、抜けたぞ!!」

　輝夜が叫ぶ。

「閣下、やったじゃないか！」

　調子を合わせながら、錦にしき織おりは「そりゃ抜けるよなあ……」と、内心白けていた。むしろ抜けないヤツがいたらどんな虚きよ弱じやく体たい質しつだよ、とツッコミを入れるところだ。

「これで私は新世界の王にまた一歩近づいた！」

　輝夜かぐやが聖せい剣けんを水平に構えて、錦織によく見せようとする。制作者として見飽きていた錦織だが、一応、義ぎ理りで見つめる。

　それまで感激していた輝夜が、急に気が抜けたような顔になった。

「にしても、あっさりだったな。もっと、光が溢あふれるとか、天の声が聞こえるとか、そういうことがあると期待していたんだが」

「そ、それは映画の話だろ？　現実の聖剣は、もっと地じ味みで奥ゆかしいものだ」

「ふーむ。むっ、この柄のところに、小さく『吉よし野の古こ道どう』と書いてあるが」

「（しまった、見落とした）六りく道どうの先せん祖ぞの出身は都だろ？　当時の都と言えば、あの辺だ。そういうことだろ」

「なるほどな……。まあいい。これで、私は新世界を構築する資格を得ることができた」

　輝夜は本当に感慨深そうに頷うなずくと、優しげな表情を錦織に向けた。

「今回はハラグロもよく頑張った。お前がやったことと言えば私についてきたことぐらいだが、お前がいなければ手に入れることはできなかった」

　無邪気な微笑ほほえみを浮かべ、花束でも抱きしめるようにデコレ木ぼく刀とうを胸にギュッとした。

「うっ……」

　錦織は軽く罪悪感を覚えつつも、胸を高たか鳴ならせる。角が取れた時の輝夜は本当に可愛かわいい。今回は洞どう窟くつまで密着していたせいで、特に輝夜が女の子であることを意識してしまう。

「参さん謀ぼうなんだからこれぐらいして当然だが……、感謝する。ありがとう」

「閣かつ下か……」

　錦織は輝夜を見つめた。サラサラの長い髪かみ、細めた瞳ひとみ、やや紅潮した頬ほお、桃もも色いろの唇くちびる。なんだか全部、異様に可愛く見える。

　暗い、狭い空間に二人っきり……。瞬間最大風速的に錦織の中の「輝夜が可愛くてしょうがない度」が高まった。

「閣下……」

　錦織は一歩、輝夜に近づく。

「ん？」

　不ふ思し議ぎそうな輝夜の表情ですら今の錦織には高ポイント。普段ならこのへんで自制の声がどこからか聞こえてくるところだが、それもない。

「閣下……いや、むしろ輝夜」

　輝夜の髪に触れようと右手を上げかけた。その時――。

　ドスッ、カランカラン。

　鈍い音と一緒に、強烈な痛みが錦にしき織おりの背せ中なかに走った。錦織は悲鳴を上げて逆エビの字型に背中を反らせると、その場に座りこむ。

「なんだ今の音は？　人の気け配はいがしたぞ！」

　輝夜かぐやが携けい帯たい電でん話わの明かりを洞どう窟くつの出口へ向ける。

　赤いジャージ姿の二人組が、ダッシュで逃げようとしていた。

「サイクロン、よねのすけ！　そこで何をやっているんだ!?」

　輝夜の鋭するどい声が飛ぶ。二人はピタリと立ち止まると、ゆっくり振り返った。

（あのバカ……）

　錦織は胸の中で舌打ちする。

「どうしてお前たちがここにいるんだ」

　輝夜が来い来いと手招きした。ばつの悪そうな顔の六りく道どうと米よね倉くらがトボトボとやってくる。

「これはどういうことだ？」

「ええっと、その……」

　六道が口をモゴモゴさせる。

「実は輝夜さんが布団からいなくなっていることに気がついて……、探していたら錦織くんと裏うら山やまに登っていくのが見えたので……、追いかけてきました」

　米倉がフォローする。

「そうそう。なんだかイチャイチャと」

「イ、イチャイチャなどしていない！　足元が暗いのでハラグロに案内させていただけだ」

　輝夜が顔を紅潮させた。

「でもなんだかいい雰ふん囲い気きだったよ？」

「そんなことはない。私としては屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちの時間だった」

「屈辱と羞恥……」

　錦織が呻うめくように呟つぶやく。軽くトラウマになりそうだ。

「それはとりあえず置いておいて……その胸に抱いている剣はなんですか？」

　米倉が眼鏡めがねをキラリと光らせた。

「も、もしかして、それ『清せい浄じようの剣つるぎ』!?」

　六道も大おお袈げ裟さな演えん技ぎで驚いてみせた。

「い、いや、これは断じて『清浄の剣』などではない」

「しかし、そのいぶし銀の刀身と、全体が纏まとう高こう貴きなオーラは、まさしく伝でん承しようにある『清浄の剣』そのものです」

「違う。これはそのような剣ではない。そうだよな、ハラグロ！」

　輝夜が口裏を合わせろと言わんばかりに錦織を睨にらみつけた。

「そうだ。それは聖せい剣けんではない。オレが妹から借り受けた木ぼく刀とうにカラーリングした物だ。

　閣かつ下かが護身用の武器を所望するので用意した」

　錦にしき織おりはパタパタとお尻しりの土つち埃ぼこりを払いながら立ち上がる。

「だから、君たちの先せん祖ぞが関わったという聖せい剣けんでは断じてない」

　大おおまじめに言うと、六りく道どうが今にも噴き出しそうな顔で肩かたを震わせた。

「ほらな。ハラグロもそう言っている。だから間違いない」

「そうですね。確かに言われてみると、細部が伝でん承しようと違うような気もします。でも、じゃあ、どうして二人でこんなところに……？」

　米よね倉くらは冷れい静せいにツッコミを入れる。会話としては当然の流れだが、錦織としてはできればそのまま流して欲しかった。

「そ、それはその……、よねのすけが入ってはいけない禁断の洞どう窟くつがあると言っていたから、新時代の探求者として純粋に興味が湧いただけのこと」

「錦織くんだけを誘った理由は？」

「お前たちを誘うと反対しそうだからだ。何しろ禁断だからな」

「なるほど。一応、筋が通りますね」

　バチバチと二人は視線を交錯させる。錦織には米倉がなぜか怒おこっているように見えた。

「だが特になにもない洞窟だったから、そろそろ帰ろうと思っていたところだ」

　輝夜かぐやが微妙に体を動かして、聖剣の説明書きのあった看板を体で隠かくそうとする。

　米倉は、まだツッコミが足りないような顔をしていたが、しぶしぶ頷うなずいた。

「……そうですか。じゃあ夜も遅いですから、戻ってまた休みましょう」

　回れ右して歩き出す。錦織はホッと安あん堵どのため息をついた。

「それはそうとさ……」

　四人で洞窟の出口に向かいながら、錦織は六道の背せ中なかをツンツンした。

「さっき背中に強烈な衝しよう撃げきがあったんだが、心当たりある？」

　六道と米倉が顔を見合わせる。

「さあ」

「心当たりはありませんが」

「そうか……。なんだか石でもぶつけられたかのような痛みだったんだけど」

「きっとそれは花か崗こう岩がんの塊かたまりです。これぐらいの大きさの」

　米倉は手で大きさを示してみせた。

「心当たりがないわりに、妙みように具体的！」

「それは天罰……、かもしれません。イヤらしい気持ちを抱いだいたことへの」

「もうちょっとで押し倒しそうな勢いだったもんね」

「ちょっ。そんなこと思ってないぞ！　ただちょっと…………髪かみに触れようかなと」

「まっ、聞きまして？　髪ですって。イヤらしい」

「艶なまめかしいですね」

「なんの話だ？」

　先頭を歩いていた輝夜かぐやが振り返ったので、三人は「なんでもない、なんでもない」と首を振った。

（確かにあの時はヤバかった……）

　輝夜が本当に可愛かわいく見えた。押し倒さなくても、好きにはなってしまいそうだった。

（次に同じような気持ちになった時は、『輝夜は魔王』を三回唱えることにしよう）

『エア手帳』に自分ルールを書き加える。ただ、また本当にそういう気持ちになった時は、そんな呪じゆ文もんなど全然効果がないような気もしてならなかった。



    

  
    
      


８　輝夜の正論





「『ドキッ！　花火大会』始まるよ！　ほら、六りく道どうのスケジュール通りになったでしょ？」

「……まあ、結果的にはな」

『拡大・新世界構築会議（お泊まり会）』二日目。澄み切った青空に入道雲が現れた午後一時。米よね倉くら邸ていの離れの玄関前に錦にしき織おりたち四人の姿があった。

「お泊まり会の二日目は午後から動き出す、の法則……。六道の読み、パーフェクト！」

「あのな。言葉を返すようだが、六道以外は全員九時には起きていたんだ……」

「でも、昨日の夜は色々あったし……」

「それでも十時間睡眠は寝すぎ。お前は赤ちゃんかよ」

「バブー。寝る子は育つ。これも大人の女になるための作戦だよ」

　六道は黄色い浴衣ゆかたの袖をフリフリしてみせた。

「まあ、他ほかに何か予定があったわけでもありませんから」

　米倉がやんわりと友人をフォローする。彼女も萩はぎの柄の浴衣に身を包んでいる。指から提げた真っ赤な巾着と、帯に差した小さな団扇うちわが涼しげだ。

「むしろ私は出発が早すぎると思うがな。こんな時間から行って何をするつもりだ？」

　輝夜かぐやが唇くちびるを尖とがらせていた。ひまわりの柄の浴衣ゆかた姿。オーソドックスなデザインだが、黒くろ髪かみの輝夜によく似合う。

（やっぱり、輝夜は和服がいいな）

　本当によく似合っている。……。そう。もし右手に握られている物がなかったら。

「なあ、閣かつ下か……。どうしても、それは持っていくのか？」

　錦にしき織おりは輝夜が握りしめたデコレ木ぼく刀とうをジッと見つめた。人工的な銀色のカラーリングが伝統的な服装との絶妙なミスマッチを演出している。

「当然だ。誰だれかに奪われたらいけないし、それに最近、物ぶつ騒そうだからな」

　輝夜はデコレ木刀で野球のバットのように軽く素振りをする。

「それにしたって、もうちょっと目立たないように持とうとは思わないのか？」

「じゃあ背せ中なかに差しておくか」

「ビームサーベルかよ！」

「刀袋があれば少しはマシになるんですが、ありませんでした……」

　米よね倉くらは残念そうな顔をする。

「まあ、お祭りだし。屋台のクジで当たった景品と思ってくれるんじゃない？」

「だといいけどな……」

　これ以上言うと、輝夜が花火に行かないとへそを曲げそうなので錦織は止めておいた。



　花火が打ち上げられる海岸の国道沿線には、既に屋台が立ち並び、浴衣姿の見物客が集まり始めていた。防ぼう波は堤ていの側そばで四人は立ち止まり海の方を眺める。弓のような砂浜、入り江、半島の先に小さな社やしろがあった。

「花火の発射台が見えますね」

　ロープで隔へだてられた海岸の一部の内側に、筒のような物がいくつも設置されていて、その周りでは花火職人たちが五時間後に始まる本番の準備に追われていた。

「とにかく屋台でご飯。栄養取らないと、どんなに睡眠しても、六りく道どう、成長できません」

「賛成」

　焼きそば、たこ焼き、お好み焼きをハシゴして、朝から何も入れていない胃袋を満たすと、四人は、今晩花火を見る場所を決めるため海岸通りを歩き出した。そろそろ午後三時。場所取りが始まる時間だ。

「どの辺がいいんでしょうか？」

「発射位置に近いと迫力はあるけど、見上げることになるから首が痛くなるんだよね」

　そんなことを話しながらベストポジションを探していると、前方からセーラー服姿の女の子の三人組が歩いてくるのが見えた。

　全員、異常に長い丈たけのスカート、逆に裾すその短いブラウス、古めかしいパーマのかかった茶髪、濃すぎる化粧……。どう見ても不良の女の子だ。

（うわあっ。ああいうのって、前世紀に絶滅したのかと思ってたヨ）

　黒くろ山やま東ひがし女子、通称クロ女じよだな。あのワルで有名な……）

　錦にしき織おりができるだけ目を合わせないようにして不良軍団とすれ違おうとした時、中心の一番背の高い女の子が立ち止まった。

　女の子は「ああっ！」と叫んで、輝夜かぐやを指差す。

「お、お前は……」

　目を大きく見開き、口の端を大きく上げて、体をワナワナと震わせていた。どう見ても友好的な態度ではない。一方の輝夜は不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

「ええっと……その……、お知り合い、ですか？」

　六りく道どうがおそるおそる輝夜に聞く。

「いや、初めて見る顔だが……」

「なわけねーだろ！　なめてんのか！　輝夜真ま央お！」

　女の子は、今にも襲おそいかかってきそうな勢いで名前を叫んだ。

「メグちゃん、この女、知り合い？」

「こいつが前に言ってた、中学時代、オレに最大の屈くつ辱じよくを味わわせた女だ！」

「もしかしてそれ、メグちゃんがパンツ一丁で木に括くくりつけられた、あれ？」

「「悲しきパンツ事件!?」」

　錦織と六道が思わず声を揃そろえた。新学期早々、クラスで話題になった、中学時代に輝夜が起こしたという事件。輝夜が絡からんできた不良たちをパンツ一丁にしたという伝説だ。

「ああ？　なんで知ってんだよ、お前ら！」

　不良の女の子、通称メグちゃんは顎あごを上げて、錦織たちにガンを飛ばす。

「ちょ、ちょっと小耳に挟んだことがあるだけ……です」

　錦織はパタパタと手を振る。

　メグちゃんはフンと鼻を鳴らすと、また輝夜の方を向いた。

「今のでオレが誰だれか思い出したか、輝夜真央！」

「すまない、それがまったく。……妙みようだな。私は一度見た顔は忘れないタイプなんだが」

（見たそばから忘れていく、の間違いだろ！）

　錦織は胸の中で叫ぶ。

「焼きを入れてやるからついて来い！　お前もパンツ一丁で吊るしてやる！」

「興味ない。断る」

　怒りで真っ赤になった顔で指差したメグちゃんの手を、輝夜は無む下げに払った。

「貴様――！」

　メグちゃんが今にも襲おそいかかりそうな勢いで、輝夜かぐやに迫る。その腕を他ほかの二人が止める。

「ここでやるのはまずいって」

「人、多いし」

　確かに目立っていた。浴衣ゆかた姿のカップルや子供連れの親たちが、眉まゆをひそめて通り過ぎている。不良が一般人にからんでいるようにしか見えないのだろう。

「くそっ。このままですむと思うなよ！」

　バンと地面を踏み鳴らすと、凡ぼん庸ような捨て台詞ぜりふを残してメグちゃん一行は去っていった。

「危なかった……。どうなることかと思っていた」

　錦にしき織おりは安あん堵どのため息を吐き出す。

「閣かつ下か、本当に覚えてないの？　さっきのメグちゃんのこと」

「まったく、ぜんぜん、これっぽっちもだな」

「じゃあ、不良に絡からまれた閣下が、木に括くくりつけた事件のことは？」

「それは微かに記憶があるが……、やはりよく覚えていない」

　輝夜はすました顔で首を振る。

「大丈夫なのかなあ。閣下って知らないうちに色んな人の恨うらみを買っていたりして……」

「為い政せい者しやというものは、時として一部の人間から憎まれたりするものだ」

「いやいや。さっきのは、そういうのとちょっとちがう」

「まあ何もなくてよかったじゃないですか」

「このまま終わってくれればいいんだけどな……」

　錦織は深刻な顔で腕を組む。あのメグちゃんが、簡単に輝夜への復ふく讐しゆうを諦めるような気はしなかった。



「ムッキー！　六りく道どう、さっきから一勝もできてないんだけど!!」

　六道はトランプのカードを膝ひざの上に放り投げて、お手上げという風に両手を上げた。花火見物のポイントに決めた砂浜の一角に行楽用シートを広げ、花火の時間までトランプをして過ごしていた。

「圧倒的に不利だよ。この面めん子つ！」

　六道が錦織たちを指差す。錦織と米よね倉くらは正攻法でトランプが強く、輝夜もツキまくっていてありえない手を連発。六道は凡ミス連発の上、運にも見放されている感じだ。

「なに逆ギレしてんだよ。別にいいだろ、何か賭かけているわけじゃなし」

「とにかくもうトランプは終わり。もうそろそろ、打ち上げの時間だしね」

「そろそろったって、打ち上げの七時まで時間あんぞ」

　錦織が携けい帯たい電でん話わで時刻を確認する。五時過ぎだった。

「なに？　まだそんなにあるのか。どうしてこんなに待たされないといけないのだ？」

　輝夜かぐやが頬ほおを膨らませていた。

「花火とはそういうもんだ。周りを見てみろ」

　花火客が段々と増えてきている。いつの間にか錦にしき織おりたちの周囲にもシートやござが敷かれて、その上で肩かたを寄せ合うカップルや屋台の食べ物を食べる家族が打ち上げの時間を待っていた。

「打ち上げの時間が近づくと、屋台が混こみますね。今のうちに何か飲み物を買ってこようかと思いますけど、何か希望はありますか？」

　米よね倉くらが裾すそを押さえて立ち上がる。

「私は烏龍茶うーろんちや」

「バヤリース」

「オレもお茶かな……。ってか、オレも行こうか？」

「ジュース四本ぐらい大丈夫です」

　米倉は微笑ほほえむと花火客のシートの間を縫うように行ってしまった。

「じゃあ、閣かつ下か。あいふぉんがいなくなったところで、例の話をしちゃいましょ」

　六りく道どうがシートの上をよつんばいで移動して、輝夜ににじり寄った。

「例の話？」

「だ――か――ら――、あいふぉんを、閣下の仲間にする話」

「ああ」

　輝夜はポンと手を叩たたいた後、首を捻ひねった。

「あいふぉん、いい娘こでしょ。可愛かわいいし、まじめだし、性格も最高だし」

「ああ、そうだな」

「じゃあ、仲間にしちゃえばいいじゃん」

「う―――む。確かに米倉に欠点はない。しかし逆に、これといって特徴もない」

　輝夜は錦織と六道を順に見る。

「錦織には智ち謀ぼう、六道には異能力の可能性があった。米倉にもそういうウリが一つ欲しい」

「副委員というだけじゃ駄だ目め？」

「ハラグロとかぶる」

「でも錦織くんよりダイナマイトボディだよ」

「まだ弱いな」

「う――――ん、採点辛いなあ。参さん謀ぼう役の錦織くんはどう思ってんの？」

「オレか？」

　錦織は耳の後ろを掻かいた。

「オレ個人としては仲間になって欲しいが、未来のある彼女に重い十字架を背負わせるのは忍び難いような気もする」

「遠まわしに六りく道どうには未来がない的なことを言われたような気がするんですけど」

「気にすんな。信じれば道は開ける」

「既にそこまで絶望的状況!?」

「ちなみに米よね倉くら本人は、本当に仲間になりたがってんの？」

「興味あるっぽいよ」

「ふ――む。あいつも物好きだよな」

　六道も米倉も、何を好きこのんで、輝夜かぐやの仲間になろうとするのかがよく分からない。

　錦にしき織おりも最初に脅されて仕方なく仲間になっただけなのだ。



　　　　☆



「クシュン――」

　米倉は可愛かわいくクシャミをすると、シュンシュンと鼻をすすった。

「うう。やっぱり、錦織くんにも来てもらえばよかった……」

　ジュース四本の入ったビニール袋を持って、米倉は花火客の混雑の中を戻っていた。ジュース自体は重くないが大勢の人の中を歩くのは疲れることを知った。特に周囲の大人数に対し、自分だけ一人という精神的な疲労が大きい。

　時折すれ違う浴衣ゆかた姿のカップルが少し羨ましくなってくる。

（錦織くんと一緒に来ていたら、私もそういう風に見えていたのかな……）

　頭の片隅で考えたそんな想像に、顔がほんのり赤くなった。

（あうあう。私ったらなにを変な妄想しているんだろ）

　米倉は顔を隠かくすように下を向いて、人ごみを掻かき分けていく。

　ドン――。

　誰だれかにぶつかった。

　米倉がぶつかったというより、相手からぶつかってきた、という感じだった。

「ごめんなさい……」

　上げた顔をいきなり睨にらまれる。見覚えるのある顔が三つ。全員スカート丈たけの長いセーラー服。前に見た時と違い、なぜか全員マスクをつけていた。

「あんた、輝夜真ま央おと一緒にいたよな」

「ええ……」

「悪いけど、一緒に来てくれない？」

　米倉は震える顔で頷うなずく。やっぱり錦織と一緒に来ていればよかったと思った。



　　　　☆



「なんか米よね倉くら、遅くないか？」

　最初に異変に気がついたのは錦にしき織おりだった。

「もう三十分だぜ。いくら混こんでてもちょっと遅いだろう」

「じゃあ、六りく道どう、電話してみるよ？」

　六道が携けい帯たい電でん話わを取り出した時、ドボルザークの『新世界より』が流れ始めた。

「誰だれの携帯？」

「私だ。よねのすけからみたいだな」

　輝夜かぐやが帯に挟んでいた携帯電話を耳に当てた。

『……ああ、私だが。……はっ？　……ああ、なるほどな。理解した。それで……？』

　錦織は六道と顔を見合わせる。米倉との会話にしては口調が妙みような感じだ。

『……工場？　工場ってどこだ？　……ああなるほど。分かった、行ってみる。では』

　ピッ。輝夜は電源を切った。

「あいふぉん、なんかトラブル？」

「ああ、トラブルみたいだ。なんだか拉ら致ちられたらしい」

「拉致!?」

「今の電話は、拉致ったイワサキ・メグミと名乗る女からだった」

「それってメグちゃん!?」

「よねのすけを返して欲しければ、使われなくなった缶かん詰づめ工こう場じように私一人で来い、とのことだ。海岸沿いに花火会場の反対側へ進んでいけばあるらしい」

「サイアク過ぎる」

　錦織は頭を抱えた。嫌な予感はしていたが、まさか連中が米倉を襲おそうとは思わなかった。

「どうすんだよ！　閣かつ下かのせいで、関係ない人間がとばっちりを受けたんだぞ！」

　思わず感情的に叫んでしまった。しかし、叫んだすぐ後にばつの悪い気持ちになる。確かに米倉が連れて行かれた原因ではあるが、輝夜自身が悪いわけではない。

「そうだな。確かに私のせいだ」

　輝夜はデコレ木ぼく刀とうを持って静かに立ち上がる。

「よねのすけは私が責任をもって助ける。だからハラグロはこれを」

　真しん剣けんな表情でデコレ木刀を錦織に渡した。

「手ぶらで来いとのことだった。これをお前に託す。もしもの時はお前が私の遺志を引き継ぎ、新世界の構築を目指してくれ」

「おい、ちょっと。もしもの時ってどんな時だ？」

「さらば、ハラグロ、サイクロン」

　輝夜かぐやは手を上げると、回れ右をして砂浜の花火客の中へ消えていってしまう。

「閣かつ下かの背せ中なか……、かっこいい」

　六りく道どうが感動したように、輝夜の行った方向をいつまでも見ていた。

「いや感激してる場合じゃないって。不良連中の待つ工場に一人で行ったんだぞ。おまけに米よね倉くらを人質に取られた状態で。このままじゃ本当にヤキを入れられてしまうぞ」

「閣下なら大丈夫じゃない？　昔だって返り討ちにしたんだから」

「通常ならそうかもしれないが、もうすぐ夜だろ？　工場の中とか絶対薄暗いぜ。魔王は暗いのがものすごく苦手なんだ」

「あっ、そうか」

　錦にしき織おりは唇くちびるを噛かみしめる。米倉も心配だが、輝夜が不良たちに酷ひどい目に遭わされるのも絶対に阻そ止ししたい。輝夜に託されたデコレ木ぼく刀とうを強く握りしめる。

「だったら六道たちがこんなところにいたら、いけないってことじゃない？」

「そういうことだな」

　錦織と六道は同時に立ち上がる。場所を取られないようシートに六道の巾着を残すと、輝夜の後を追って群ぐん集しゆうへと向かっていった。



　花火で通行規き制せいのかかった海岸沿いの車道を、錦織と六道は花火に集まる群衆と逆向きに走っていく。

「すぐ分かるのかな。缶かん詰づめ工こう場じようの場所って」

「オレもこの辺はさっぱりだ」

　しばらく走っていくと砂浜が川によって途切れ、埋め立てられた土地に切り替わった。

　資し材ざいや廃はい車しやが捨てられた空き地に続き、フェンスに囲まれた工場らしきものが現れる。赤錆びに覆われた門には「○×鯖缶詰工場」と消えそうな文字の看板がかかっていた。

「ここだな」

　道路沿いからの侵入は目立つので、フェンスに沿って埋立地を海の方向へ向かう。一番混こんでいる砂浜からやや離れたここでも、一部の見物客、特にカップルがパラパラとシートを広げて花火の打ち上げの時を待っていた。

「ねえねえねえ、あれ見てよ！」

　六道がシートの上で際どい格かつ好こうでラブラブしてるカップルを見て鼻はな息いきを荒くした。

「誰だれも見ていないと思っているのかねえ。奥ゆかしさを尊とうとぶ日本の心はどこにいったのか」

「いいからまじめに入れそうな場所を探せって」

　錦織は六道の頭をグッと掴つかんでフェンスの方を向かせる。

　海の方向へさらに進んでいくと、フェンスの鉄線をペンチか何かで切り取って、ポッカリ穴の開いた場所があった。

　二人はそこから工場の敷地内へと入っていく。腰こしをかがめてアスファルトの駐車場を横切り、薄汚れたセメントパネルの工場の外壁かべに張りつく。そのまま窓の近くまで移動した。

　窓から少し顔だけ出して中を窺う。

　工場の中はがらんどうだ。機械類は全すべて処分されたのか、壁と窓に囲まれた学校の講堂ぐらいの空間に、大きなドラム缶が所々に置かれているだけだ。

　ポツンと、明かりが見えた。一つのドラム缶の上に、キャンプで使うような据え置き式の懐中電灯が置かれてあって、その周りにセーラー服の女の子三人がしゃがんでいた。

「メグちゃんはいるけど、あいふぉんいないね。閣かつ下かも……。先行してると思うんだけど」

「結構、暗くなってきたからな。工場の中のどこかで動けなくなってるかもしれない」

「閣下の暗くら闇やみ苦手って、そんなに重症なの!?」

「……なあ、六りく道どう」

　錦にしき織おりは窓から女の子たちを見つめながら言う。

「なにゅ？」

「お前の奥おう義ぎ、ええっと、そうだ。『浄じよう化か光こうハンド』な。あれってば、水を綺き麗れいにすることしかできないのか？」

「空気とかもできるけど？」

「空気もか。じゃあ綺麗にすることができるのなら少しエントロピー増減の方向を変えることで逆に空気を汚お濁だく化か、中の敵を一いち網もう打だ尽じん……。なんてことができたりしないのか？」

「そういう少年誌的なノリはちょっと……」

　六道はムリムリと手を振る。

「でも睡眠中の空気を浄じよう化かして、リフレッシュした気持ちで朝を迎えるようにはできるよ」

「オレ、今なら力強く断言できる。ホント、ホントーにお前の能力って意味ねえよ！」

「シュン……。でも六道は片手で『浄化光ハンド』を使うことぐらいしかできないけど、ママやばっちゃは違うんだよ」

「ほう、そうなのか。一応、聞いておくがママやばっちゃは何ができるんだ？」

「ママは両手で『浄化光ハンド』が発動できます。ばっちゃは両手・両足で発動できます」

「無意味さが累るい乗じよう的てきに増えただけじゃねえか！」

　窓の向こう、三人のうちボンバーヘッドのような強烈な髪かみ型がたの女の子がふいに立ち上がり、錦織たちとは反対側の壁際に近づいていった。

「あいふぉんだ」

　ボンバーヘッドが近づいた先に米よね倉くらがいた。両手をロープで縛られて、壁から延びたパイプに繋がれていた。ボンバーヘッドは米倉の顔を持つと、何か言っていた。

「くそー、あいつら。汚い手で米倉の顔に触れやがって！」

「わっ。錦織くんがいつになく熱血してる！」

「六りく道どう。向こう側に回るぞ」

　瞳ひとみの中に炎を宿した錦にしき織おりが、デコレ木ぼく刀とうを握った拳こぶしに力をこめる。

「あっ、ちょっとタンマ。閣かつ下かが来たよ」

　薄うす闇やみの中から小こ紋もんがスッと現れた。



　　　　☆



（どうにかしないと……）

　米よね倉くらは工場内を見渡しながら、状況を打開する方法を考えていた。だが両手をロープで縛られた上、猿さる轡ぐつわをされて壁に繋がれているし、米倉を拉ら致ちした者たち全員が目の前にいる。この状態からどうにかなるなら、最初から拉致されたりしなかったかも、と思う。

「メグちゃん。この娘こ本当に可愛かわいいよ。手、出してもいい？」

　拉致犯三人のうちの一人で、パーマのお化けのような髪かみ型がたに瓢ひよう箪たんのような顔の女の子が米倉に近づいてきた。顎あごを持って蛇のような目を近づけてくる。

「駄だ目めだボンバー。人質に手を出すのはＮＧ。オレたちはワルだが、人の道に外れるようなことはすまい」

「チェッ、ケチッ」

　去っていくボンバーに米倉はホッとする。

「でも、その女を呼んでどうすんの？　なんだか強いって話だし、すぐに私たちやっつけられたりしない？」

　もう一人の女の子が言う。三人の中では一番背が低い。雷様のようなパーマが特徴的だ。

「大丈夫。その為ためにこれがある」

　メグちゃんと呼ばれている女の子がポケットから黒光りする金属の塊かたまりを出した。

「チャカ？　スゲエ」

「ホンモノ？」

「モデルガンの改造品。兄貴から借りた。本物じゃないけど弾はちゃんと出る」

「で、でも、それであの女を撃つの？　それはちょっとヤバイんじゃ……」

　雷様が緊きん張ちようした声を出す。

「撃つかよ。脅かすだけだ。これで脅せば魔王女だって何も手を出せないだろう。裏の海で真っ裸で泳がせて、恥をかかせてやる」

　メグちゃんは近くのドラム缶に狙ねらいをつけてみせた。

　米倉はブルッと身震いする。

（このままじゃ輝夜かぐやさんが……）

　無力な自分が本当に情けなかった。

　カラン、カラン――。

　工場のコンクリートの床を下駄で踏む音がした。不良の女の子たちがサッと身構え、音のした暗くら闇やみの方に目をこらす。

　まるで闇やみの中から溶け出してきたかのように、輝夜かぐやが現れた。米よね倉くらが見たこともないくらい緊きん張ちようした表情で、一歩一歩、近づいてくる。

　懐中電灯に照てらされた範囲まで来て、ピタリと足を止める。

「来た」

　一言それだけ言うと、女の子たちを一いち瞥べつし、それから米倉に目をやった。

「その……、私のせいで迷惑をかけた」

　決まり悪そうな顔で言う。米倉は「いえ、そんなこと」と言おうとしたが、猿さる轡ぐつわのせいでう――う――という言葉にしかならない。

　それでも意図は通じたのか輝夜は頷うなずくと、もう一度、メグちゃんの方に向き直る。

「要求通り、私は来た。よねのすけは解放してもらおうか」

「駄だ目めだ。お前は一人にすると危険だからな。オレの復ふく讐しゆうを済ませてから解放する」

「よかろう。ただし、その復讐とやらが終わったら、間違いなく解放することだ。もし、しなかったらパンツ一丁で吊るすぐらいでは済ませないからな」

　輝夜は瞳ひとみをギラリと光らせた。不良の女の子たちがビクッと緊張する。メグちゃんと呼ばれている女の子が、少し引ひき攣つった笑いを浮かべながら、輝夜に近づいていく。

「……今の話ぶりからすると、どうやらこのオレのことは思い出せたようだな。中学の時、同じクラスで番を張っていたがあの事件を境に権力を失った、オレ、岩いわ崎さき恵めぐみのことを」

「いや、全然」

　輝夜はあっさり首を振った。

「ふんどしだかパンツだかの事件は、人から聞いただけで、私自身はよく覚えていない。覚えていないということは、つまり、それが私にとって取るに足らないことだったということだろう。お前の顔も名前も、まったく記憶にない」

　岩いわ崎さきと名乗った女の子の顔が真っ赤になった。

「どこまでオレをバカにすれば気がすむんだ」

　岩崎は輝夜に接近すると、拳こぶしを振り上げた。

　その時――。

　ドンガラガッシャンパリーン――。

　米倉のすぐ側そばのガラスが割れて、黒い塊かたまりが飛びこんできた。

「ハラグロ！」

　輝夜の声が飛ぶ。その言葉通り飛びこんできたのは錦にしき織おりだった。両腕で顔面をガードし、外から窓ガラスを破り、飛びこんできたのだ。

　受身を取って素早く立ち上がった錦にしき織おりは、米よね倉くらに近づきロープと猿さる轡ぐつわを解いた。

　米倉の腕を掴つかもうとしたボンバーヘアの喉のど元に、錦織がデコレ木ぼく刀とうを突きつけた。

「言っておくけど、オレ、剣けん道どうの全国大会で優勝したことがあるから」

「くっ」

　ボンバーヘアは動けないまま唇くちびるを噛かむ。

「馬鹿な真ま似ねは止めて解散しろよ。中学の時の復ふく讐しゆうなんて不ふ毛もう過ぎだって」

「馬鹿はどっちだ！」

　岩いわ崎さき恵めぐみが叫ぶ。錦織がポカンと口を開ける。岩崎がモデルガンを輝夜かぐやに向けていた。

「……いや、ちょっと……、まさかホンモノ、じゃないよな？」

「ホンモノではないですがモデルガンを改造したもので、本物の弾が出るって……」

「反則だろ！　なんでそんな物、持ってんだよ！」

「ゴチャゴチャ言ってないで、その木刀を捨てろ！」

　岩崎はさらにモデルガンを輝夜に近づける。

「ハラグロ！」

　凛りんとした輝夜の声が響き渡る。

「捨てたら後で酷ひどいからな。なんのためにお前に託したと思っているのだ？」

「オレの言うとおりにするんだ！」

　岩崎はモデルガンを輝夜の眉間につきつけた。

　カランカラン――。

　錦織はセメントの床にデコレ木刀を放り投げて、降こう参さんするように両手を上げた。

「よ、よし」

　安あん堵どの表情の岩崎の横で、輝夜がブウと頬ほおを膨らませた。

「そんな怖こわい顔をされてもなあ」

　錦織が耳の後ろを掻かいていた。米倉も錦織の選択は正しいと思う。モデルガンはただの脅しのつもりでも、混乱して引き金を引いてしまうことはあるかもしれない。

「ボンバー！　その男を縛り上げろ。そいつが新しい人質だ」

「ラジャー」

　ボンバーヘアが、米倉に使っていたロープで錦織を縛りあげる。錦織は無抵抗のまま輝夜の方を見ていた。

「よし、じゃあ二人は人質を見張っておけ」

「メグちゃんは？」

「邪魔が入る前に、オレはこの女に二年来の復讐を果たす」

「りょうかーい」

　モデルガンをつきつけたまま、岩崎は輝夜に、近くにある非常口へ歩くよう命じる。輝夜も大人しくその言葉に従って歩き出す。

「くっ」

　両手を縛られた錦にしき織おりが、焦あせりの表情で輝夜かぐやを見送る。

（今動けるのは私だけ。私がなんとかしなきゃ……）

　米よね倉くらはコンクリートの床に転がったデコレ木ぼく刀とうに目をやる。

　米倉の先せん祖ぞが使ったと言われている『清せい浄じようの剣つるぎ』……のニセモノだ。あれを拾って振り回して、ここにいる二人の不良少女を倒せないか。

　運動は得意ではない。しかし、そんなことは言ってられない。チャンスは岩いわ崎さきと輝夜がこの場から消えた後だ。

　非常口の扉が開かれ、岩崎と輝夜が出て行こうとする。

　扉の向こうに消える寸前、輝夜が振り返った。

　細めた瞳ひとみを錦織に向け、口を大きく開けて何か叫んだようだった。だが、その声は扉が閉じられた音に掻かき消される。

　ほぼ同時だった。

　米倉がジッと見つめていたデコレ木刀が光輝いた。

　あの人工的な銀色に塗られた刀身から、四方に真っ白な光が放たれているのだ。

「な、なにこの光!?」

　ボンバーと雷様が慌あわてる。錦織も眉まゆを顰ひそめて必死に状況を理解しようとするだけで、動けないでいた。

（動かなきゃ！）

　硬直した体に力を入れて米倉が動く。光り続けるデコレ木刀を拾い上げ、ボンバーに向かって走っていく。

「えいっ！」

　幼稚園児がプラバットを扱うようなへっぴり腰ごしで、光るデコレ木刀を振り回した。

　ブ―――ン！

　ビーム音がして木刀から光の帯が伸びた。光は空間を切り裂き、ボンバーのお腹なかを掠かすめた。

「うわあっ！」

　拳法映画のワイヤーアクションのような動きでボンバーが吹っ飛び、壁かべに激突した。安普請の工場全体がグラグラと揺ゆれる。

　さらに米倉は木刀を雷様に向かって振り回した。

「えいっ！　えいっ！」

　長く伸びた光の帯が鞭むちのようにしなって、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた雷様ヘアの女の子の頬ほおを掠めた。

　パッチ―――ン、と。なんだか平手打ちのような音を上げて、女の子は吹っ飛ぶと、コンクリートの床の上でゴロゴロと二、三回転したのちノビてしまった。

「あれ？」

　米よね倉くらはデコレ木ぼく刀とうを止める。夢中で振り回しているうちに、いつの間にか不良の女の子を二人ともやっつけていた。気が抜けるのと一緒に、急速にデコレ木刀から光が消えた。

「ええっと……米倉？」

　後ろから声がした。振り返ると、錦にしき織おりがポケーと呆あつ気けに取られた顔で立っていた。

「あ、ごめんなさい」

　慌あわてて駆け寄って、錦織の腕を縛るロープを解く。

「米倉、今のなに？　まさか米倉まで珍ちん妙みような力が使えたのか？」

「いえいえ」

　米倉はプルプルと首を振った。

「私は勝手に光った剣を拾って、振り回しただけです」

「マジで？　じゃあ六りく道どうの仕業か？　いやでも、あのお掃除娘にこんなことができるはずがないし……」

「じゃあもしかして……本当にこの木刀が聖せい剣けんってことなんですか？」

「これがか？　妹が修学旅行先で、１４８０円もぼられて買ってきた……これが聖剣？」



    

  
    
      



    

  
    
      　錦にしき織おりは米よね倉くらからデコレ木ぼく刀とうを受け取りながら、ありえないという表情をした。

　パンと、米倉が手を叩たたく。

「それよりも輝夜かぐやさんは!?」

「あっ、聖せい剣けんのショックで忘れてた！」

「閣かつ下か、海の方へ連れて行かれたよ！」

　窓から六りく道どうの声がした。

「オレたちが人質じゃなくなったことは、魔王に伝えないと」

「私は二人の手当てをして、それから向かいます」

　米倉は床でノビているボンバーと雷様に目を向ける。

「分かった。じゃあ後で合流な……。絶対、みんなで花火、見ようぜ」

「はい」

　米倉が微笑ほほえむと、錦織は非常口から外へ飛び出していった。



　　　　☆



　工場裏の空き地を錦織と六道は海の方向へ走っていた。

「つーわけで、デコレ木刀が突然、光り輝いて、米倉がバッタバッタと不良少女たちをなぎ倒していった。……一応、聞いておくが、お前の仕業じゃあないよな？」

「まあね」

「なんでそこで余よ裕ゆうなんだよ。どうして木刀が輝いたかとか、疑問に思わないのかよ」

「だからフツーに木刀が聖剣だったんだって！」

「いや、それフツーじゃないだろ。一本１４８０円のお土産みやげが聖剣なわけがない」

「あのね錦織くん。これもばっちゃが言ってたんだけど、『あらゆる可能性を排除して最後に残ったものは、どんなに奇き妙みようなことであってもそれが真実』だよ」

「それってよく聞くけど、大抵、あらゆる可能性を考こう慮りよできてないんだ」

「あ、海だよ」

　薄暗くら闇やみの中に防ぼう波は堤ていが見えた。錦織はその上に上って輝夜を探す。

「いたっ！」

　すぐ近くから海に向かって突き出したコンクリートの桟さん橋ばしの先に、モデルガンを構えた岩いわ崎さきとその先に立つ輝夜の姿があった。

「閣下を海に落とすつもり!?」

「させるかよ」

　防波堤から飛び降り、ダッシュで桟橋へ向かう。

　錦織たちの足音に振り返った岩崎が、ギョッとしたように目を見開いた。

「う、動くな！」

　岩いわ崎さきが手のモデルガンを輝夜かぐやにつきつけて叫ぶ。

　錦にしき織おりと六りく道どうは足を止める。

「どうやってここまで来たんだ？　ボンバーたちは？」

「あの二人なら向こうでノビてるけど」

　錦織はデコレ木ぼく刀とうを水平に構える。

「三対一だぜ。もう諦めた方がいいんじゃないか？」

「うっさい。オレにはコレがあるんだ。ガタガタ言うとぶっ飛ばすぞ」

　岩崎はモデルガンを振った。

「ってか、復ふく讐しゆうって何するつもりだよ」

「魔王女に全ぜん裸らで海にダイブさせた上、花火打ち上げ中の砂浜から上陸させてやる！」

「全裸！」

　錦織は不ふ謹きん慎しんにもドキドキしてしまう。

「こ、この辺、向こうと違って岩場だし危ないぞ。それにパンツの復讐に全裸じゃつりあわないじゃないか！」

「知ったことか！　とにかくオレは中学時代の恨うらみを晴らさなくては気がすまない！」

　岩崎はカチカチと歯を鳴らし、体を小刻みに震わせた。

「ふっ」

　今まで黙っていた輝夜が急に鼻で笑った。

「なにがおかしい!?」

「いや小さいな、と。昔の話をグダグダと」

「なんだとうぅぅぅ！」

　岩崎の顔が怒りで真っ赤になる。錦織も「お前が言うな」とちょっとだけ思う。

「それも、パンツの復讐を全ぜん裸らで果たす？　ハンッ。はっきり言って『新世界構築』の大業の前では、洋服も浴衣ゆかたもスクール水着もパンツも全裸も同じだ。誤差範囲内だ！」

　輝夜は大きな声で言い切った。

　パンツも全裸も同じ……。

　その言葉が錦織の心を強く揺ゆさぶる。そこまで大おお雑ざつ把ぱだと実生活に支し障しようが出そうだ。

「だが分かった。私が全裸を衆しゆう目もくに晒さらすことで、お前の復讐心が満足するのならよかろう。全裸で海水浴をして、花火の打ち上げをバックにラジオ体操を演じてやる。サイクロン！」

「は、はいっ！」

「帯を取って欲しい。幸い浴衣なので下には何もつけていない。帯を解いて、パラパラと脱いでしまえばすぐ全裸だ」

「オウッ、クラシックスタイル！　でも、閣かつ下か、本当にいいの？　脱がしちゃって」

「問題ない。風呂ではいつも全裸だ」

　六りく道どうが輝夜かぐやの所へ向かおうとする。

「……待て」

　岩いわ崎さきが押し殺したような声を出した。

「輝夜真ま央お……、変わってないな。お前は中学時代から変な奴だった。確かにお前にとっちゃ。全裸で泳ぐことなんて大したことじゃないかもな。だが……」

　突然、錦にしき織おりに視線を向けた。

「昔のお前はいつも一人だったよな。だが今は違う……。あいつはお前の男か？」

「そうだ。私の物だ」

「なるほどな」

　岩崎が錦織を見る目を鋭するどくした。

（誤解だ―――!!）

　錦織は心の中で叫んだ。輝夜が言った『私の物』とは『私の所有物』という意味であって、彼氏とか恋人とかいうものとは違う。

「だったらあいつにヤキをいれた方が、お前にはダメージがでかそうだな！」

　岩崎は銃じゆう口こうを錦織に向けた。

「ま、まさかオレに全裸で泳げと!?」

「じゃあベルトとボタンは六道が外してあげる。ポッ」

　岩崎は無言でモデルガンを錦織の足へ向けた。

「足に鉛弾一発くらったぐらいじゃ、死なないだろ？」

　口の端を持ち上げて笑う。

「……本気かよ？」

　錦織は息を呑のんだ。改造モデルガンとはいえ拳銃を向けられたのは初めてだ。突然襲おそわれた寒さむ気けで全身がブルッとする。額とこめかみから汗が噴き出してきた。

「もし、ハラグロを撃ったら」

　輝夜の声が響く。

「私は許さない」

　静かだが、凛りんと、輝夜は言った。

　錦織は銃口を向けられていることを忘れて、ハッと輝夜を見る。強い光が宿る大きく見開かれた目。固く結ばれた唇くちびる。強い決意に満ちた何かが、輝夜の表情に全身に、漲みなぎっている。その立ち姿は本当に綺き麗れいで、凛乎として、そして可愛かわいかった。

　萎い縮しゆくしていた錦織の体に力が漲った。

（あのモデルガンさえなんとかなれば……）

　錦織はデコレ木ぼく刀とうを握る手に力をこめる。

　岩いわ崎さきとの距離を測る。この距離なら数歩で踏みこんで、モデルガンを叩たたけるはずだ。

　一瞬でも岩崎の注意がそれたら……。

「許せねえのはこっちも同じだ。ああ、決めた。今の態度でけってーした。絶対、撃つ。足を撃ち抜いてやる」

　興こう奮ふん気味に叫ぶ岩崎を、錦にしき織おりは集中して見つめていた。

（一瞬でいい。ほんの一瞬。チャンスがあれば……）

　誰だれかが走ってくる音がした。下駄の音だ。

「錦織くん!!」

　米よね倉くらの声だ。

　岩崎の注意が錦織の背後に向けられる。

（今だ！）

　錦織は踏み出した。

「!!」

　間合いに入るよりも先に岩崎の注意が錦織に戻る。

　パニックの表情。引き金にかかった指がピクッと動く。

（しまっ……！）

「錦織くん！」

　六りく道どうの悲鳴。

　錦織の瞳ひとみに、「ハラグロッ！」と叫ぶ輝夜かぐやの姿と、引き金を引こうとする岩崎が細こま切れの映像として写し出される。次の刹せつ那な――。



　シュパ――ン！　シュパ――ン！　シュパ――ン！



　爆ばく裂れつ音おんが轟とどろいた。



　銃じゆう口こうから発生したものではなかった。もっと離れた場所から、爆竹が何個も同時に炸さく裂れつしたような音が飛んできた。

　錦織も岩崎もその場で固まって、音の方向を見た。



　シュルシュルシュル―――。シュルシュルシュル―――。シュルシュルシュル―――。



　天空に向かっていくつもの火の玉が煙の尾を引いて昇っていく。

　そして――。



　ド――――――――ン。ド――――――――ン。ド――――――――ン。



　群ぐん青じよう色の空のキャンバスに巨大な光の花が咲き乱れた。

　大気がビリビリと揺ゆれ、鼓こ膜まくとお腹なかを震わせた。

「花火!?」

　錦にしき織おりの時計では、打ち上げの時間には、まだ三十分以上時間がある。



　ド――――――――ン。ド――――――――ン。ド――――――――ン。



　花火はさらに上がり続ける。まるで花火大会のファイナルのように、出し惜おしみなし。次々と大玉の花火が夜空を彩り、爆裂音が絶え間なく空気を震わせた。

　ペタンと岩いわ崎さきが尻しり餅もちをついた。

　口を小さなオーの字にして、魂が抜けたような顔で空を見上げている。

　その瞬間、錦織がデコレ木ぼく刀とうを振りぬいた。

　小こ気き味みよい音を立てて木刀がモデルガンを捉える。あっさり岩崎の手から離れると、そのまま海へ落ちていく。それでも岩崎はポカンと固まったままだ。



　ド―――ン。ド―――ン。ド―――ン。ド―――ン。ド―――ン。ド―――ン。



　上空では、今度は小さめの光の輪が立て続けに花開いていた。

「ハラグロ」

　気がつくと輝夜かぐやが錦織の側そばに立っていた。

「花火などエネルギーの浪ろう費ひだと思っていたが、なかなかよいものだな」

　夜空に向けた瞳ひとみを涼しげに細める。

　錦織はその横顔を呆ぼう然ぜんと眺めた後、耳の後ろを掻かいた。

「な。時には参さん謀ぼうのアドバイスを聞くのも悪くないだろう？」

「うむ」

　六りく道どうと米よね倉くらがカランカランと下駄の音を響かせて駆けてくる。

「錦織くん、大丈夫なんですか？」

「おう。花火のお陰かげで、なんとか」

　岩崎が本当に引き金を引く気だったかは分からない。ただ、あの時は相当パニクっていた。あそこで花火がなかったら、どうなっていたか分からない。

（でもなんで花火が？）

　打ち上げ時間を繰上げただけにしては、なんだか花火の打ち上げ方が変だった。海辺のこの場所なら開始を伝える放送が聞こえてもおかしくないが、何も聞こえなかった。

　――急に辺りが静かになる。いつの間にか花火の打ち上げが止まっていた。

　輝夜かぐやが座ったままの岩いわ崎さきに視線を落とした。

「岩崎……恵めぐみ……か」

　岩崎がハッと我に返り、輝夜を見た。

「微かに思い出した。中学三年生の時クラスが同じだった出席番号二番・岩崎恵……」

「てめえとクラスが一緒だったのは二年の時だし、出席番号は三番！」

「小さい話だ。たしか一度、族に入れと誘われたことがあったな」

「……」

　岩崎がムスッと唇くちびるを尖とがらせる。どうやら本当の話らしい。

「パンツ事件の他ほかにそんな因縁が……。それで閣かつ下かは断っちゃったの？」

「当然だ。私は新世界の王となる人間。団体に入って活動することなどできない」

「あん時もそんなこと言ってたな！　けど結局、高校に入ったらつるんでるじゃないか」

　岩崎は吐き捨てるように言って、錦にしき織おりたちの方を顎あごでしゃくりあげた。

「つるんでいるわけでない。全員、私の部下だ。智ち謀ぼう、異能力の可能性、そして資し金きん力りよく……。新世界構築に必要な物を持っている」

　輝夜は錦織、六道、米倉を順々に見ていく。米倉だけ自分を指差して「私、お金？」と釈しやく然ぜんとしない表情をしていた。

「もしかしてあの子、昔、閣下のこと……、気に入っていたのかな？」

　耳元で囁ささやく六りく道どうに錦織は肩かたをすくめる。

　分からない。でもそれなら忘れられていたことに異常に腹はらを立てたことも理解できる。

「もし私が過去、お前の誇りを傷つけていたのだとしたら謝る。復ふく讐しゆうしたいというなら受けて立つ。だが、今回のように部下に手を出すのは止めてもらおう。……次はないと思え」

　輝夜が目をギラリと光らせて岩崎を見下ろした。刃物のような鋭するどい、殺さつ気きのような緊きん張ちようが顔面に走っていた。

　岩崎は体を震わせ息を呑のんだ。ガクッと両手をつき、頷うなずいた。

　輝夜は回れ右すると、桟さん橋ばしを歩き出した。

「ちょっ、閣下！」

　錦織たち三人は慌あわてて輝夜の背せ中なかを追いかけた。

「こんなんで済ましていいのか？　あいつ、また閣下になんか手を出すかもしれないぞ」

「勝手にさせればいい。どうせ大したことはできっこない。ハンッ。全ぜん裸らで海水浴だと？　馬鹿馬鹿しい。そんなこと毎年やっている」

「やってんのかよ。ってか、オレ、一応、撃たれかけたんだけど……」

「大丈夫。もうお前たちには手出しさせない」

　何を根拠になどという反論を許さない、自信たっぷりな微笑ほほえみを浮かべる。

「というか、閣かつ下か、なんでそんなに早足なの？　どこか行くの？」

　輝夜かぐやがピタリと足を止める。心から不ふ思し議ぎそうな表情で、質問した六りく道どうを見た。

「まさかさっきので終わりなのか？　花火大会」

「あっ」

　まだ花火大会の開始予定の時刻にもなっていない。先程の花火がイレギュラーなものだったとしても、まだまだ沢山、未発射の花火が残っているはずだ。

「席、取られてないかな？」

「巾着は残して来たけどな。マナー違い反はんだけど……」

「とにかく急ぎましょう」

「なんだ。結局、走るのか」

　四人は頷うなずきあうと、漆しつ黒こくのベールに呑のみこまれようとしていた海沿いの埋立地を、全速力で駆けぬけていった。



    

  
    
      


エピローグ





　シュルシュルシュル―――……ド――ン。

　墨色の夜空に巨大で真っ赤な花火が煌きらめく。

「た――まや―――――――――――――――♪」

　団扇うちわでバンザイしながら六道が叫んだ。

　米よね倉くらも目をキラキラと輝かせ、錦にしき織おりもヒュウと口笛を鳴らした。

「よかったですね席が残っていて」

「ほんとな」

　錦織たちが残していった行楽用シートは、微妙に横に移動していただけで残っていた。しかも開始時間が遅れたお陰かげで、なんとかスタートにも間に合った。

　開始直前の放送によると、予定より早く上がった最初の花火は錦織の予想通りイレギュラーな事故だった。最近の打ち上げ筒はどこもコンピュータ制御で点火されるが、そのコンピュータが誤作動したとのことだ。

　結局、点検の後、打ち上げ筒側にも問題がないことを確認して、マニュアルで点火することで辛うじて中止にはならなかった、ということらしい。

　ガツッ――。

　錦にしき織おりがボンヤリと頭上を見上げている、わき腹ばらを肘ひじ打ちされた。

　いつの間にか輝夜かぐやが錦織のすぐ横に座っていた。

「ハラグロ。言うのを忘れていた。アレを返せ」

　耳元で囁ささやく輝夜を見て錦織はドキッとする。大急ぎで走ったせいか、浴衣ゆかたの衿えり合わせに微妙な隙すき間まができていて角度的に中が、つまり輝夜の胸の膨らみが見えそうだった。

「アレってなんだ？」

　目線を動かして聞き返す。

　輝夜はさらに口を耳元に近づけてきた。モワッと、髪かみのいい香りが錦織の鼻び腔こうを漂う。

「聖せい剣けんに決まっているだろう？」

「ああ、あれね」

　錦織は顔を赤くしてウンウンと頷うなずき、尻しりの下に敷いていたデコレ木ぼく刀とうを輝夜に手渡した。

　輝夜は口を花のように綻ほころばせ、もう二度と手放さないとでも言いたげに抱きしめた。

「ハラグロ、よく死守してくれた。感謝する」

「おう。役に立ったぜ、それ。意外とすごい剣かもしれない」

「当然だ。聖剣なんだからな」

　得意そうに顎あごを上げる。

（そういえば、なんで光ったのか、さっぱり謎のままだな……）

　ピンチの時に力を発揮する聖剣というなら、どうして銃じゆう口こうを向けられた時はピカッともキラッとも光らなかったのか。お泊まり会が終わったら、一度、六りく道どうと米よね倉くらと一緒に考えた方がいいかもしれない。

　突然、プツリと打ち上げが中断し、拡声器から音楽が流れ始めた。花火の準備時間に入ったらしい。

「今のうちに、なにか食べる物か飲み物でも買ってきましょうか？」

「待て。よねのすけに大切な話がある」

　立ち上がろうとした米倉を輝夜が手で制した。その真しん剣けんな様子に、六道と錦織も輝夜に注目する。

「よねのすけ。お前を仲間として迎える」

　輝夜はいきなり、明めい瞭りよう簡かん潔けつにそう言った。

「やったじゃん！　あいふぉん。明日から六道たちのお仲間だよ」

　六道がパンッと米倉の浴衣の帯を叩たたく。米倉は微妙に困ったような顔をした。

「えっと、その……。私はどうやって輝夜さんのお役に立てばよいのでしょうか」

「後方支援だ」

「後方支援？」

「そう。後方支援とは我々の作戦を裏から支える屋や台たい骨ぼねのようなもの。最も大切な部門だ」

「はあ……」

　米よね倉くらがいまいち納得できていない顔をする。

「閣かつ下か、質問！　つい一時間くらい前までダメだったのに、なぜ心変わりしたんですか？」

「桟さん橋ばしでずっと考えた。凡ぼん庸ような米倉にも一つくらい特徴はないか？　それで思い当たった」

「鉄砲つきつけられてそんなこと考えていたのかよ！　で、その特徴ってなに？」

「機密事項なので詳しくは言えない」

　やはり金か？　錦にしき織おりと六りく道どうは目配せしあう。

「またまた質問！　それで、あいふぉんのコードネームは決まっているのですか？」

「候補はある。……『セクシー・ミリオネアー』というのはどうだ」

「「『セクシー・ミリオネアー!?』」」

「えっと、あの、その、コードネームというのはなんですか？」

　米倉は困ったようにキョロキョロする。

「長いよ！　可愛かわいくないし、あいふぉんが可哀かわい想そう」

「だったら『セクシー・アイ』ならどうだ？」

「『セクシー・アイ』!?」

「『セクシー・アイ』……。た、確かに語ご呂ろは悪くない。あいふぉんの特徴（＝セクシー）を表しつつ、名前を取り入れている」

　六道がよく分からない解説を始めた。

「私はどちらでもいい。どちらにするかは本人に決めてもらうとしよう。『セクシー・ミリオンダラー』と『セクシー・アイ』、どちらで呼ばれたいか？」

　三人の視線が一斉に米倉に注がれる。

　米倉は微妙にひきつった顔を赤くしてうつむくと、モジモジと指を動かした。

「……どちからと言えば、『セクシー・アイ』の方が……」

「よし。では決定。『セクシー・アイ』よろしく頼む」

「おめでとう、『セクシー・アイ』。略して『セクシー』」

　錦織と六道の拍手の中で、米倉が恥ずかしそうにお辞じ儀ぎをしていた。

　シュルシュルシュル―――……ド――ン。

　再び花火が打ち上げられ始めた。夜空に黄金色の枝し垂だれ柳が広がる。

「た――まや―――――――――――――――♪」

　団扇うちわでバンザイする六道の横で、錦織は輝夜かぐやにチラリと目をやる。

　花火の光を瞳ひとみに反射させ、可愛く開けた口から「ほお」と息を吐いていた。

（数年経って高校を卒業した後、輝夜かぐやはオレのことや、ここでオレたちと見た花火のこと、ちゃんと覚えてんのかな？　それとも忘れちゃうのか？　中学の時の事件のように）

　ふと錦にしき織おりの脳裏にそんな考えが浮かんだ。だが、すぐにバカバカしいと首を振る。

　錦織自身もいつかは今のこの時間のことを、忘れてしまうかもしれないのだ。

（まあそれまでには、こいつは『新世界の王』になっている予定だけどな）

　錦織は肩かたをすくめると、夜空を見上げる。色とりどりに咲き乱れる光の花を瞳ひとみに映しながら、小さく「た――まや―――」と呟つぶやいた。
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あとがき





　お久しぶり、というほど時間は経っていませんね。月つき見みです。「かぐや魔ま王お式しき！」の二巻でございます。二巻の舞台は夏。水着や浴衣ゆかたでワイワイ、をコンセプトに書いてみました。輝夜かぐやの弱点が明らかになったり、一巻で「ほとんど空気だった」米よね倉くらがどんな女の子なのか分かったりします。六りく道どうも相変わらず。全キャラ楽しく書くことができました。

　さてさて。一巻の「あとがき」で、月見の担当さま（ひろぽん）の「ハラグロ説」を唱えましたが、絵師の水みず沢さわ深み森もりさまの考えでは「プチＳ」みたいです。

　言われてみたば確かにＳ。話していると自分の中のＭが目覚めてしまうほどです。

　でもね。月見はまだ新人時代の「ひろぽん」にお会いしたことがあるのですが、その時は「目が合うだけで俯うつむいてしまう」超内気キャラでした。あれがどうしたらこんな惨さん状じように。猫をかぶっていたのか、編集部という戦場がそうしてしまったのか、けっこ――謎です。

　謝辞です。まずは担当のひろぽんさま。本当に連続刊行ができるとは思ってもいませんでした。大感謝です。絵師の水沢深森さま。輝夜のフラッシュ動画ありがとうございました。次巻もヨロシク。最後に、装丁さま、校正さま、編集長さま、読者の皆さまに感謝を。

月見　草そう平へい
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